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第４５８図　３０１号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗褐色 多量の焼土
2 暗黒褐色 多量のローム粒
3 黒色 多量の褐色土
4 黒褐色 多量のローム粒
5 黒褐色 多量の褐色土
6 黒色
7 黒褐色 軟質
8 黒色
9 暗黒茶褐色 多量のローム粒

10 暗茶色 ローム粒・ロームブロック・多量の褐色土
11 暗赤褐色 若干の焼土粒
12 暗赤褐色
13 焼土
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第４５９図　３０２・３０３号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗茶褐色 多量のローム粒・ロームブロック
2 暗黒褐色 密
3 黒褐色 多量のローム粒・ロームブロック
4 黒褐色 ロームブロック(大)・ローム粒
5 暗茶褐色 ロームブロック・ローム粒・多量の焼土粒
6 暗黒褐色 多量のローム粒
7 赤茶褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土
8 暗茶褐色 ロームブロック
9 焼土粒

10 暗茶色 ロームブロック

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 多量のローム粒
2 黒色 ローム粒
3 暗赤褐色 多量の焼土粒
4 黒褐色 多量のローム粒
5 焼土
6 ローム焼土化
7 暗黄色
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【出土遺物】　６点・２８２ｇの礫が出土している。すべてに被熱のあとがみられる。土器は、３点・４７
ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文
系などである。図示できる状態の資料は少ないが、このうち条痕文系の土器をもって、当該時期を
３０３号遺構の帰属時期とみたい。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４５９図１・２に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部破片である。２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。
３０４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０６・１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４５ｍ・短軸１．５１ｍ・深さ５１㎝。燃焼面１箇所（第４６０図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により、遺構東側と西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　３点・２７４ｇの礫および礫石器が出土している。このうちの２点に被熱のあとがみられ
る。石器は、石皿１点が出土している。土器は、３９点・４６４ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土
一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体のおよそ９１％あり、当該時期を３０４号遺構の帰属時期とみる。ただし、い
ずれも図示できる状態にない資料であった。
【遺物説明】　出土石器を、第４６０図１に示した。スコリア質安山岩製の石皿破片である。
３０５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－１０・１１・１４・１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．１０ｍ・短軸４．７８ｍ・深さ７３㎝。燃焼面１箇所（第４６１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　３点・３３５ｇの礫が出土している。このうちの２点に被熱のあとがみられる。土器は、
６８点・１，７０９ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・安行式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文
系のもので全体のおよそ９６％あり、当該時期を３０５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４６２図１に、覆土一括扱いのものを第４６２図２～
１５に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、５～１０は胴部、１１は底部の破片である。１１は現
存器高３５㎜・底径１６㎜を測る尖底状の底部である。１２・１３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１４は胴部
の破片である。１５は安行式深鉢形土器の胴部破片とみられる。
３０６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０７・０８・１１・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸６．１５ｍ・短軸４．５９ｍ・深さ１１０㎝。燃焼面５箇所（第４６３図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
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第４６１図　３０５号遺構実測図

第４６０図　３０４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒茶色 テフラ
2 暗黒褐色 テフラ
3 暗茶色 テフラ
4 暗黒褐色 テフラ
5 暗茶色
6 暗黄褐色 ローム粒・ロームブロック

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 黒色土ブロック・テフラブロック
2 暗茶色 ローム粒
3 暗茶色
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【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　２１９点・１７，０６２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、１２点出土している。うちわけは、ＲＦ１点、楔形石器１点、楔状石器１点、打製石斧
１点、砥石１点、石皿２点、磨石・敲石２点、敲石１点、磨石１点、軽石１点、このほか黒曜石の剥
片１点がある。土器は、１，００９点・１７，４７５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録

第４６２図　３０５号遺構出土遺物実測図
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第４６３図　３０６号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 焼土
2 暗褐色 多量の粒土
3 焼土
4 黒色 焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒褐色 多量のテフラブロック
2 暗黒褐色 黒色土ブロック・多ローム粒
3 暗褐色 ローム
4 暗黒褐色 若干の褐色土・焼土粒・ローム粒
5 焼土
6 暗茶褐色 ローム粒
7 茶褐色 流入土
8 暗黒褐色・黒色
9 黒褐色 ローム

セクション位置：D－D'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 焼土粒
2 焼土
3 ローム焼土化

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗褐色 焼土粒
2 暗褐色 多量の焼土
3 焼土
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第４６４図　３０６号遺構出土遺物実測図⑴
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第４６５図　３０６号遺構出土遺物実測図⑵
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第４６６図　３０６号遺構出土遺物実測図⑶
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第４６７図　３０６号遺構出土遺物実測図⑷
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した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄
文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９５．９％あり、当該時期を３０６
号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４６４図１～４に、覆土一括扱いのものを第４６４図
５～２０、第４６５図２１～４９、第４６６図５０～７６に示した。
１・２・５～３５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３・４・３６～５７は胴部、５８～６１は底部の破片である。
６２～６８は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、６９～７４は胴部、７５は底部の破片である。７６は晩期末の鉢形土
器の口縁部破片とみられる。
　出土石器のうち主なものを、第４６７図７７～８５、第４６８図８６・８７に示した。７７は最大長４８．１㎜を測る
チャート製のＲＦである。両側縁部に剥離を加え尖頭状に器体を整えているが、器体に反りがあるた
め尖頭器とはみなしえない。また、先端部も錐状には整えられていない。７８は最大長４５．２㎜を測る緻
密質安山岩製の楔形石器である。７９は最大長９７．７㎜を測る輝石安山岩製の打製石斧である。片側に石
材の自然面をのこす。８０は最大長７５㎜を測る頁岩製の楔状石器である。８１はスコリア質安山岩製の砥
石破片である。８２はデイサイト製の石皿破片である。器体中央に敲打痕をのこす。８３は輝石安山岩製
の石皿破片である。８４は最大長９８㎜を測る砂岩製の磨石・敲石である。表裏面中央付近に敲打痕がみ
られる。８５は最大長８５㎜を測る輝石安山岩製の磨石・敲石である。側縁部・上端部に敲打痕、下端部
に摩耗痕がみられる。８６は砂岩製の敲石である。８７は輝石安山岩製の磨石である。
３０７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．０１ｍ・短軸１．６６ｍ・深さ４０㎝。燃焼面２箇所。３０６号・３０８号遺構に隣接する（第
４６９図）。
【覆土】　暗褐色土・暗赤褐色土などを主体とする。焼土粒などを含む。
【その他】　やや規模が小さいが周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　１９点・６２９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９９．７％に被熱のあとがみられ
る。石器は、軽石１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、１１点・１４６ｇ出土している。取
り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・
条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ８７％あり、当該時
期を３０７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、覆土一括扱いのものを第４６９図１に示した。条痕文系深鉢形土器の口
縁部破片である。
３０８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－１２、Ｊ１０－０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．６９ｍ・短軸３．００ｍ・深さ８６㎝。燃焼面２箇所（第４７０図）。
【覆土】　暗黒茶色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
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第４６９図　３０７号遺構実測図および出土遺物実測図

第４６８図　３０６号遺構出土遺物実測図⑸

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗褐色
2 暗赤褐色
3 暗赤褐色 多量の焼土
4 暗黒褐色 若干の焼土粒
5 暗褐色 硬く密
6 焼土
7 暗褐色 若干の焼土
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第４７０図　３０８号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒茶色 テフラブロック・若干のローム粒
2 暗黒茶色 ローム粒
3 暗茶色 テフラブロック
4 暗黄色 ローム粒
5 暗黄色
6 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
7 暗黒褐色
8 暗黒褐色 多量のローム粒
9 暗褐色土粒

10 暗黒褐色 多量のローム粒・黒色土ブロック・焼土粒
11 暗褐色
12 焼土粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1
2 焼土塊
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【出土遺物】　３９点・３，１０６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち３５．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、磨石・敲石１点、敲石１点、軽石１点である。土器
は、３５９点・６，２５４ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。遺物は北側の燃焼面上面を中心に出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文
系・羽状縄文系・堀之内２式・加曽利Ｂ式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもの
で全体の９６．８％あり、当該時期を３０８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４７０図１に、覆土一括扱いのものを第４７０図２～
１５・第４７１図１６～３１に示した。１は推定口径２８４㎜・現存器高２４３㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器
である。口唇部に刺突がめぐるほかは文様はない。外面斜方向に、内面横・斜方向に条痕が施され
る。２～７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、８～１７は胴部の破片である。１８は平底の、１９は尖底の底
部である。２０・２１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、２２～２７は胴部の破片である。２８・２９は羽状縄文系
深鉢形土器の胴部の破片である。３０は堀之内２式の深鉢形土器口縁部である。３１は加曽利Ｂ式注口土
器の破片とみられる。出土石器のうち主なものを、第４７１図３２・３３に示した。３２は最大長８８㎜を測る
輝石安山岩製の磨石・敲石である。表裏中央部および両側縁部に敲打痕が認められる。３３は砂岩性の
敲石である。
３０９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－０７・１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０９ｍ・短軸２．４４ｍ・深さ７６㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４７２図）。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３１０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－０９・１０・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．４９ｍ・短軸３．２５ｍ・深さ６０㎝。燃焼面３箇所（第４７３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　南側で３４号住居跡と一部重複する。新旧関係は３４号住居跡の方が新。
【出土遺物】　７５点・３，５８４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６７．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、５点出土している。うちわけは、軽石製品１点、磨石・敲石１点、石皿１点、磨石２
点、このほか黒曜石などの剥片３点がある。土器は、２０５点・４，８７４ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・
羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該
時期を３１０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４７３図１・２に、覆土一括扱いのものを第４７３図
３・第４７４図４～２７・第４７５図２８～３２に示した。１～２２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２３～３２は胴部
破片である。４・５は浅い沈線区画内を縦位の押し引き沈線で充填、要所に円形文を施すもの。文様
帯は浅い刺突を付す横位隆帯で区分される。口唇部に刺突もしくは浅いキザミをめぐらす。２８は沈線
による格子状文と要所に円形文を施すもの。文様帯は縦位のキザミを付す横位隆帯で区分される。出
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第４７２図　３０９号遺構実測図

第４７１図　３０８号遺構出土遺物実測図⑵
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第４７３図　３１０号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 褐色土ブロック
2 暗黒褐色 多量のローム粒
3 暗茶褐色 ローム・ロームブロック・多量の焼土塊

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 ローム粒
2 暗黒褐色
3 黒褐色
4 暗褐色 多量のローム粒
5 暗褐色
6 暗茶色
7 暗茶色
8 暗褐色
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土石器を、第４７５図３３～３７に示した。３３は最大長５７㎜・重さ２３．９ｇを測る軽石製品である。３４は最大
長６４㎜を測る砂岩性の磨石・敲石である。表裏面中央部に敲打面がみられる。３５は輝石安山岩製の石
皿破片である。３６は礫岩製の磨石破片である。３７は最大長８２㎜を測る砂岩製の磨石である。
３１１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－１４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８０ｍ・短軸２．２０ｍ・深さ３８㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４７６図）。
【その他】　３４号住居跡内部に位置する。
【出土遺物】　土器は、４点・１６３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３１１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４７６図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
３１２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－１５、Ｋ１０－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．６４ｍ・短軸２．６７ｍ・深さ４７㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第４７７図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。焼土粒などを含む。
【出土遺物】　１５１点８，９６３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８７．７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、４点出土している。うちわけは、砥石１点、磨石・敲石１点、磨石２点である。土器
は、２６７点・６，０２８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。遺物は、南側燃焼面の上部からややまとまって出土している。土器のうちわけは、撚糸
文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体の９７．４％あり、当該時期を３１２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４７８図１～５に、覆土一括扱いのものを第４７８図
６～９・第４７９図１０～２８に示した。１・２・６～１５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～５・１６～２３
は胴部、２４は底部の破片である。１は平縁の深鉢形土器で、口縁部下に幅広工具による刺突文がやや
間隔をあけて施されるもの。これ以外に文様はなく、外面には横・斜方向、内面には斜・横方向に条
痕が施される。６・７は平縁の深鉢形土器で、幅広工具による縦位・横位の押し引き沈線文が施され
るもの。２５・２６は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。２７・２８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の
胴部破片である。出土石器を、第４７９図２９～３２に示した。２９は砂岩製の砥石である。表裏面の一部に
は敲打痕がみられる。３０は最大長８１㎜を測る輝石安山岩製の磨石・敲石である。表裏面中央部および
両側縁部に敲打痕が認められる。３１・３２は輝石安山岩・砂岩製の磨石破片である。
３１３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｋ９－０７・０８
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．６５ｍ・短軸１．８０ｍ・深さ２２２㎝。形状は長楕円形（第４８０図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。ローム粒を多く含む。
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第４７７図　３１２号遺構実測図・遺物出土状況図

第４７６図　３１１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 黒褐色 テフラブロック
3 暗茶色 焼土
4 テフラ・若干の焼土塊
5 黒褐色
6 暗茶色
7 暗茶色
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第４８１図　３１４号遺構実測図および出土遺物実測図

第４８０図　３１３号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 黒色土ブロック・暗褐色土ブロック
2 テフラ・ローム粒
3 暗黒褐色 テフラ
4 暗褐色 テフラ
5 テフラ・ローム粒
6 暗茶褐色 ローム粒・黒褐色土粒・若干のロームブロック
7 暗褐色 ローム粒・黒褐色土粒
8 暗黄色 ローム粒・若干のロームブロック
9 暗茶褐色
10 暗茶褐色 ローム粒・黒褐色粒
11 暗黄色 ローム粒
12 黄褐色 ローム・ロームブロック(大)
13 黒色 黒色土粒
14 黒色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム粒
2 暗黒色 若干のローム粒
3 暗茶色 ローム粒・テフラブロック
4 暗茶色 ローム粒・テフラブロック
5 暗黒褐色 ローム粒
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　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３１４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｋ１０－０２・０６
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．２７ｍ・短軸１．１３ｍ・深さ１００㎝。形状は楕円形（袋状）（第４８１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を多く含む。
【出土遺物】　９点・５１５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３点・８３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。いずれも条痕文系のも
のであることから、当該時期を３１４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８１図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
３１５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸１．８５ｍ・深さ４２㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第４８２図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側および西側の一部を欠失する。また、３１６号遺構とも重複
する。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３１６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０７・０８
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸３．７８ｍ・短軸２．８６ｍ・深さ３４㎝。形状は不整形（第４８２図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側の一部を欠失する。
【出土遺物】　被熱した礫１点・１２ｇが出土している。土器は、５０点・９１２ｇ出土している。取り上げ
方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・堀之内１式などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を３１６号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８２図１～９に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、３～６は胴部、７は底部の破片である。８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。９は堀
之内１式深鉢形土器の胴部破片とみられる。
３１７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８１ｍ・短軸１．２７ｍ・深さ３１㎝。主軸方向　９４°。燃焼面１箇所（第４８３図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１７点・４９２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
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第４８２図　３１５・３１６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色
3 黒褐色
4 暗黒褐色
5 暗黒色 若干の褐色土
6 暗茶色
7 黒褐色
8 暗茶色
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第４８４図　３１８号遺構実測図および出土遺物実測図

第４８３図　３１７号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 若干の焼土
3 焼土
4 暗褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 褐色土ブロック
2 黒褐色 テフラブロック
3 暗黒褐色 ロームブロック
4 黒褐色 多量のローム
5 暗褐色
6 黒褐色
7 暗茶色
8 暗黄色
9 暗茶褐色 ロームブロック
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チャートの剥片１点がある。土器は、９点・２０３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いの
もののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３１７号遺構の帰属時期と
みる。ただし、図示できる資料はなかった。
３１８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－１１・１２
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸４．４０ｍ・短軸３．１３ｍ・深さ５６㎝。形状は不整形（第４８４図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とする。ロームブロックを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により南側の一部を欠失する。また後世のカクランにより西側でも
壁面や基底面の一部が失われている。
【出土遺物】　６９点・３，１４５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．５％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点、石核１点、このほか黒曜石の剥片１点が
ある。土器は、１２５点・１，７５５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。う
ちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のも
ので全体のおよそ８６％あり、当該時期を３１８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８４図１～６に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の
口縁部破片である。４は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、５・６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の
胴部破片である。出土石器のうち主なものを、第４８４図７に示した。最大長１８．２㎜を測るチャート製
の石鏃である。
３１９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８４ｍ・短軸１．２６ｍ・深さ２８㎝。燃焼面１箇所（第４８５図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。
【出土遺物】　被熱した２点・２８３ｇの礫が出土している。土器は、７点・１０８ｇ出土している。取り
上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時
期を３１９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第４８５図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破
片である。
３２０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－０４・０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．５０ｍ・短軸１．１５ｍ・深さ５４㎝。主軸方向　１５２°。燃焼面１箇所（第４８５図）。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３２１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－０９・１０・１３・１４
【種別】　炉穴
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第４８５図　３１９・３２０・３２１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色 多量の焼土
3 暗赤褐色 若干の焼土
4 暗黒茶褐色
5 焼土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗茶褐色
3 暗黒褐色 多量のローム
4 焼土
5 暗黄色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色
3 暗黒色
4 暗黒褐色
5 暗褐色
6 焼土
7 焼土
8 暗茶色
9 焼土
10 焼土
11 焼土

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ロームブロック
2 焼土
3 焼土
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第４８６図　３２１号遺構出土遺物実測図⑴
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【規模ほか】　長軸４．５６ｍ・短軸３．３６ｍ・深さ６５㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第４８５図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　７３点・２，４２９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、黒曜石の剥片１点がある。土器は、９３点・２，０９１ｇ出土している。取り上げ方法は、
平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、南端の燃焼面上部にややまと
まって出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を３２１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４８６図１～４に、覆土一括扱いのものを第４８６図
５～８・第４８７図９～１８に示した。１・５～７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２～４・８～１６は胴
部の破片である。３は現存器高１６７㎜・胴部最大径２５９㎜を測る条痕文系深鉢形土器で、楕円刺突文を
付す横位隆帯が一条みられる。外面は横・斜方向、内面は斜方向の条痕が施される。１７・１８は撚糸文
系深鉢形土器の胴部破片である。
３２２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１４ｍ・短軸１．３６ｍ・深さ４８㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４８９図）。
【出土遺物】　５点・３７９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち３２．７％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石１点が出土している。土器は、２０点・２６２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土
一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占める
のは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を３２２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８９図１～４に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、２～３は胴部の破片である。４は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第４８９図
５に示した。砂岩製磨石である。
３２３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－１１・１２・１５・１６
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸５．６９ｍ・短軸４．２５ｍ・深さ７９㎝。形状は不整形（第４８９図）。
【重複関係】　古墳主体部との重複により、また後世のカクランにより壁面や基底面の一部が失われ
ている。
【出土遺物】　６０点・２，８０８ｇの礫が出土している。このすべてに被熱のあとがみられる。土器は、４１
点・７７７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系
のものであることから、当該時期を３２３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８９図６・７に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片
である。
３２４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－０８・１２、Ｈ１２－０５・０９
【種別】　炉穴
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第４８８図　３２５号遺構実測図および出土遺物実測図

第４８７図　３２１号遺構出土遺物実測図⑵
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第４８９図　３２２・３２３号遺構実測図および出土遺物実測図
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【規模ほか】　長軸３．３３ｍ・短軸２．３４ｍ・深さ１０１㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第４９０図）。
【出土遺物】　２５点・９８９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８５．５％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石・敲石１点が出土している。土器は、５９点・１，２８９ｇ出土している。取り上げ方法
は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を
占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を３２４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４９０図１～９に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、６・７は胴部、８は底部の破片である。９は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石
器を第４９０図１０に示した。最大長７９㎜を測る輝石安山岩製の磨石・敲石である。
３２５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－１２、Ｈ１２－０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．５１ｍ・短軸１．５６ｍ・深さ５５㎝。主軸方向　２０７°。燃焼面１箇所（第４８８図）。
【出土遺物】　１０点・６５７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１７点・３９６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文
系のものであることから、当該時期を３２５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４８８図１～５に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、２～４は胴部、５は底部の破片である。
３２６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１１－１４、Ｉ１１－０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１５ｍ・短軸２．２２ｍ・深さ９６㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４９１図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を多く含む。一部に貝層
がみられる。貝層は遺構覆土の中心部よりに、長軸１６２・短軸９７・厚さ４８㎝ほどの規模で形成されて
いた。
【出土遺物】　１０点・１９５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１３点・２６６ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方が
ある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３２６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４９１図１・２に、覆土一括扱いのものを第４９１図
３～５に示した。３・４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１・２・５は胴部の破片である。５は沈線
による格子状文・円形文、横位隆帯がみられる。内面には指頭圧痕が残る。
３２７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－０３・０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２９ｍ・短軸１．３６ｍ・深さ５１㎝。主軸方向　１６３°。燃焼面１箇所（第４９２図）。
【出土遺物】　３１点・１，５００ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、６５点・９０３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚
糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９６％あ
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第４９２図　３２７号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

第４９１図　３２６号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝層
Ⅱ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗褐色
3 褐色 ローム粒
4 褐色 ローム粒・ロームブロック
5 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
6 黒色
7 黒色 ロームブロック
8 暗褐色 ロームブロック
9 褐色 ロームブロック
10 焼土
11 焼土
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第４９３図　３２８号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗黒茶色
3 暗黒褐色
4 黒褐色 ローム粒
5 黒褐色 暗茶色土・若干のローム粒・焼土粒
6 暗褐色 ローム粒・褐色土粒・焼土粒
7 暗黒褐色 暗黒褐色土粒・ローム粒・若干のロームブロック・焼土粒
8 暗茶色 ロームブロック
9 暗褐色 暗褐色土粒・多量のローム粒・焼土粒
10 ロームブロック・焼土粒・褐色土粒
11 焼土
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り、当該時期を３２７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４９２図１～８に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、５～６は胴部の破片である。７・８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
３２８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－０５・０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．７３ｍ・短軸２．８５ｍ・深さ６３㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第４９３図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　３１点・３１４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７４．５％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石・敲石１点が出土している。土器は、６９点・２，７７２ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は北側燃焼面上部からややまと
まって出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を３２８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４９３図１～３に、覆土一括扱いのものを第４９４図
４～１２に示した。１は推定口径３８４㎜・現存器高２６３㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。横位
隆帯が二条めぐる。また口縁部下に縦位の隆帯もみられる。外面には横・斜方向、内面には横・斜・
縦方向の条痕が施され、また口唇部にも縦位・斜位の条痕がおよぶ。２・４～６は条痕文系深鉢形土
器の口縁部、７～９は胴部の破片である。３・１０～１２は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土
石器を第４９４図１３に示した。最大長６０㎜を測る輝石安山岩製の磨石・敲石である。
３２９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－０９・１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６１ｍ・短軸２．３２ｍ・深さ８０㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４９５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北側中心部に、長軸８２・短軸６６・厚さ６㎝ほどの規模で形
成されていた。
【出土遺物】　８８点・３，７３４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、１４６点・３，０８９ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。遺物は北側燃焼面の上部、貝層中からややまとまって出土している。土器のうちわけ
は、撚糸文系・条痕文系・曽谷式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
９８．３％あり、当該時期を３２９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４９６図１～３に、覆土一括扱いのものを第４９６図
４～１５に示した。１・４～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２・３・１０～１２は胴部、１３は平底の底
部破片である。１５は曽谷式深鉢形土器の口縁部破片である。
３３０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－０９・１３
【種別】　炉穴
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第４９５図　３２９号遺構実測図・遺物出土状況図

第４９４図　３２８号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 テフラブロック・ローム粒
2 黒褐色 褐色土粒・ローム粒
3 暗褐色 多量のローム粒
4 黒褐色 ローム粒
5 黒褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土粒
6 暗茶褐色
7 黒褐色 ローム粒・焼土粒
8 ロームブロック・黒色土ブロック・焼土
9 ロームブロック・焼土
10 暗茶色 ロームブロック・ローム粒・焼土粒
11 黒褐色 多量のローム粒・焼土粒
12 焼土
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【規模ほか】　長軸２．７６ｍ・短軸２．５１ｍ・深さ５４㎝。燃焼面５箇所。形状はアメーバ状（第４９７図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗黒茶色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により、東側の一部を欠失する。
【出土遺物】　３０点・９３６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
石鏃１点が出土している。土器は、４８点・５９８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのも
ののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系

第４９６図　３２９号遺構出土遺物実測図
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第４９７図　３３０号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒茶色 ローム粒
2 焼土
3 暗黒褐色 テフラ
4 黒褐色 多量の焼土
5 テフラ
6 暗黒茶色 ローム粒・焼土粒
7 暗茶色
8 焼土
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第４９８図　３３１号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 マテガイ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗茶色
3 暗褐色 多量のローム粒
4 暗黒褐色
5 暗黒褐色
6 黒褐色
7 暗黒褐色 黒色土ブロック
8 暗茶褐色 ロームブロック・焼土
9 黒色 多量のローム粒
10 暗黒褐色
11 ロームブロック・焼土
12 暗茶色
13 暗黄色 ローム粒・ロームブロック・多量の焼土粒
14 黒色 若干の褐色土・ローム粒
15 暗褐色
16 暗茶色 ローム粒・褐色土粒
17 暗黄色土粒・若干の焼土
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第４９９図　３３１号遺構出土遺物実測図⑵
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のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を３３０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４９７図１～３に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、３は胴部破片である。出土石器を第４９７図４に示した。最大長１６．５㎜を測る黒曜石製石鏃で
ある。
３３１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－１２・１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．４４ｍ・短軸２．２７ｍ・深さ７６㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４９８図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。一部に貝層がみ
られる。貝層は遺構覆土の中心部よりに２箇所、長軸９４・短軸６２・厚さ１８㎝ほどの規模で形成されて
いた。
【出土遺物】　２６点・１，４３５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９７．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、両極石核１点、このほか黒曜石・チャートなどの剥片３点がある。土器は、２５０点・
４，３６１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・
撚糸文系（無文）・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよ
そ９８％あり、当該時期を３３１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４９８図１～８・第４９９図９～２０に示した。１～７は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、８～１６は胴部、１７・１８は底部の破片である。１９・２０は撚糸文系深鉢形土器
の胴部破片である。出土石器を第４９９図２１に示した。最大長４４．０㎜を測るチャート製の両極石核であ
る。
３３２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１１－１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６０ｍ・短軸２．３５ｍ・深さ７０㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第５００図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により、南側の一部を欠失する。
【出土遺物】　７０点・２，７２２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９９．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、楔形石器１点、軽石製品１点である。土器は、１６０
点・２，４２７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当
該時期を３３２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５００図１～１４に示した。１～８は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、９～１１は胴部の破片である。１２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１３・１４は胴部の破片であ
る。出土石器を第５００図１５・１６に示した。１５は最大長２６．５㎜を測るチャート製の楔形石器である。１６
は最大長６６㎜・重さ１０．５ｇを測る軽石製品である。
３３３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１０－１５・１６、Ｊ１０－０４
【種別】　炉穴
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第５０１図　３３３号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム粒・若干のロームブロック
2 褐色 ローム粒・若干の焼土塊
3 黒褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土
4 ロームブロック・焼土 埋め戻し
5 暗褐色 焼土塊
6 暗褐色 暗褐色土粒・焼土
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【規模ほか】　長軸５．９６ｍ・短軸２．８１ｍ・深さ１１９㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第５０１図）。
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　５０点・３，１８２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９２．６％に被熱のあとがみ
られる。石器は、磨石１点、このほか黒曜石・チャートなどの剥片３点がある。土器は、５５５点・
１１，７１４ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方があ
る。遺構中心部付近、覆土上層から下層まで幅広い範囲に比較的多くの遺物が出土している。土器の
うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・加曽利Ｂ式などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体の９７．６％あり、当該時期を３３３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５０２図１～４、第５０３図５～１５、第５０４図１６・１７
に、覆土一括扱いのものを第５０４図１８～３８、第５０５図３９～５３に示した。１～１３・１８～２６は条痕文系深鉢
形土器の口縁部、１４～１７・２７～４２は胴部、４３・４４は底部の破片である。１は斜位の押し引き沈線の組
み合わせにより菱形基調の文様を構成する。浅いキザミを付す二条の横位隆帯をもち、口唇部には縦
位の浅いキザミをめぐらせる。２は二条の横位隆帯をもち、山形の波頂部下には縦位の隆帯をもつ。
これ以外は無文で、内外面には斜・横方向の条痕を施す。５は波状口縁をもつ土器で波頂部は楕円状
の把手となる。この下部に大きな刺突を付す幅広の縦位隆帯がつく。４５は撚糸文系深鉢形土器の口縁
部、４６は胴部の破片である。４７～４９は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。５０は諸磯ｂ
式深鉢形土器の胴部、５１～５３は加曽利Ｂ式深鉢形粗製土器の胴部破片とみられる。出土石器を第５０５
図５４に示した。最大長６３㎜を測る砂岩製磨石である。
３３４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－０４、Ｊ１１－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．７５ｍ・短軸１．５２ｍ・深さ８５㎝。燃焼面２箇所（第５０６図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。一部に貝層がみ
られる。貝層は遺構覆土の中心部に、長軸１０４・短軸５２・厚さ１８㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　８点・１，２３０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、石鏃１点、このほか黒曜石・チャートの剥片２点がある。土器は、２４６点・５，２１８ｇ出土してい
る。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構中心
部、覆土の上層から下層まで幅広い範囲に比較的多くの遺物が出土している。土器のうちわけは、撚
糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
９５．７％あり、当該時期を３３４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５０７図１～１２に、覆土一括扱いのものを第５０８図
１３～３８に示した。１～４・１３～２１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、５～９・２２～３０は胴部、３１・３２は
底部の破片である。１０・１１・３３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３４～３７は胴部の破片である。１２・３８
は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５０８図３９に示した。最大長１１．５㎜を測る黒
曜石製の石鏃である。
３３５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０１・０５
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第５０６図　３３４号遺構実測図・遺物出土状況図

第５０５図　３３３号遺構出土遺物実測図⑷

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 マテガイ S2
Ⅱ 混土貝層 マテガイ S3
Ⅲ 混土貝層 S4

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のローム粒
2 暗褐色
3 ローム・焼土化
4 暗褐色
5
6 暗黒色
7 黒褐色
8 4よりやや薄い暗褐色
9 黒褐色
10 暗褐色
11 ロームブロック土
12 暗褐色 暗褐色土粒
13 焼土粒
14 ローム・焼土化
15 焼土

－579－



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11 12

13

14
15

16
17 18

19
20 21 22

23

24 25

26 27

28 29

30
31 32

33 34 35 36
37

38
39

第５０７図　３３４号遺構出土遺物実測図⑴

－580－



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11 12

13

14
15

16
17 18

19
20 21 22

23

24 25

26 27

28 29

30
31 32

33 34 35 36
37

38
39

第５０８図　３３４号遺構出土遺物実測図⑵
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第５０９図　３３５号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 黒色土ブロック・褐色土ブロック
3 暗黒褐色
4 黒褐色 焼土粒
5 焼土粒・ローム粒
6 褐色
7 暗茶褐色
8 褐色土粒・ローム粒・焼土粒
9 焼土粒・褐色土粒
10 ローム・焼土化
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．５０ｍ・短軸２．００ｍ・深さ６５㎝。燃焼面５箇所。形状はアメーバ状（第５０９図）。
【覆土】　暗黒褐色土を主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　古墳周溝により南側の一部を欠失する。
【出土遺物】　４８点・１，７７６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９６．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点、磨石１点、このほかチャートなどの剥片
２点がある。土器は、１１５点・１，５４５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・安行式などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体の９０．５％あり、当該時期を３３５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５０９図１～１０に示した。１～３・６は条痕文系深鉢形土
器の口縁部、４・５・７・８は胴部の破片である。６は外面と内面口唇部に、７・８は外面に縄文が
施される。９は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。１０は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。出土石器を第５０９図１１・１２に示した。１１は最大長１９．４㎜を測るチャート製の石鏃である。１２は最
大長６９㎜を測る砂岩製の磨石である。
３３６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０６・０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．６０ｍ・短軸２．９０ｍ・深さ７３㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第５１０図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　７６点・２，７８７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９９．１％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点、石核１点である。土器は、１２５点・１，８９３
ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文
系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９６％あり、
当該時期を３３６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５１０図１～１０に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、５～７は胴部、８は底部の破片である。９は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。１０は
羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器のうち主なものを、第５１０図１１に示した。最大長
２０．５㎝を測るチャート製石鏃である。
３３７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－１６、Ｊ１１－１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．００ｍ・短軸３．００ｍ・深さ７６㎝。燃焼面３箇所。アメーバ状（第５１１図）。
【重複関係】　北側で３３号住居と重複するため一部を欠失する。新旧関係は３３号住居が新。また、東
側に３３８号遺構が隣接する。
【出土遺物】　６６点・２，７３２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８３．１％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点、石皿１点、このほかチャートの剥片１点
がある。土器は、１６１点・２，８３８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
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第５１０図　３３６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量の焼土粒
2 黒褐色 多量のローム粒
3 明褐色 暗茶色土
4 暗褐色 焼土粒
5 焼土
6 暗褐色
7 黒褐色 多量のローム粒
8 明褐色 暗茶色土
9 暗褐色 多量の焼土
10 黒褐色 焼土
11 暗褐色 多量の焼土
12 茶褐色
13 焼土

－584－



A

A'

b

b'

c

c'

a

a'

1
2

3

4

5

6

7 8

9

10

11

A
25.60m

25.60m

A'

b
25.90m

25.90m

b'

c c'

a
a'

12
3

45 6

7

8

9

10 11
12

13

B B'

A

A'

b b'

h

h'

c

c'

d

d'

e

e'

f

f'

g

g'

a

a'

B B'

A A'

b b'

c c'

d d'

e e'

f f'

g
25.50m

25.50m

25.50m

25.50m

25.50m

25.50m

25.20m

25.20m

25.50m

g'

a
a'

25
.50
m

h
h'

1
2 3

1 2･3

1 2･3

4
5

6
789

10

11

33号住居跡

33号
住居跡

33号住居跡

338号

337号

1
2 3

5

6

7
4

第５１１図　３３７・３３８号遺構実測図

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 ローム粒
2 暗褐色 ローム粒
3 暗褐色 ローム粒
4 暗褐色 ローム粒
5 暗褐色 多量のローム粒
6 暗褐色 ローム粒
7 暗茶色
8 暗褐色 ローム粒 密
9 暗茶褐色 ローム粒
10 暗茶褐色 密
11 硬い

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗黒茶褐色 少量の焼土
3 暗褐色 焼土粒・ローム粒
4 焼土粒・焼土塊
5 暗褐色 ローム粒・若干のロームブロック
6 7よりやや暗い暗褐色
7 暗褐色
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げ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系、条痕文系、一部に縄文を施す条痕・縄文、羽状
縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期
を３３７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５１２図１～３に、覆土一括扱いのものを第５１２図
４～１９に示した。４～１２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・１３～１６は胴部の破片である。１７は
現存器高１０８㎜・底径８０㎜を測る平底の胴部下半から底部の破片である。内外面に斜・横方向の条痕
が施され、底面にもこれがおよぶ。１８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。１９は羽状縄文系深鉢
形土器の胴部破片である。出土石器を第５１３図２０・２１に示した。２０は残存最大長１２．７㎜を測る黒曜石
製の石鏃である。２１は輝石安山岩製の石皿破片である。
３３８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１０・１３・１４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸７．６５ｍ・短軸３．２８ｍ・深さ５０㎝。燃焼面６箇所。形状はアメーバ状（第５１１図）。
【覆土】　暗褐色土・黒色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　北側で３３号住居と重複するため一部を欠失する。新旧関係は３３号住居が新。
【出土遺物】　１２６点・５，５６８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、ＲＦ１点、石皿１点である。土器は、２３１点・３，５１８
ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文
系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を
３３８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５１４図１～１７に示した。１～１２は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、１３～１５は胴部の破片である。１６・１７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第
５１４図１８・１９に示した。１８は最大長２４．６㎜を測るチャート製のＲＦである。片側に自然面を残す縦長
の剥片を使用する。１９は輝石安山岩製の石皿破片である。
３３９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１４、Ｋ１１－０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．８８ｍ・短軸３．６２ｍ・深さ８５㎝。主軸方向６７°。燃焼面５箇所。形状はアメーバ状
（第５１５図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　６点・１，２００ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５３．５％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、打製石斧１点、砥石１点、尖頭器１点、このほか黒
曜石の剥片１点がある。土器は、１６６点・３，４６８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を
記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を３３９号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５１５図１～３に、覆土一括扱いのものを第５１５図
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第５１４図　３３８号遺構出土遺物実測図

第５１３図　３３７号遺構出土遺物実測図⑵
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第５１５図　３３９号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のローム粒
2 黒色 多量のローム粒
3 黒色 多量のローム粒
4 暗茶色 ローム粒
5 暗黒色 多量のローム粒
6 黒色土ブロック・多量のローム粒
7 暗黄色
8 暗褐色 ローム粒・テフラ
9 ローム粒・テフラ
10 ロームブロック・ローム粒
11 暗褐色 多量のローム
12 褐色土粒・ローム粒・ロームブロック
13 焼土・黒色土ブロック・ロームブロック
14 褐色 若干の焼土粒
15 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック
16 焼土
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４～１１・第５１６図１２～２８に示した。４～１２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・１３～２４は胴部の
破片である。２５～２８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５１６図２９～３１に示した。
２９は最大長８５．８㎜を測る珪質頁岩製の打製石斧である。３０は最大長１２１㎜を測る凝灰質砂岩製の砥石
である。３１は最大長７６．０㎜を測る頁岩製尖頭器で、基部の両側に抉りを入れた特徴的な形態をなす。
３４０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１４、Ｋ１１－０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６５ｍ・短軸１．４５ｍ・深さ６２㎝。主軸方向　６７°。燃焼面１箇所（第５１７図）。
【重複関係】　南側で古墳周溝と重複のため一部を欠失する。
【出土遺物】　土器は、２２点・３０１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全
体のおよそ９４％あり、当該時期を３４０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、図示可能なものを第５１７図１に示した。撚糸文系深鉢形土器の胴部破
片である。
３４１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１６ｍ・短軸２．００ｍ・深さ１１１㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第５１８図）。
【重複関係】　南側で３４２号遺構と重複する。
【出土遺物】　５点・２０１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
２４点・６４３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方が
ある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３４１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５１８図１～３に、覆土一括扱いのものを第５１８図
４・５に示した。１・５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２～４は胴部の破片である。
３４２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１４ｍ・短軸０．９７ｍ・深さ６８㎝。主軸方向　６０°。燃焼面１箇所（第５１８図）。
【重複関係】　古墳周溝と重複するため東側部分を欠失する。周溝内からは燃焼面の残骸がこの他に
２箇所みつかっており、あるいは３４２号遺構関連のものかもしれない。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３４３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２９ｍ・短軸１．０７ｍ・深さ２８㎝。燃焼面１箇所（第５１９図）。
【覆土】　この遺構内のものとする貝層サンプルが残されているが、その規模・厚さを示す図面記録
がないため詳細は不明。ボリュームとしては、水洗後重量で４．９㎏程度のものである。
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【重複関係】　南側に３４４号遺構が隣接する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３４４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０７・０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．１４ｍ・短軸２．２７ｍ・深さ５９㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第５１９図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　１７点・２，３８３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、磨石１点、楔状石器１点、原石１点である。土器
は、２０６点・２，８３７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・浮島式などである。このうち主体を占めるのは、条
痕文系のもので全体の９８．８％あり、当該時期を３４４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５１９図１に、覆土一括扱いのものを第５１９図２～
１４、第５２０図１５・１６に示した。２～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１・１０～１５は胴部の破片であ
る。１６は浮島式深鉢形土器の口縁部破片である。出土石器のうち主なものを、第５２０図１７・１８に示し
た。１７はデイサイト製磨石である。１８は最大長４５．９㎜を測る頁岩製の楔状石器である。
３４５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１１・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６０ｍ・短軸２．１６ｍ・深さ７５㎝。燃焼面２箇所（第５２１図）。
【覆土】　黒色土・暗黒褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【重複関係】　西側で３４６号遺構と重複する。
【出土遺物】　４５点・１，６８７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、黒曜石の剥片１点がある。土器は、１３１点・２，１８５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直
位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文
系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９６．２％あり、当該時期を３４５号
遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２２図１・２に、覆土一括扱いのものを第５２２図
３～１６に示した。３～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１・２・１０～１２は胴部、１３は丸底の底部破
片である。１４・１５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。１６は撚糸文系（無文）深鉢形土器の口縁
部破片である。
３４６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３６ｍ・短軸１．９６ｍ・深さ４５㎝。燃焼面２箇所（第５２１図）。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため南側部分を欠失、また東側で３４５号遺構と重複する。
【出土遺物】　４０点・１,４９５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器

－593－



A

A'

b

b'

c

c'

a a'

15

16

17

18

A A'

b
25.70m

b'

c
25.70m

25.70m 25.70m

c'

a a'

1
2

1
1

2
3

4
5

6

2

古墳周溝

346号
345号

A

A'

b b'

c

c'

d

d'

a

a'

1

2
3

4
5

6

7

8

9

10

11

12
13

14

A
25.80m

A'

b b'

c
25.80m

c'

d d'

a
26.10m

25.80m

25.80m

a'

1

1

343号

344号

〈344号〉

2

11
10

98

7

6
5

4 31

第５１９図　３４３・３４４号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黄色
2 黒褐色
3 暗褐色 若干のローム
4 石
5 暗褐色
6 暗茶色
7 焼土
8 暗黒褐色
9 暗黒褐色 焼土
10 焼土
11 ロームブロック・焼土
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第５２１図　３４５・３４６号遺構実測図・遺物出土状況図

第５２０図　３４４号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 ローム粒
2 暗黒褐色 テフラブロック
3 暗黒褐色 テフラブロック
4 暗茶褐色
5 暗黒褐色 ローム粒
6 暗褐色 多量のローム粒
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は、３５点・４７８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条
痕文系のものであることから、当該時期を３４６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５２２図１７～１９に示した。１８は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、１７・１９は胴部の破片である。
３４７号遺構

第５２３図　３４７号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 暗褐色土粒
2 暗黒色
3 若干の褐色土粒 張り床
4 暗褐色 ロームブロック
5 暗黒褐色 褐色土ブロック
6 黒色 ローム粒
7 焼土粒・ローム粒
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【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１５・１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．４８ｍ・短軸２．０４ｍ・深さ３６㎝。燃焼面２箇所（第５２３図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗黒色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心
部より２箇所に、長軸１００・短軸４０・厚さ８㎝ほどの規模で形成されていた。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため北側部分を欠失する。
【出土遺物】　２４点・１，２３９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５４．４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、磨石１点、磨石・敲石１点、このほか黒曜石の剥片
１点がある。土器は、３４点・３８５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を３４７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２３図１に、覆土一括扱いのものを第５２３図２に
示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５２３図３・４に示した。３は
花崗閃緑岩製の磨石である。４は最大長７６㎜を測る砂岩製の磨石・敲石である。
３４８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０８・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３２ｍ・短軸１．６０ｍ・深さ８２㎝。主軸方向　１０°。燃焼面２箇所（第５２４図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により東側部分を欠失する。
【出土遺物】　１９点・７５０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１４０点・２，４４２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもの
で全体のおよそ９９％あり、当該時期を３４８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２４図１に、覆土一括扱いのものを第５２４図２～
８に示した。２・３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４～７は胴部、１は底部の破片である。８は撚
糸文系深鉢形土器の底部破片である。
３４９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８６ｍ・短軸１．８２ｍ・深さ８９㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第５２５図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により東側部分を欠失する。
【出土遺物】　６１点・２，８１７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、スクレーパー１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、９４点・１，９１０ｇ出土
している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけ
は、条痕文系・撚糸文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ
９８％あり、当該時期を３４９号遺構の帰属時期とみる。
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【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２５図１・２に、覆土一括扱いのものを第５２５図
３～１８に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１０～１６は胴部の破片である。１７は撚糸文系
深鉢形土器の口縁部、１８は胴部破片である。出土石器を第５２５図１９に示した。最大長５３㎜を測る無斑

第５２４図　３４８号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 テフラブロック
2 暗黒褐色 ローム粒
3 黒褐色 焼土粒・ローム粒
4 暗茶色 ロームブロック
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晶質安山岩のスクレーパーである。
３５０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－０４、Ｊ１２－０１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．３５ｍ・短軸１．０８ｍ・深さ１６７㎝。形状は長楕円形（第５２６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３５１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２６ｍ・短軸１．１５ｍ・深さ３９㎝。主軸方向　６９°。燃焼面１箇所（第５２６図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　２０点・８４４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．５％に被熱のあとがみられ
る。石器は、石核１点、このほか珪質頁岩の剥片１点がある。土器は、２９点・６４１ｇ出土している。
取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。こ
のうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を３５１号遺構の帰属時
期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５２６図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
３５２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１１－１２、Ｊ１２－０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．０５ｍ・短軸０．９０ｍ・深さ７１㎝。主軸方向　５７°。燃焼面１箇所（第５２６図）。
【覆土】　暗茶色土・暗黒褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　２５点・４２５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
黒曜石の剥片１点がある。土器は、３９点・５２７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を
記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条
痕・縄文などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時
期を３５２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５２６図２～５に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
３５３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０５・０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６０ｍ・短軸１．０５ｍ・深さ７９㎝。主軸方向　１８０°。燃焼面１箇所（第５２７図）。
【覆土】　暗茶色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部および北側の２箇所に、長軸１３０・短軸５０・厚さ２４
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第５２７図　３５３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 S1
Ⅱ 混土貝層 S2

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 テフラブロック
2 暗褐色 テフラブロック
3 黒褐色 ローム粒
4 暗茶色 ロームブロック
5 ローム粒・ロームブロック
6 暗茶色 ローム粒・焼土塊
7 焼土
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㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　２５点・１，７３６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８４．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、３１点・８４７ｇ出土している。
取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構中央部、覆
土の上層と下層からややまとまって出土している。土器はそのすべてが条痕文系のものであることか
ら、当該時期を３５３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２７図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形
土器の口縁部、４は胴部、５は底部の破片である。出土石器を第５２７図６に示した。最大長９１㎜を測
る石英斑岩製の磨石である。片面だけに摩耗痕がみられる。
３５４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１２－１１・１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．６８ｍ・短軸２．５０ｍ・深さ９６㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第５２８図）。
【その他】　極めて規模の小さな貝ブロックが出土している。
【出土遺物】　１０５点・５，３５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９７．９％に被熱のあとがみ
られる。石器は、磨石１点、このほか黒曜石の剥片２点がある。土器は、２９５点・７，７２７ｇ出土してい
る。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、遺構の中
心部からやや南側にかけ、覆土中層から下層より出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕
文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．６％あり、当該時期を３５４
号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２８図１・２、第５２９図３～９に、覆土一括扱い
のものを第５２９図１０～２５、第５３０図２６～３６に示した。１は推定口径１７４㎜・現存器高１８５㎜を測る条痕文
系深鉢形土器である。幅広浅い沈線による横位曲線文とその間を埋める連続刺突文が施される。口縁
部には４単位の環状把手がある。文様帯は上下二段。２は推定口径４３０㎜・現存器高１９１㎜を測る条痕
文系深鉢形土器である。文様帯は浅い刺突を付す横位隆帯で区画され、横位・斜位の押し引き刺突文
がみられる。口縁部には３箇所の小型の山形文があり緩やかな波状となる。その下位に刺突文を付す
隆帯が縦位に施される。口唇部には浅い刺突がめぐる。３６は現存器高１４１㎜・底径７４㎜を測る条痕文
系深鉢形土器の平底の底部である。出土石器を第５３０図３７に示した。花崗閃緑岩製の磨石である。
３５５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１２－１６、Ｈ１３－１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６６ｍ・短軸１．２９ｍ・深さ５９㎝。主軸方向　４３°。燃焼面１箇所（第５３１図）。
【覆土】　黒褐色土・茶褐色土などを主体とする。ロームブロック・焼土粒などを含む。一部に貝層
がみられる。貝層は遺構覆土の中心部に、長軸１７８・短軸１００・厚さ４６㎝ほどの規模で形成されていた。
【重複関係】　南側で古墳周溝と重複する。
【出土遺物】　３８点・１，６９２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、黒曜石の剥片１点がある。土器は、４８点・７１２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位
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第５３１図　３５５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考

Ⅰ 混土貝層 ハマグリ アカニシ・ツメタガイ・
マガキ・カガミガイ

Ⅱ 純貝層 ハマグリ オキシジミ・マガキ
Ⅲ 混ローム土貝層 ハマグリ マガキ・オキシジミ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 若干のローム 良い
2 茶褐色 黒土とロームの混合？ 良い やや有り
3 黒褐色 良い 有り
4 黒褐色 ロームブロック・焼土粒
5 黒褐色 多くの焼土粒
6 焼土
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置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時
期を３５５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５３１図１・２に、一括扱いのものを第５３１図３に
示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２・３は胴部の破片である。１・２は内外面にナデ痕が
顕著である。
３５６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１２－１６
【種別】　土坑

第５３２図　３５６号遺構実測図および出土遺物実測図

－609－



a'

b'

d'

c'

c
18

6

7

2

33

4・54・5

e'

e

g'g

f'

f

a

db

c'

g'g

c

1

2

3

4･5
6

7

8

方形周溝墓

b' a'

d'
b

d

a

26
.00
m

25.70m

25
.70
m

26
.00
m

26.00m

25.70m

f

e

1

2

f'

e'

25.40m

【規模ほか】　長軸１．７０ｍ・短軸１．２４ｍ・深さ３２㎝。形状は楕円形？（第５３２図）。
【重複関係】　方形周溝墓周溝との重複により、東側部分を欠失する。
【出土遺物】　１９点・１，２５９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、８７点・１，３７８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％
あり、当該時期を３５６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５３２図１～１１に示した。１～７は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、８・９は胴部、１０は平底の底部破片である。１１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の破片であ
る。地文の付加条文上にコンパス文が施される。
３５７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－０３・０４・０７・０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸６．３０ｍ・短軸４．００ｍ・深さ１２２㎝。燃焼面８箇所。形状はアメーバ状（第５３３図）。
【出土遺物】　１６点・１，８０７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５１．７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、４点出土している。うちわけは、石鏃１点・打製石斧１点・敲石１点・磨石１点・こ
のほか黒曜石の剥片２点がある。土器は、５０９点・１２，８８０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・
垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・
称名寺式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．３％あり、当該時期を
３５７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５３３図１・２、第５３４図３～８に、覆土一括扱い
のものを第５３５図９～３３、第５３６図３４～５４、第５３７図５５～６６に示した。１は推定口径１４６㎜・現存器高
１０３㎜を測る条痕文系深鉢形土器である。横位隆帯が一段みられるが文様はない。外面に横・斜方向
に条痕が施される。口唇部前面に浅い刺突がめぐる。２は現存器高１３９㎜・胴部最大径４００㎜を測る条
痕文系深鉢形土器である。微隆帯による三角形・菱形区画内に刺突文を充填、交点に円形文を施す。
文様帯は刺突を付す二段の横位隆帯で区分される。３は現存器高２５３㎜・胴部最大径３６０㎜を測る条痕
文系深鉢形土器である。一段の横位隆帯がみられる。９～３３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４～
８・３４～６０は胴部、６１は平底の底部破片である。６２～６４は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、６５は無文
土器の口縁部破片である。６６は称名寺式深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５３７図６７～７０に
示した。６７は最大長１８．２㎜を測る黒曜石製の石鏃である。６８は輝石安山岩製打製石斧である。６９はデ
イサイト製敲石である。７０は砂岩製磨石である。
３５８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－０８、Ｉ１３－０５
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７８ｍ・短軸１．５９ｍ・深さ４２㎝。形状は楕円形（第５３８図）。
【出土遺物】　土器は、２４点・４６８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３５８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５３８図１～４に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
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部、２～４は胴部破片である。
３５９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－１２、Ｉ１３－０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３８ｍ・短軸１．９０ｍ・深さ４８㎝。燃焼面１箇所（第５３９図）。
【その他】　極めて規模の小さな貝ブロックが出土している。
【出土遺物】　４８点・２，４１７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７３％に被熱のあとがみられ
る。石器は、敲石１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、１６３点・６，２１７ｇ出土している。
取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の西側、基
底面よりやや上から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９７．６％あり、当該時期を３５９号遺構の帰属時期
とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５３９図１～７・第５４０図８～１６に、一括扱いのも
のを第５４１図１７～２５に示した。１～４・１８は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。５は口径２７５
㎜・現存器高２３０㎜を測る条痕文系深鉢形土器で、口縁直下に二列の横位連続刺突文、その下にＸ字
状に二列の連続刺突文、交差点に円形文が施される。文様帯は楕円刺突文を付す横位隆帯により区画
される。また口唇部には深い刺突がめぐる。１７は推定口径２０６㎜・現存器高２２４㎜を測る条痕文系深鉢
形土器で、楕円刺突を付す横位隆帯がめぐるが、内外面の条痕以外に文様はない。６～１３・１９～２１は
条痕文系深鉢形土器の胴部破片で、１４は推定底径９６㎜、２２は推定底径８０㎜、２３は底径６７㎜を測る底部
破片である。２４も底部の破片である。１５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１６は胴部破片である。２５は
羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５４１図２６に示した。最大長８９㎜を測
るチャート製の敲石である。
３６０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１３－１４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸２．１０ｍ・深さ５４㎝。燃焼面１箇所（第５４２図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心
部分に、長軸５４・短軸１４・厚さ１８㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　１３点・１，３３６ｇの礫が出土している。このうち９０．４％に被熱のあとがみられる。石器
は、石鏃１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、１１６点・３，４０８ｇ出土している。取り上げ
方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文
系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．６％あり、当該時期を３６０号
遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５４２図１～３、第５４３図４～８に、覆土一括扱い
のものを第５４３図９～２０に示した。１・２・９～１４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～８・１５～１９
は胴部の破片である。３は現存器高２０６㎜・胴部最大径２８９㎜を測る土器の胴部破片である。細い沈線
区画内を刺突文で充填、文様帯は縦位のキザミを付す二条の横位隆帯で区分される。内外面ともに
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第５３９図　３５９号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

第５３８図　３５８号遺構実測図および出土遺物実測図
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セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色 テフラブロック
2 暗黒褐色
3 暗黒褐色
4 暗褐色 暗褐色土ブロック・ローム粒・少量の焼土粒
5 暗黒茶色
6 暗茶色
7 暗茶色
8 暗黒褐色
9 焼土
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横・斜方向の条痕を施す。２０は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５４３図２１に示し
た。最大長２６.0㎜を測るチャート製の石鏃である。
３６１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１３－１６、Ｈ１４－１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．７２ｍ・短軸３．２８ｍ・深さ１０５㎝。燃焼面５箇所。形状はアメーバ状（第５４４図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む層が多い。
【出土遺物】　１０７点・５，２８３ｇの礫が出土している。このうち９８％に被熱のあとがみられる。石器
は、無斑晶質安山岩の剥片１点がある。土器は、２２９点・５，２５９ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構中央部から東寄り、覆土上層か
ら中層にややまとまって出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などで
ある。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の６９．６％あり、当該時期を３６１号遺構の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５４４図１～４・第５４５図５～１０に、覆土一括扱い
のものを第５４６図１１～３０に示した。１は推定口径２７２㎜・現存器高９９㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土
器である。沈線による三角形基調の区画文を刺突文で充填、屈曲部以下は沈線による格子状文を施
す。また口唇部に刺突がめぐる。２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～８・１１～１６は胴部、１７・１８
は底部の破片である。９は推定口径３４６㎜・現存器高２３３㎜を測る羽状縄文系・関山式平縁の深鉢形土
器である。口唇部に三連？の山形貼付文、口縁部に二連の梯子縄文を鋸歯状に配す。要所に円形貼付
文を付す。以下、ループ文・羽状縄文・コンパス文が施される。１９～２６は羽状縄文系・関山式深鉢形
土器の口縁部、１０・２７～３０は胴部破片である。９・１０など関山式の土器が覆土の上層からややまと
まって出土していることから、早期の炉穴覆土が埋まっていく段階で入り込んだものとみられる。
３６２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１３－０４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．５０ｍ・短軸１．５５ｍ・深さ１０６㎝。形状は楕円形（第５４７図）。
【覆土】　黒色土・暗茶色土などを主体とする。
【重複関係】　方形周溝墓周溝部との重複により西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　１０点・３１４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
５６点・１，７２４ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
がある。遺物は、遺構中央やや西より、覆土上層から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９２．３％あ
り、当該時期を３６２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５４８図１～６に、一括扱いのものを第５４８図７～
１３に示した。１・２・７・８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～６・９・１０は胴部の破片である。
３は現存器高１８０㎜・胴部最大径３３６㎜を測るもので、二段の横位隆帯がある。１１・１２は撚糸文系深鉢
形土器の胴部破片、１３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。
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第５４４図　３６１号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗茶色
3 暗褐色 多量のテフラブロック・ローム粒・焼土粒
4 暗黒褐色 ローム粒・焼土粒・テフラブロック
5 暗褐色 ロームブロック
6 焼土塊
7 褐色 ローム粒・ロームブロック・若干の焼土塊
8 褐色 ローム粒・テフラブロック
9 褐色 ローム粒
10 ロームブロック
11 明褐色 ローム粒・焼土塊
12 暗褐色 ローム粒・少量の焼土塊
13 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
14 暗茶色 ローム・テフラブロック
15 暗褐色 焼土粒・ローム粒 炉穴覆土
16 暗褐色 多量のローム粒
17 暗褐色 ロームブロック
18 焼土
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第５４７図　３６２号遺構実測図・遺物出土状況図

第５４６図　３６１号遺構出土遺物実測図⑶

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 テフラブロック
2 テフラ
3 暗茶色
4 黒色 テフラ
5 1層よりやや暗い色
6 黒色 多量のテフラ
7 暗茶色 ローム粒・テフラ・焼土粒
8 暗茶色
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３６３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１４－０４
【種別】　集石遺構
【規模ほか】　長軸１．７６ｍ・短軸１．４２ｍ・深さ６０㎝。形状は不整形（第５４９図）。
【出土遺物】　２５７点・８，２９３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、９点・９２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
がある。礫は遺構基底面よりやや浮いた位置、覆土中層から下層にまとまってみられる。土器のうち
わけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系で全体のおよそ
６４％あり、当該時期を３６３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５４９図１に、一括扱いのものを第５４９図２・３に
示した。２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。１・３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部
破片である。
３６４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１３－０７・０８・１１・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．５０ｍ・短軸５．３０ｍ・深さ１０８㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第５５０図）。

第５４９図　３６３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

－627－



b

b'

c

c'

d

1
4

77

3・9

2・5・6

e

a

A

a'

e'

e'c'

h'

b'

d'

b
25.40m

25.70m
d

1

A'

g'

i'i

g

A

3
6

7 5

12

15
14

13

8 9

1
4

17

19

18
162

10

11

h

a'
a

c e

f' f'
f
26
.00
m

25.70m26.00m

25.40m 26.50m

26.00m

26.00m

26.00m

d' i'

h'

A'

g'

f
i

h

8

4
13･9

2･5・6
8

g

方形
周溝
墓

方形
周溝
墓

方形周溝墓（溝）

2

3

4

7

8

9

5 6

第５５０図　３６４号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 テフラブロック
2 黒褐色 テフラブロック
3 黒褐色 多量の焼土粒・ローム粒・若干のロームブロック
4 暗黒褐色
5 黒褐色 テフラブロック・ローム粒・ロームブロック
6 黒褐色 ローム粒
7 ロームブロック
8 5層よりやや暗い黒褐色 黒色土ブロック・テフラブロック・ローム粒
9 焼土・ロームブロック
10 暗褐色
11 暗茶色 ローム粒・焼土粒・黒褐色土
12 暗黒褐色
13 焼土塊・ロームブロック・ローム粒
14 暗黄褐色 ローム粒・ロームブロック・若干の焼土粒
15 黒褐色 焼土粒・ローム粒・ロームブロック
16 テフラ
17 暗茶褐色 ローム・黒色土 壁面近い
18 暗茶褐色 ロームブロック・黒褐色土
19 黄褐色 焼けたローム
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第５５１図　３６４号遺構出土遺物実測図⑵
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【重複関係】　方形周溝墓周溝部との重複により北側の一部を欠失する。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒を含む。
【出土遺物】　４９９点・２９，６２５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９２．９％に被熱のあとがみ
られる。石器は、４点出土している。うちわけは、石鏃１点、石皿１点、磨石２点、このほか黒曜石
などの剥片２点がある。土器は、６９６点・１４，６５０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置
を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・
羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９３．５％あり、当該時期
を３６４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５５０図１・第５５１図２～９に、覆土一括扱いのも
のを第５５２図１０～３８・第５５３図３９～６３・第５５４図６４～８０に示した。１は推定口径１４６㎜・現存器高１３１㎜
を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。斜位の連続刺突文が施され、文様帯はキザミを付す横位隆
帯によって区画される。口唇部前面には刺突がめぐる。２は現存器高１３７㎜・胴部最大径１９３㎜を測る
条痕文系深鉢形土器で、横位隆帯がめぐる。３は推定口径２７０㎜・現存器高１９９㎜・胴部最大径３００㎜
を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。曲線を描く横位の押し引き沈線が施される。口唇部に浅い
刺突がめぐる。４・１０～３６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、５・６・３７～６３は胴部、７～９は底部の
破片である。６４～６８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、６９～７５は胴部の破片である。７６～８０
は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第５５４図８１～８４に示した。８１は最大長１９．１㎜を
測る緻密質安山岩製の石鏃である。８２は輝石安山岩製の石皿である。８３は輝石安山岩製の磨石であ
る。８４は流紋岩質凝灰岩製の磨石である。
３６５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０１・０２・０５・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０５ｍ・短軸１．７９ｍ・深さ７８㎝。燃焼面２箇所（第５５５図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側の一部を欠失する。
【出土遺物】　４点・５６４ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。土器は、６０点・１，１００ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うち
わけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよ
そ９９％あり、当該時期を３６５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５５５図１～９に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部の大型破片である。緩やかな波状口縁をもつ。低い横位隆帯が一条めぐるほかは文様はない。内外
面ともに横・斜方向の条痕を施す。２・３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４～７は胴部、８は底部
の破片である。９は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
３６６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．００ｍ・短軸２．８８ｍ・深さ８２㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第５５６図）。
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第５５５図　３６５号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗黒褐色
3 暗茶色 ローム・テフラ
4 黒褐色 ローム粒・褐色土粒
5 黒褐色 ローム粒
6 黒褐色 焼土粒
7 ロームブロック・黒褐色土ブロック
8 暗黒褐色
9 暗黒褐色土ブロック・多量のローム粒
10 暗褐色 ローム粒
11 暗褐色 多量のローム粒・焼土粒
12 焼土
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【重複関係】　南側で３６７号遺構と重複する。
【出土遺物】　１５点・７２６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３９点・７０８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方が
ある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を３６６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５５６図１に、一括扱いのものを第５５６図２～４に
示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４は胴部破片である。
３６７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－１５・１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．９５ｍ・短軸１．１５ｍ・深さ９２㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第５５６図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　北側で３６６号遺構と、西側で３６８号遺構と重複する。
【出土遺物】　５点・５２３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１５２点・２，３６９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸
文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体の９１．２％あり、当該時期を３６７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５５７図５～２２に示した。５～１０は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、１１～２０は胴部の破片である。２１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、２２は胴部の破片である。
３６８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７３ｍ・短軸１．７２ｍ・深さ４５㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第５５６図）。
【出土遺物】　２点・１４０ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。
　土器の出土がないので、遺構の詳細時期は不明。
３６９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．２０ｍ・短軸２．３４ｍ・深さ６８㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第５５８図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　３点・７１５ｇの礫および礫石器が出土している。このうちの１点に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石２点が出土している。土器は、４２点・９０３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土
一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主
体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９０％あり、当該時期を３６９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第５５８図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形
土器の胴部破片である。４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、５は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片で
ある。出土石器を第５５８図６・７に示した。６は最大長８７㎜を測るデイサイト製の磨石である。７は
最大長８５㎜を測るデイサイト製の磨石である。
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第５５６図　３６６・３６７・３６８号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土塊
2 黒色 多量のローム粒
3 暗茶色 ローム
4 褐色 多量の焼土粒・ローム粒・ロームブロック
5 焼土塊
6 暗黄色 ローム
7 焼土
8 黒褐色 ローム粒
9 褐色 ローム粒
10 暗褐色 焼土
11 ロームブロック
12 暗褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土塊
13 褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土
14 焼土
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第５５７図　３６６・３６７・３６８号遺構出土遺物実測図⑵
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第５５８図　３６９号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 褐色
3 暗褐色 多量のローム粒
4 暗褐色 ローム粒・若干のロームブロック
5 暗褐色 テフラ粒・若干の焼土粒
6 ローム粒・焼土壌土粒・褐色土粒
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３７０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１２－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．５０ｍ・短軸３．０９ｍ・深さ６８㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第５５９図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　８点・１，００１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、彫器１点、このほか黒曜石の剥片２点がある。土器は、９６点・１，３７９ｇ出土している。取り上げ
方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９８．４％あり、当該時期を３７０号遺構の帰属時期
とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第５５９図１～１２に示した。１・２は条痕文系深鉢形
土器の口縁部、３～１０は胴部の破片である。１１は撚糸文系深鉢形土器の胴部、１２は羽状縄文系深鉢形
土器の胴部破片である。出土石器を第５５９図１３に示した。最大長２２．１㎜を測る黒曜石製の彫器である。
３７１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１２－１６、Ｉ１３－１３、Ｊ１３－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１０．８９ｍ・短軸５．２９ｍ・深さ８７㎝。燃焼面９箇所。形状はアメーバ状（第５６０図）。
【出土遺物】　２点・９７ｇの礫および礫石器が出土している。このうちの１点に被熱のあとがみられ
る。石器は、打製石斧１点が出土している。
【遺物説明】　出土石器を第５６０図１に示した。最大長６２．２㎜を測るホルンフェルス製の打製石斧であ
る。
３７２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ１３－０６・０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．６８ｍ・短軸１．２８ｍ・深さ５９㎝。主軸方向　８７°。燃焼面１箇所。形状はアメーバ
状（第５６１図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　７点・３５７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
８点・８３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９３％あり、当
該時期を３７２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５６１図１～３に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。
３７３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ１５－１４・１５
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３７ｍ・短軸０．９３ｍ・深さ１６㎝。形状は隅丸長方形（第５６１図）。
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第５５９図　３７０号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗茶色 多量のローム粒・若干の焼土粒
3 暗黒褐色 黒色土
4 ローム粒・多量の焼土粒
5 黒褐色 多量のローム粒
6
7 暗褐色 ローム粒
8 暗茶色 ローム粒
9 暗褐色
10
11
12 焼土・ローム粒・ロームブロック
13 やや暗い褐色 ローム粒
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【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３７４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１５－０１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．３４ｍ・短軸０．７８ｍ・深さ３６㎝。形状は長楕円形（第５６１図）。

第５６０図　３７１号遺構実測図および出土遺物実測図
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【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３７５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１５－０９・１０・１３・１４
【種別】　陥し穴？
【規模ほか】　長軸２．３６ｍ・短軸０．６６ｍ・深さ６２㎝。形状は長楕円形（第５６１図）。
【覆土】　暗黒色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３７６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１６－０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．２３ｍ・短軸０．９３ｍ・深さ２１㎝。主軸方向　１３４°。燃焼面１箇所（第５６１図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　覆土一括扱いで取り上げた１点・１１ｇの土器が出土している。これが条痕文系のもの
であることから、当該時期を３７６号遺構の帰属時期とみたい。
【遺物説明】　第５６１図４は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
３７７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１７－Ｆ・Ｇ・Ｊ・Ｋ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７１ｍ・短軸１．４４ｍ・深さ５４㎝。形状は楕円形（第５６２図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３７８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｇ２１－Ａ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸０．８６ｍ・短軸０．６３ｍ・深さ８㎝。形状は楕円形。主軸方向　１８８°。燃焼面１箇所
（第５６２図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。焼土粒・ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３７９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｇ２１－Ｂ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７２ｍ・短軸０．８７ｍ・深さ３７㎝。形状は楕円形（第５６２図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｇ２１－Ｉ・Ｊ
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第５６１図　３７２・３７３・３７４・３７５・３７６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム粒
2 褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒（斑状） 有り
2 黒色 若干のローム粒 極めて有機性高い
3 褐色 多量のローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム粒
2 暗褐色 若干の焼土粒 最も有機質性が高い
3 暗褐色 多量の汚れたローム粒
4 暗褐色 多量の焼土粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 暗黒色
3 暗黒色
4 黒褐色 若干のローム粒
5 黒褐色 若干のローム粒・褐色土粒
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第５６２図　３７７・３７８・３７９・３８０・３８１号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 焼土・ローム粒
黄褐色混じり暗褐色土

2 暗褐色(黒褐色に近い) ローム粒・黄褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒 有機質性強い
2 暗褐色 ローム粒 有機質性強い(1層より強い)
3 暗褐色 ローム粒 有機質性強い(2層より強い)
4 褐色 多量のローム粒
5 褐色 ロームブロック
6 褐色 多量のロームブロック

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土
2 暗灰褐色 黄褐色土
3 暗褐色 黒褐色土・黄褐色土
4 暗褐色＋黄褐色 黒褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 黄褐色土
2 暗褐色 黄褐色土
3 黄褐色 暗褐色土
4 黄褐色 黒褐色土・少量の暗褐色土・ロームブロック
5 黄褐色 黒褐色土
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【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６６ｍ・短軸１．５７ｍ・深さ５２㎝。形状は円形（第５６２図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｇ２０－Ｎ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．７６ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ２２５㎝。形状は長楕円形（第５６２図）。
【覆土】　黄褐色土・暗褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｈ２１－Ｆ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８６ｍ・短軸１．０４ｍ・深さ４３㎝。形状は楕円形。主軸方向　３１８°。燃焼面１箇所
（第５６３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。焼土粒・ローム粒などを含む。
【出土遺物】　土器は、２３点・２５２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系・不明などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系も
ので全体のおよそ９１％あり、当該時期を３８２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５６３図１～８に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
胴部、６は底部の破片である。７は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。コンパス文が
施される。
３８３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｈ２１－Ｆ・Ｊ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７３ｍ・短軸０．８０ｍ・深さ２７㎝。形状は楕円形。主軸方向　２４５°。燃焼面１箇所
（第５６４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【出土遺物】　被熱する１点・２ｇの礫が出土している。土器は、４６点・７２０ｇ出土している。取り上
げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このう
ち主体を占めるのは、羽状縄文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を３８３号遺構の帰属時期
とみる。遺構形状等は、本遺跡で主体となる早期条痕文系の時期の炉穴と変わりないが、出土遺物に
これらがほとんどみられないことから、前期に帰属するものと判断せざるをえない。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５６４図１～１２に示した。１～３は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の口縁部、４～１１は胴部の破片である。ループ文・コンパス文などを主要な文様とする。１２
は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
３８４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｈ２１－Ｉ
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第５６４図　３８３号遺構実測図および出土遺物実測図

第５６３図　３８２号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 黒褐色土
2 暗褐色 黄褐色土
3 黒褐色(暗褐色気味・褐色気味) 少量の炭・焼土ローム粒・暗褐色土
4 暗褐色 黄褐色土
5 暗褐色 黄褐色土・焼土
6 暗褐色 黒褐色土
7 焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム粒
2 暗褐色・黒褐色 少量のローム粒・黄褐色土
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７５ｍ・短軸１．１２ｍ・深さ４９㎝。形状は楕円形。主軸方向　１８０°。燃焼面１箇所
（第５６５図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側を欠失する。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　１８点・４３９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
５２点・５１５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方が
ある。遺物は遺構の中央部付近、基底面からやや浮いた位置からまとまって出土している。土器のう
ちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
９８．６％あり、当該時期を３８４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５６５図１・２・４～６に、覆土一括扱いのものを
第５６５図３・７・８に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４～８は胴部の破片である。
３８５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｈ２０－Ｎ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．６１ｍ・短軸０．５８ｍ・深さ１６㎝。形状は楕円形。主軸方向　４°。燃焼面１箇所（第
５６６図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により中央部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ１５－Ｈ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．５５ｍ・短軸１．３９ｍ・深さ２．５６㎝。形状は円形（第５６７図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【出土遺物】　１９点・２，２７２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６７％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石・敲石１点、磨石１点が出土している。土器は、２４点・３１３ｇ出土している。取り
上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・浮島
式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系のもので全体の７８．６％あり、当該時期を３８６
号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５６７図１～１３に示した。１～３は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の口縁部、４～８は胴部の破片である。ループ文・コンパス文などを主要な文様とする。９
は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、１０・１１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第
５６７図１４・１５に示した。１４はチャート製の磨石・敲石、１５は礫質砂岩製の磨石である。
３８７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｈ１６－Ｐ、Ｉ１６－Ｄ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．６３ｍ・短軸０．６０ｍ・深さ３６㎝。形状は楕円形？（第５６６図）。

－647－



A

A'

a a'

a
1

3

2 5

6

1
2
5

3

25.50m
a'

古墳周溝 古墳
周溝

6

1
2

3 4

8
7

6
5

385号

388号

387号

a

a

a'

a'

a
25.60m

a

a'

a'

古墳
周溝

古墳
　主体部

A A'

A

1

4
2

3

26.20m

26.20m

A'

A 25.50m A'

カ
ク
ラ
ン

1
23

4
5

A A'

a

a'

A 1

2
3

A'

a
25.70m

25.60m

a'

A

A'

b

a

a'
A

1a
1b

2a
2b 2b

2c
3
4

5

1cカクラン

A'

b 25.60m

25
.60
m

25.60m

a
a'

b'

b'

1 2
3 4

5
6

11
10987

12

13

14
15

第５６６図　３８５・３８７・３８８号遺構実測図

第５６５図　３８４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色（褐色味強い） 少量のローム粒
2 黒褐色 極く少量のローム粒
3 暗褐色＋黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒
4 黄褐色 暗褐色土・黒褐色土
5 黄褐色＋暗褐色 焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のローム粒
2 黒色 若干のローム粒
3 暗褐色 多量のロームブロック（1～3㎝） 粗い
4 黄褐色 ローム主体

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黄褐色
2 黒褐色 暗褐色土・少量のローム粒
3 黒褐色＋暗褐色 黄褐色土
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第５６７図　３８６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1a 溝覆土
有機質性が強い

1b 1a層より黒い 溝覆土
有機質性が強い

1c ローム粒 溝覆土
有機質性が強い

2a 黒褐色 暗褐色土（斑状） 極めて有機質性が強い

2b 暗褐色 若干のローム粒
少量のロームブロック やや有機質性が強い

2c 暗褐色(2bよりやや明るい) ローム(2b層より多い) やや有機質性が強い

3 褐色 多量のローム粒
ロームブロック やや欠ける

4 暗褐色 少量のローム粒
ロームブロック 弱い

5 黒褐色 少量のロームブロック(5㎝) やや欠ける 有機質性が強い
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【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により南側部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ１９－Ｈ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４０ｍ・短軸０．７５ｍ・深さ３７㎝。形状は楕円形（第５６６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３８９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ１９－Ｌ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７０ｍ・短軸０．９０ｍ・深さ３９㎝。主軸方向　１３４°。燃焼面１箇所。形状は楕円形
（第５６８図）。
【覆土】　暗褐色混じりの黒褐色土を主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　８点・１８２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
６点・９２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが撚糸文系
のものであることから、当該時期を３８９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５６８図１～４に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の口縁
部、２～４は胴部の破片である。
３９０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ２０－Ｂ・Ｆ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７５ｍ・短軸０．７０ｍ・深さ２６㎝。主軸方向　１４２°。燃焼面１箇所。形状は楕円形
（第５６９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ２０－Ｂ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．５１ｍ・短軸０．８６ｍ・深さ４１㎝。主軸方向　１１８°。燃焼面１箇所。形状は楕円形
（第５６９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。焼土粒・ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｉ２０－Ｇ
【種別】　土坑
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【規模ほか】　長軸１．０９ｍ・短軸０．７２ｍ・深さ１６㎝。形状は楕円形（第５６９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側の一部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｊ２０－Ｃ・Ｇ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．５２ｍ・短軸０．９７ｍ・深さ４３㎝。形状は楕円形（第５６９図）。
【覆土】　暗褐色土・暗灰褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｊ２０－Ｃ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．１０ｍ・短軸０．７２ｍ・深さ２７㎝。形状は楕円形（第５６９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｊ２０－Ｉ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．０９ｍ・短軸０．８９ｍ・深さ３５㎝。形状は円形（第５７０図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１７－Ｄ・Ｈ
【種別】　陥し穴？
【規模ほか】　長軸１．７３ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ２４１㎝。形状は楕円形（第５７０図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
３９７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｃ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７４ｍ・短軸０．９１ｍ・深さ２７㎝。形状は楕円形（第５７０図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
【出土遺物】　土器は、２点・３２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、条痕文系・不明などである。遺物はわずかであるが、このうち時期のわかる条痕文
系のものをもって、当該時期を３９７号遺構の帰属時期とみたい。
【遺物説明】　第５７０図１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片、２は無文の土器である。
３９８号遺構
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第５６９図　３９０・３９１・３９２・３９３・３９４号遺構実測図

第５６８図　３８９号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色混り黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒
2 黒褐色＋暗褐色
3 暗褐色＋黄褐色
4 黒褐色＋黄褐色混り暗褐色 焼土粒・ローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色（褐色味強い） 少量のローム粒
2 暗褐色＋黒褐色 ローム粒・黄褐色土
3 暗褐色＋黒褐色 焼土
4 焼土層（ロームの焼けた物）

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色(褐色味強い) 焼土・極く少量のローム粒
2 暗褐色＋黒褐色 少量の焼土粒
3 暗褐色(黒褐色混り) ローム粒・少量の焼土粒
4 暗褐色(黒褐色混り) 多量の焼土
5 暗褐色(黄褐・黒褐色混り)
6 焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色＋暗灰褐色 黄褐色土
2 暗褐色 灰褐色土・黄褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム粒・暗褐色土
2 黒褐色＋暗褐色 黄褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土
2 暗褐色＋黄褐色 黒褐色土
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第５７０図　３９５・３９６・３９７・３９８・３９９号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒色 若干のローム粒 有機質性強い
1b 黒色 有機質土
1c 極暗褐色(やや明るい） 若干のローム 有機質性強い
1d 極暗褐色 ローム（斑状） 有機質土
2 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒（斑状）
2 暗褐色 暗褐色土（斑状）
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【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｃ・Ｇ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．８４ｍ・短軸１．０５ｍ・深さ６８㎝。形状は楕円形（第５７０図）。
【出土遺物】　１点・２７ｇの土器が、遺構中央部基底面付近から出土している。
【遺物説明】　第５７０図３は繊維を含まない外面器壁の剥落が顕著な無文の土器である。時期は不明。
３９９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｃ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．８９ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ４６㎝。形状は楕円形（第５７０図）。
【重複関係】　西側で３９８号遺構と重複する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４００号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｃ・Ｄ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．３３ｍ・短軸１．６２ｍ・深さ５５㎝。形状は楕円形（第５７１図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【出土遺物】　４点・１０７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
７点・１２３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・撚糸文系（無文）・羽状縄文系などである。出土土器が少なく決めてに欠くが、周囲の遺構の状
況等も考慮し、４００号遺構の帰属を羽状縄文系の時期とみたい。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５７１図１～３に示した。１は羽状縄文系深鉢形土器の胴
部破片である。２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３は底部の破片である。
４０１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｄ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．９９ｍ・短軸１．５９ｍ・深さ６９㎝。形状は楕円形（第５７２図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒の混入が多い。
【出土遺物】　１７点・３７６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１９点・２９９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系のもので全体のおよそ６４％あ
り、当該時期を４０１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５７２図１～１１に示した。１・２は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の口縁部、３・４は胴部の破片である。５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、６～８は胴部、
９～１１は無文の胴部破片である。
４０２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｇ・Ｈ
【種別】　土坑
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第５７２図　４０１号遺構実測図および出土遺物実測図

第５７１図　４００号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 縄文土器片
2 黒色有機質
3 2層より明るい ローム粒 黒色有機質
4 暗褐色 少量のローム粒
5 暗褐色 少量のローム粒
6 2・3層より黒い 黒色有機質
7 暗褐色 少量のローム粒
8 暗褐色 少量のローム・ロームブロック
9 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
10 暗褐色 多量のローム
11 暗褐色 ややローム粒多い

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のローム粒
2 黒褐色 やや有り
3 暗褐色 多量のローム 有機質性やや強い
4 暗褐色 壁崩落土
5 黒褐色 ローム（斑状）
6 暗褐色 少量のローム粒・ロームブロック やや有り
7 暗褐色 多量のローム なし 壁崩落土
8 暗褐色 多量のローム 硬くしまる

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のローム粒
2 黒褐色 若干のローム粒 有り 有機質性強い
3 暗褐色 ローム（斑状） 有機質土の影響強い
4 汚れた褐色 多量のローム粒 壁崩落土
5 暗褐色 ローム（斑状） 有機質土の影響強い
6 暗褐色 多量のローム粒（斑状） ほり有り
7 黒褐色 ローム 黒色有機質土
8 黒褐色 7層より多いローム 黒色有機質土
9 暗褐色 多量のローム粒 有機質土
10 黒褐色 8層より多いローム 黒色有機質土
11 暗褐色 ローム 9層と12層の中間層
12 褐色 多量のローム粒 壁崩落土

－655－



402・403号

403号

402号

404号

405号

406号

A

A'

b

a

a'

A

1a

1b
2b 71c

2a

2c
3

6 5 5 4

カクラン
24.10m

24
.10
m

24
.10
m

A'

b

a
a'

b'

b'

A

A'

a

a'

A

1
2

3 5

2

4

24.00m

24
.00
m

A'

a
a'

1
2

b

a
a'

b

a 24.00m

24.00m

a'

b'b'

A

A'

b

a a'

1
2

3 445

24.60m24.60m

24.60m

A'

b

a a'b'b' A

【規模ほか】　長軸２．２６ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ６３㎝。形状は楕円形（第５７３図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４０３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｈ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４８ｍ・短軸１．４３ｍ・深さ２８㎝。形状は楕円形（第５７３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【重複関係】　北側で３９８号遺構と重複する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。　
４０４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｈ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４２ｍ・短軸１．０４ｍ・深さ３２㎝。形状は楕円形（第５７３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【出土遺物】　３点・１６０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
５点・１６６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系
のもので全体の４８．２％あり、当該時期を４０４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５７３図１・２に示した。１は羽状縄文系・関山式深鉢形
土器の胴部破片である。平行線文・ループ文・コンパス文などがみられる。２は撚糸文系深鉢形土器
の胴部破片である。
４０５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｋ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３２ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ２８㎝。形状は円形（第５７３図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４０６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ａ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．０２ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ７３㎝。形状は楕円形（第５７３図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
【出土遺物】　覆土一括扱いで取り上げた２点・２４ｇの土器が出土しているが、いずれも図示できな
い小破片で時期も明確でない。
４０７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ａ・Ｅ
【種別】　土坑
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第５７３図　４０２・４０３・４０４・４０５・４０６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 明暗褐色 多量のローム
1b 黒色味の強い暗褐色 ローム粒・暗褐色土（斑状）
1c 暗褐色 少量のローム粒

2a 暗褐色 やや多量のローム
ソフトロームブロック

2b 暗褐色 多量のロームブロック
ローム粒

2c 多量のローム粒 有機質土の影響強い
3 褐色 多量のソフトローム
4 黒褐色 微量のローム
5 暗褐色 ローム粒（斑状） やや有り
6 暗褐色 多量のソフトローム粒（大） やや有り 有機質土
7 やや汚れた暗褐色 多量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム粒（斑状）
2 暗褐色 やや多量のローム粒
3 暗褐色 ローム粒（斑状）
4 暗褐色 多量のローム粒
5 やや汚れた暗褐色 多量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム粒
2 極暗褐色（黒味強い） 若干のローム 有り 有機性強い
3 暗褐色 やや多いローム粒 硬くしまる
4 3層より暗い暗褐色 若干のローム粒 硬くしまる
5 暗褐色 若干のローム 硬くしまる
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【規模ほか】　長軸２．０７ｍ・短軸１．５０ｍ・深さ４８㎝。形状は楕円形（第５７４図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４０８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ａ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．２７ｍ・短軸１．３２ｍ・深さ５８㎝。形状は楕円形（第５７４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４０９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ａ・Ｂ
【種別】　土坑
【覆土】　黒色有機質土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【規模ほか】　長軸１．７６ｍ・短軸１．０１ｍ・深さ４４㎝。形状は楕円形。４０８号遺構の東側に隣接する（第
５７４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ｂ
【種別】　土坑
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【規模ほか】　長軸１．５０ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ３０㎝。形状は楕円形（第５７４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１９－Ｅ・Ｉ
【種別】　土坑
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【規模ほか】　長軸２．０２ｍ・短軸１．１３ｍ・深さ６２㎝。形状は楕円形（第５７４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２０－Ｅ・Ｉ
【種別】　土坑
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【規模ほか】　長軸２．０９ｍ・短軸１．１１ｍ・深さ３５㎝。形状は楕円形（第５７４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２１－Ａ
【種別】　土坑
【覆土】　黒褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
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第５７４図　４０７・４０８・４０９・４１０・４１１・４１２号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒（斑状）
2 暗褐色 褐色土（斑状） 有機質性高い
3 暗褐色 多量のローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 暗褐色土（斑状）・黒色土（斑状）
2 黒色 暗褐色土（斑状） 有機質土
3 ソフトロームブロック
4 褐色 多量のソフトローム
5 暗褐色 暗褐色土主体・若干のローム粒 やや有り

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒
2 汚れた褐色 多量のソフトローム粒
3 汚れた褐色 多量のソフトローム粒
4 暗褐色 若干のローム 極めて有機性高い
5 ソフトロームブロック（主体層）

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土（斑状） やや有り
2 暗褐色
3 暗褐色 少量のローム粒 有り 有機質性強い

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 若干のローム粒

2 褐色 多量のソフトロームブロック(1㎝)
若干のローム粒
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【規模ほか】　長軸２．２２ｍ・短軸０．９８ｍ・深さ３８㎝。形状は楕円形（第５７５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２２－Ｅ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．４５ｍ・短軸２．０５ｍ・深さ１３９㎝。形状は楕円形。２基連結（第５７５図）。
【覆土】　黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２２－Ｎ
【種別】　土坑
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
【規模ほか】　長軸１．３５ｍ・短軸１．０１ｍ・深さ２０㎝。形状は楕円形（第５７５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２２－Ｊ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．１７ｍ・短軸０．８０ｍ・深さ５７㎝。形状は楕円形（第５７５図）。
【覆土】　黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ａ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．０３ｍ・短軸２．００ｍ・深さ８２㎝。形状は円形（第５７５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ１８－Ｍ、Ｌ１８－Ａ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．４４ｍ・短軸１．０５ｍ・深さ１０８㎝。形状は長楕円形（第５７５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４１９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｂ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．８４ｍ・短軸０．６１ｍ・深さ７９㎝。形状は長楕円形（第５７６図）。
【覆土】　黄褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロックなどを含む。
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第５７５図　４１３・４１４・４１５・４１６・４１７・４１８号遺構実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗黄褐色土
2 黒褐色 少量のローム粒・暗褐色土
3 黒褐色＋暗褐色＋黄褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗黄褐色土
2 黒褐色(褐色味強い) 暗褐色土
3 暗褐色 少量の黄褐色土
4 暗褐色＋黄褐色
5 黄褐色 少量の暗褐色土・ロームブロック
6 黄褐色 黒褐色土・暗褐色土 有り
7 黄褐色 暗褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色＋暗黄褐色 ローム粒
2 黒褐色(褐色味強い) ローム粒
3 黄褐色
4 黄褐色＋暗褐色＋黒褐色
5 暗褐色 黒褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 黄褐色土・黒褐色土 有り
2 ローム粒・暗褐色土・黒褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒褐色 ローム粒 有機質性強い
1b 黒褐色 ローム粒(1a層より多い) 有機質性強い
1c 黒褐色 ローム粒(1b層より多い) 有機質性強い
1d 黒褐色 ローム粒(2c層より多い) 有機質性強い
2a 暗褐色（褐色に近い） ローム・ロームブロック
2b 暗褐色（褐色に近い） ローム・ロームブロック(2a層より多い)
2c 暗褐色（褐色に近い） ローム・ロームブロック(2b層より多い)
3a 暗褐色 ローム 壁崩壊土
3b 暗褐色 ローム(3a層より多い) 壁崩壊土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒褐色 ローム粒 有機質土の影響強い
1b 黒褐色 ローム粒(1a層より多い) 有機質土の影響強い
1c 黒褐色 ローム粒(1b層より多い) 有機質土の影響強い
1d 黒褐色 ローム粒(1c層より多い) 有機質土の影響強い
2a 暗褐色 汚れたローム なし 有機質土の影響弱い
2b 暗褐色 汚れたローム なし 有機質土の影響弱い(2a層より弱い)
2c 暗褐色 汚れたローム なし 有機質土の影響弱い(2b層より弱い)
2d 暗褐色 汚れたローム なし 有機質土の影響弱い(2c層より弱い)
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第５７６図　４１９・４２０号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の褐色土（斑状）
2 黄褐色 ソフトローム主体 粗い堆積
3 黄褐色 ハードロームブロック(1㎝)主体 やや硬い
4 黒色 若干のハードロームブック(0.5㎝) 有り

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のローム粒・多量のハードブロック(1㎝)
2 暗褐色 多量のローム粒・多量のハードブロック(1～3㎝)
3 黒色 非常に粗い堆積
4 黄褐色 ローム粒
5 黒色 有り
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【重複関係】　５８号住居跡と重複。新旧関係は４１９号遺構の方が古い。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｃ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．００ｍ・短軸０．９７ｍ・深さ１９８㎝。形状は長楕円形（第５７６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。
【出土遺物】　６点・５０９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
５１点・１，６３８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸
文系（無文）・羽状縄文系・加曽利Ｅ式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系のもの
で全体の８９．７％あり、当該時期を４２０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５７６図１～１６に示した。１～５は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の口縁部、６～１２は胴部の破片である。平行線文、ループ文、付加条文などがみられる。１３
～１５は無文の深鉢形土器の胴部破片である。
４２１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｈ
【種別】　陥し穴？
【規模ほか】　長軸０．９０ｍ・深さ８１㎝。形状は円形？。床面に小ピットあり。遺構平面図不在のため
詳細は不明（第５７７図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｇ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．４３ｍ・短軸０．８１ｍ・深さ１０４㎝。形状は長楕円形（第５７７図）。
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｇ・Ｈ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７３ｍ・短軸１．６０ｍ・深さ１８㎝。形状は円形（第５７７図）。
【覆土】　ローム粒を含む暗褐色土。
【出土遺物】　覆土一括扱いで取り上げた２点・７７ｇの土器が出土しているが、時期が明確でなく、
本遺構の帰属時期は不明。
【遺物説明】　第５７７図１・２は無文の深鉢形土器の胴部破片である。
４２４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｌ、Ｌ１９－Ｉ

－663－



421号

423号

424号 425号

422号

A

1a

1b

1c
3

2 2

22.40m
A' A A'

A

1a

2a
2b
2c
2d

1c1e 1f
1d

1b
22.30m A'

A A'

A

1

1
2

22.30m
A'

A A'

A

1a

1b
2a

2b

2c

2d

22.20m
A'

b

a

a'

b
23.50m

23
.50
m

a
a'

b'

b'

第５７７図　４２１・４２２・４２３・４２４・４２５号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒褐色 有機質性強い
1b 黒褐色 1a層より硬くしまる
1c 黒褐色 かなり硬くしまる
2 暗褐色 若干のローム粒 やや弱い
3 褐色 かなりのハードロームブロック

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒褐色 ローム 有機質性強い
1b 黒褐色 ローム(1a層より多い) 有機質性強い
1c 黒褐色 ローム(1b層より多い） 有機質性強い
1d 黒褐色 ローム(1c層より多い) 有機質性強い
1e 黒褐色 ローム(1d層より多い) 有機質性強い
1f 黒褐色 ローム(1e層より多い) 有機質性強い
2a 褐色 汚れたローム粒ロームブロック主体
2b 褐色 汚れたローム粒(2a層より汚れ少ない)ロームブロック主体
2c 褐色 汚れたローム粒(2ｂ層より汚れ少ない)ロームブロック主体

2d 褐色 汚れたローム粒(2c層より汚れ少ない)ロームブロック主体 若干有機質土
の影響受ける

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1a 黒褐色 若干のローム粒 有機質性強い
1b 暗褐色 多量のローム粒
2a 褐色 多量のローム粒
2b 褐色 ローム粒・ロームブロック主体
2c 褐色(2b層より汚い) ローム粒・ロームブロック主体

2d 褐色 ローム粒 最もロームの影響有り
褐色度強い
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【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．３５ｍ・短軸０．９２ｍ・深さ１１０㎝。形状は長楕円形（第５７７図）。
【覆土】　褐色土を主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２０－Ａ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．３０ｍ・短軸０．９２ｍ・深さ１６６㎝。形状は長楕円形（第５７７図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ１９－Ｐ
【種別】　陥し穴？
【規模ほか】　長軸１．３６ｍ・短軸０．９９ｍ・深さ１２７㎝。形状は円形。床面にピットあり（第５７８図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため、東側の一部を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２０－Ｎ・Ｏ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．３８ｍ・短軸１．３７ｍ・深さ１７４㎝。形状は楕円形（第５７８図）。
【覆土】　黒色土・暗茶褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため、西側の一部を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２０－Ｏ・Ｐ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．８３ｍ・短軸１．３３ｍ・深さ４８㎝。形状は楕円形（第５７８図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４２９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２１－Ｈ・Ｌ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．７６ｍ・短軸１．５８ｍ・深さ２５１㎝。形状は長楕円形（第５７９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２２－Ｂ
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第５７８図　４２６・４２７・４２８号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量の褐色粒土
2 暗褐色 硬い
3 暗黒褐色 若干の褐色土ブロック
4
5 暗黒褐色 褐色土ブロック
6 暗黒色 ローム粒
7 暗黒色(6層より暗い)
8 暗褐色 ローム粒
9 暗褐色
10 暗褐色 多量のローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 多量のローム粒
2 黒色 ローム粒
3 暗茶褐色 ローム・褐色土
4 ロームブロック
5 ローム粒
6 ローム粒・ロームブロック
7 ロームブロック（大）のかたまり
8 ロームブロック

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒
2 黒褐色 若干のローム粒
3 黒褐色 多量のローム粒・若干のロームブロック
4 黒褐色 多量のローム粒
5 暗茶褐色 多量のローム粒・ロームブロック(5㎝)
6 暗褐色 若干のローム粒・小ロームブロック
7 暗黒茶褐色 ローム粒 硬い
8 暗茶褐色 ローム・褐色土 硬い
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第５７９図　４２９・４３０・４３１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色（褐色味強い） 暗褐色土・黄褐色土
2 暗褐色＋黄褐色 焼土
3 黄褐色土 焼土
4 黄褐色 暗褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒
2 焼土
3 黒褐色 多量のローム粒
4 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック
5 黄褐色 ソフトローム主体・多量のロームブロック
6 暗褐色 多量のローム粒
7 黄褐色 ソフトローム・ロームブロックの混合土
8 暗褐色 多量のローム粒
9 暗褐色 多量のローム粒・黒色土
10 黒褐色 黒色土・ローム粒の混合土
11 黒褐色 ローム粒・多量のロームブロック
12 黒色 少量のローム粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色＋黒褐色 黄褐色土
2 黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒
3 黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒・暗褐色土
4 暗褐色 ローム粒・焼土粒・黄褐色土
5 暗褐色＋黄褐色 焼土粒・ローム粒（大小）
6 黒褐色
7 黒褐色 暗黄褐色土
8 暗褐色＋黒褐色 焼土・ローム粒
9 焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色（褐色味強い） ローム粒・焼土粒
2 黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒
3 黒褐色+暗褐色 ローム粒・焼土粒
4 暗褐色+黄褐色 ローム粒（大小）・焼土
5 黒褐色 ローム粒・暗黄褐色土
6 黒褐色 ローム粒
7 暗褐色+黒褐色 焼土粒・ローム粒
8 黄褐色土・暗褐色土 焼土
9 焼土
10 1層より黄褐色味強い 11層より多いローム粒
11 黒褐色（黄褐色味強い） ローム粒・焼土粒
12 黒褐色 ローム粒・多量の焼土粒
13 黄褐色 暗褐色土・黒褐色土

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色土 地山
2 暗黄褐色

煙道覆土
3 暗褐色 少量のローム
4 暗褐色＋黒褐色 ローム粒
5 黒褐色 少量の焼土粒・ローム粒
6 焼土
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．６６ｍ・短軸１．００ｍ・深さ３３㎝。形状は楕円形。主軸方向　３４８°。燃焼面１箇所
（第５７９図）。
【覆土】　黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３１号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２２－Ｂ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７７ｍ・短軸２．５１ｍ・深さ８２㎝。燃焼面４箇所。天井部・煙道残存（第５７９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　被熱した１点・５５ｇの礫が出土している。土器は、６点・４１ｇ出土している。取り上
げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち
主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ５４％あり、当該時期を４３１号遺構の帰属時期とみ
る。
【その他】　本遺構は、遺構検出時点で炉穴の天井部および煙出しの穴が残っていることが明らか
だったため、これらを写真や図面に記録しながら調査を進めている。煙出しの穴は、遺構の西側に設
けられその規模は直径３０㎝ほど、煙道は西から東に向かって斜めに作られ、その下部に燃焼面が位置
する。燃焼面のある基底面の高さは、入り口部より３０㎝ほど低く作られている。なお、本遺構はこの
ほかにも３箇所の燃焼面をもつことから、同じ場所で何度か燃焼部の位置・方向を変えて作り直され
たものとみられる。
【遺物説明】　第５７９図１～３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。条痕文系の土器については、
小片のため図示できなかった。
４３２号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｋ２２－Ｏ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．９０ｍ・短軸１．０２ｍ・深さ４３㎝。形状は楕円形。主軸方向　２８３°。燃焼面１箇所
（第５８０図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　被熱した１点・３９ｇの礫が出土している。土器は、４２点・５８０ｇ出土している。取り上
げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、条痕文系・撚糸
文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９５％あり、当該時期を
４３２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５８０図１～３に、覆土一括扱いのものを第５８０図
４～８に示した。４・５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・６～８は胴部の破片である。
４３３号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｌ２２－Ｍ
【種別】　陥し穴
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第５８０図　４３２・４３３号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色 ローム
2 暗黄褐色 ローム
3 暗黒茶
4 暗黒褐色 多量の褐色土粒・ロームブロック
5 ロームブロック
6 黒色＋暗褐色 ロームブロック（小）
7 暗褐色 ローム
8 ローム
9 褐色
10 暗黒茶色
11 暗褐色
12 暗褐色 黒色土ブロック
13 暗褐色
14 黒色
15 褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗黄褐色土・ローム粒・少量の焼土粒
2 黒褐色 焼土粒・ローム粒
3 暗褐色 焼土粒・ローム粒・黄褐色土
4 暗褐色＋黒褐色 少量のローム粒
5 焼土
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【規模ほか】　長軸１．８３ｍ・短軸１．３６ｍ・深さ２３６㎝。形状は楕円形（第５８０図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒などを含む。
【重複関係】　方形周溝墓周溝と重複のため、西側の一部を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３４号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２１－Ｄ・Ｈ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．０４ｍ・短軸０．９６ｍ・深さ１２２㎝。形状は長楕円形（第５８１図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３５号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２２－Ｂ・Ｆ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６４ｍ・短軸１．４０ｍ・深さ９５㎝。２基が重複する（第５８１図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３６号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２２－Ｆ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．３２ｍ・短軸０．７８ｍ・深さ１０６㎝。形状は長楕円形（第５８１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３７号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２２－Ｆ・Ｇ
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．９０ｍ・短軸１．７０ｍ・深さ４２㎝。形状は長方形（第５８１図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
【重複関係】　４３８号遺構と重複のため、東側の一部を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３８号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２２－Ｇ
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．１１ｍ・短軸１．１１ｍ・深さ１０２㎝。形状は長楕円形（第５８１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４３９号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２１－Ｌ
【種別】　土坑
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第５８１図　４３４・４３５・４３６・４３７・４３８号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黄褐色 黒褐色土
2 黒褐色 少量の暗褐色土
3 暗褐色 黒褐色土
4 暗褐色 黄褐色土・黒褐色土
5 黄褐色 暗褐色土
6 暗褐色 黄褐色土・黒褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒色
2 暗黒褐色
3 茶色
4 暗褐色
5 暗茶褐色 ローム粒・暗茶褐色土粒
6 暗茶色 ブロック
7 暗褐色
8 暗い暗茶褐色
9 明るい暗茶褐色
10 暗黒褐色
11 暗茶褐色
12 暗褐色 良い

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色＋黒褐色
2 黒褐色 暗褐色土
3 暗褐色＋黄褐色
4 黄褐色 暗褐色土
5 黒褐色 暗褐色土・黄褐色土

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 若干のローム粒
2 黒褐色 多量のローム粒 やや硬い
3 明褐色 ローム粒主体・多量のロームブロック(0.5㎝)硬い
4 黄褐色 多量のローム（斑状）
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1【規模ほか】　長軸２．６２ｍ・短軸１．０２ｍ・深さ６３㎝。形状は長楕円形。南側の一部は調査区外（第５８２
図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
４４０号遺構
【検出位置】　セ５４区Ｍ２２－Ｉ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．０５ｍ・短軸１．１２ｍ・深さ２８㎝。形状は隅丸長方形？（第５８２図）。
【覆土】　褐色土・黒色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックなどを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
ＳＷ８０区・古墳下層の遺構
　ＳＷ８０区とは０９９区調査区内に所在する特定古墳を調査するために設けられた調査区で、調査の際
に区域内や古墳墳丘下から縄文関係の遺構が検出されている。内容は縄文前期の住居跡、早期末の炉
穴群で、遺物はこれらに伴って、また墳丘盛土内・周溝覆土内などから出土している。本調査区の
遺構および遺物類については、資料の不備からここに詳細な内容を示すことができない。第５８３図１
は、発掘調査後すぐに刊行された概報にも掲載されているもので、唯一提示できる資料である。３７号
墳（調査時№）の下層から出土したとされるものである。推定口径２２０㎜・器高２８７㎜・底径５２㎜を測
る深鉢形土器で、底面はやや丸底となるため安定した設置ができない。口縁部は二個一組からなる４
単位の波状口縁を呈し、口唇部には刻みが施される。口縁部下、胴部中位に段があり、下段はややく
びれる。段によって区画された二段構成の文様帯があり、三角形・菱形の微隆帯による文様区画内に
は押し引き刺突文が充填される。三角形・菱形区画の交点など要所には円形刺突文が施される。ま
た、上段には、文様単位の間に、ナデによる二本の太い縦方向の凹線があり、凹線間の境には円形の
刺突文が付される。内外面、および底内外面には条痕が施される。胎土には繊維を含み、色調は褐色
を呈する。
その他詳細不明の遺構

第５８２図　４３９・４４０号遺構実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 多量のローム粒 粗い堆積
2 褐色 多量のローム粒 有り 硬い堆積
3 1層より黒い黒褐色 ローム粒・ロームブロック(0.5㎝)
4 3層に類似した黒色 粗い堆積
5 黒色 若干のローム粒 粗い堆積
6 明褐色 多量のローム粒・ローム(1㎝)
7 黒褐色 ローム粒
8 黄褐色 ローム主体
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第５８３図　SW８０・古墳下層炉跡出土土器実測図
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第５８４図　０６４区・検出位置詳細不明遺構出土遺物実測図

第５８５図　ＴＪ区・検出位置詳細不明遺構出土遺物実測図
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　各調査区内では、発掘調査時に遺構として認識されていたものの図面等の記録が不十分で、検出位
置の詳細が不明な遺構がある。ここでは、それらから出土した遺物のみを掲載する。
０６４区
　第５８４図１・２は条痕文系深鉢形土器の胴部、３は撚糸文系深鉢形土器の胴部、４～６は諸磯式と
みられる深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、８～１０は
胴部の破片である。１１は円柱状の土製品である。
ＴＪ区
　第５８５図１は現存器高７８㎜・胴部最大経３２８㎜を測る条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。沈線区
画内を斜位の押し引き沈線で充填、要所に円形文を付す。２～６も胴部の破片である。
０９９区
　第５８６図１・２は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、３～１０は胴部、１１は底部の破片である。
文様には、円形貼付文・コンパス文・ループ文などがみられる。１１は底径８２㎜を測り、上げ底で底面
にも縄文が施される。１２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。１３は、デイサイト製磨石の破片で

第５８６図　０９９区・検出位置詳細不明遺構出土遺物実測図
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第５８７図　セ２８区・検出位置詳細不明遺構出土遺物実測図⑴
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第５８８図　セ２８区・検出位置詳細不明遺構出土遺物実測図⑵
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ある。
セ２８区
　第５８７図１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２は胴部の破片である。３は撚糸文系深鉢形土器の口
縁部の破片である。４は条痕文系深鉢形土器の胴部の破片である。５は条痕文系深鉢形土器の口縁部
破片である。６は浮島式とみられる胴部破片である。７は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。
８・９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１０・１１は胴部の破片である。１２は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、１３・１４は胴部、１５は尖底の底部破片である。１６は撚糸文系深鉢形土器の口縁部の破片である。１８
～２７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２８～３８は胴部、３９～４１は底部の破片である。４２は撚糸文系深鉢
形土器の口縁部、４３～４５は胴部の破片である。４６は堀之内２式の深鉢形土器把手部の破片である。
　第５８７図１７は、最大長９２㎜を測る輝石安山岩製凹石である。片面に使用による摩耗痕がみられる。
第５８８図４７は、最大長２１．７㎜を測るチャート製石鏃である。４８は、最大長８８㎜を測る砂岩性の敲石で
ある。下端面に敲打痕がみられる。４９は、最大長８９㎜を測る珪質頁岩製の敲石である。片面中央部、
上下端部、両側縁部に敲打痕がみられる。５０は、最大長７８㎜を測る流紋岩質凝灰岩製の磨石である。
表裏面に摩耗痕がみられる。
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新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 グループ 取り上げ方　　法
条痕文系 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

６１ ０６４ ＳＦ２０７ 炉穴 早期？ ―
６２ ０６４ ＳＸ９３９ 土坑 早期 一括 １ ２９ １ １６

２ ４５ ２ ４５ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

６３ ０６４ ＳＦ２０９ 炉穴 早期？ ―
６４ ０６４ ＳＦ２０８ 炉穴？ 早期？ ―
６５ ０６４ ＳＫ２０８ 土坑 ― ―
６６ ０６４ ＳＦ２０６ 炉穴 早期？ ―
６７ ０６４ ＳＫ２０４ 陥し穴 ― ―
６８ ０６４ ＳＫ２０２ 土坑 ― ―
６９ ０６４ ＳＫ２０３ 陥し穴 ― ―
７０ ０６４ ＳＦ２０４ 炉穴 早期？ ―
７１ ０６４ ― 陥し穴 ― ―
７２ ０６４ ＳＦ２０５ 炉穴 早期？ ―
７３ ０６４ ＳＦ２０１ 炉穴 早期 一括 ５ １１４４ ４４ ８１９ ５ １４２

５４ ２１０５ ４９ １９６３ ０ ０ ５ １４２
９３．３％ ０％ ６．７％

７４ ０６４ ＳＦ２０２ 炉穴 早期？ ―
７５ ０６４ ＳＦ２０３ 炉穴 早期？ ―
７６ ０６４ ＳＫ２０３ 陥し穴 ― ―
７７ ０６４ ＳＸ９０１ 陥し穴 ― ―
７８ ＴＪ ５号 炉穴？ ― ―
７９ ＴＪ ４号 炉穴？ ― ―
８０ ＴＪ ３号 炉穴？ 早期 一括 ２ ４７ ４ ４５

６ ９２ ６ ９２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

８１ ＴＪ ７号 炉穴？ 早期 一括 １ ２７ １ ８
２ ３５ ２ ３５ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
８２ ＴＪ ２号 炉穴 早期 一括 ５ ２１６ ７０ １５６０ １ ７７

７６ １８５３ ７６ １８５３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

８３ ＴＪ ６号 炉穴 早期 一括 １ ７ ２ ７３
３ ８０ ３ ８０ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
８４ ＴＪ １号 炉穴？ 早期 一括 １２ ２７４５ ８６ ２７３０ ２ ８３０

１００ ６３０５ １００ ６３０５ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

８５ ＴＪ ９号 炉穴 早期 一括 １０ ６１５ １４３ ２０９７ ２ ２００ １ ２８
１５６ ２９４０ １５５ ２９１２ １ ２８ ０ ０

９９．０％ １．０％ ０％
８６ ＴＪ 西側６号 土坑 ― ―
８７ ＴＪ 西側５号 土坑 ― ―
８８ ＴＪ 西側４号 土坑 ― ―
８９ ＴＪ １１・１２号 炉穴 早期 ―
９０ ＴＪ １０号 炉穴 早期 一括 ２０ ８８５ １０４ １４９８ ４ １０３ １ ５２

１２９ ２５３８ １２８ ２４８６ ０ ０ １ ５２
９８．０％ ０％ ２．０％

９１ ＴＪ １０号（西） 土坑 早期 一括 ３ ９２ １ ２４
４ １１６ ３ ９２ ０ ０ １ ２４

７９．３％ ０％ ２０．７％
９２ ＴＪ ２９号 土坑 ― ―
９３ ＴＪ ３０号 土坑 ― ―
９４ ＴＪ ２８号 土坑 ― ―
９５ ＴＪ ２７号 土坑 ― ―
９６ ＴＪ ３１号 土坑 ― ―
９７ ＴＪ ２６号 土坑 ― ―
９８ ＴＪ ４号 土坑 前期 一括 ４２ ４３３ ３ ８０ １３ ２９０

５８ ８０３ ４２ ４３３ ０ ０ １６ ３７０
５３．９％ ０％ ４６．１％

９９ ＴＪ １号 土坑 前期 一括 ４ ３１ ２ ２５０
７ ２９３ ４ ３１ ０ ０ ２ ２５０

１０．６％ ０％ ８５．３％
１００ ＴＪ ５号 土坑 早期 一括 １ ２０ ７ ９７ １ ４１

１０ １７１ ９ １５８ ０ ０ ０ ０
９２．４％ ０％ ０％

１０１ ＴＪ ２号 土坑 ― ―
１０２ ＴＪ ３号 土坑 ― ―
１０３ ＴＪ １１号 土坑 前期 一括 １６ １６８ ２ ６０ ３ ５３

２３ ３１５ １６ １６８ ０ ０ ５ １１３
５３．３％ ０％ ３５．９％

１０４ ＴＪ １０号（東） 土坑 ― ―
１０５ ＴＪ ６号 土坑 前期 一括 １３ ２０１ ６ １１９

２４ ５１７ １３ ２０１ ０ ０ ６ １１９
３８．９％ ０％ ２３．０％

１０６ ＴＪ １３号 土坑 ―
１０７ ＴＪ ８号 土坑 前期 一括 ４ ４８ ４ １０５

８ １５３ ４ ４８ ０ ０ ４ １０５
３１．４％ ０％ ６８．６％

１０８ ＴＪ １２号 土坑 早期 １ ２４
１ ２４ １ ２４ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１０９ ＴＪ ７号 土坑 ― ―
１１０ ＴＪ ９号 土坑 ― ―
１１１ ＴＪ １６号（西） 土坑 ― ―
１１２ ＴＪ １６号（東） 土坑 ― ―
１１３ ＴＪ １４号 土坑 ― ―
１１４ ＴＪ １５号 土坑 ― ―
１１５ ０９９ ３０７５ 炉穴 早期 一括 １０ ２９３ １２１ ２７３２ １ １９ １ ５

１３３ ３０４９ １３１ ３０２５ １ １９ １ ５
９９．２％ ０．６％ ０．２％

１１６ ０９９ ３０６６ 炉穴 早期 一括 １０ ３１５ ６８ １３１１
７８ １６２６ ７８ １６２６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１１７ ０９９ ３１２８ 炉穴 早期 点あげ ６ ３３２ ７９ ２８６３

一括 ９ ３２８ ８９ ９０８ １ ２６０ １ １３ ３ ４２
１８８ ４７４６ １８４ ４６９１ ０ ０ ４ ５５

９８．８％ ０％ １．２％
１１８ ０９９ ３０７３ 炉穴 早期 一括 ２ ２４ ２１ ３３８

２３ ３６２ ２３ ３６２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１１９ ０９９ ３０７４ 炉穴 早期 一括 ８ １３２ ２９ ４３１ １ ３８
３８ ６０１ ３７ ５６３ ０ ０ １ ３８

９３．７％ ０％ ６．３％
１２０ ０９９ ３００７ 炉穴 早期 点あげ ３ １６

一括 １ ６
４ ２２ ４ ２２ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１２１ ０９９ ３０７８ 炉穴？ 早期 一括 １ １０７

１ １０７ １ １０７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

表９　遺構出土土器集計（その他の遺構）
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新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 グループ 取り上げ方　　法
条痕文系 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

１２２ ０９９ ３０８０ 炉穴？ ― ―
１２３ ０９９ ３１３７ 炉穴 早期 点あげ ８ ４１５ ５９ １８２２

一括 ８１ ２２００ １１９５ １７５９２ １０ ４７２ ３ １４ ７ ７０
１３７１ ２２７２９ １３５３ ２２５０１ ０ ０ １０ ８４

９９．０％ ０％ ０．４％
１２４ ０９９ ３０６０ 炉穴 早期 点あげ ８ ６５０ ２４ １０８９

３２ １７３９ ３２ １７３９ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１２５ ０９９ ３０５９ 炉穴 早期 一括 １ ９ ３１ ４４５ ２ ４２
３４ ４９６ ３４ ４９６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１２６～１２８ ０９９ ３１８１～３１８３ 炉穴 早期 一括 ３２ ７９５ ２１２ ４０２０ ２ ７１

２４６ ４８８６ ２４６ ４８８６ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１２９ ０９９ ３１８０ 炉穴 早期 一括 ２３ ５０９ ２２２ ３９９４ ５ １７４
２５０ ４６７７ ２５０ ４６７７ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１３０ ０９９ ３１７８ 炉穴 早期 一括 ９ ３８２ １４８ ２７４２

１５７ ３１２４ １５７ ３１２４ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１３１ ０９９ ３１７９ 炉穴 早期 一括 ４ １７１ ３６ ８００２
４０ ８１７３ ４０ ８１７３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１３２ ０９９ ３１８４ 炉穴 早期 一括 ８ ２７７ ６０ ６７６

６８ ９５３ ６８ ９５３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１３３ ０９９ ３０３８ 集石遺構 早期？ 一括 １ ３２
１ ３２ １ ３２ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１３４ ０９９ ３３６３ 陥し穴 ― ―
１３５ ０９９ ３１２１ 陥し穴 ― ―
１３６ ０９９ ３１１８ 土坑 ― ―
１３７ ０９９ ３３４１ 土坑 ― ―
１３８ ０９９ ３３４２ 陥し穴 ― ―
１３９ ０９９ ３３３６ 土坑 ― ―
１４０ ０９９ ３３３５ 土坑 前期 一括 ２ ４９

３ ８４ ０ ０ ０ ０ ２ ４９
０％ ０％ ５８．３％

１４１ ０９９ ３３３１ 陥し穴 ― ―
１４２ ０９９ ３３３０ 陥し穴 ― ―
１４３ ０９９ ３３６２ 集石遺構 早期 点あげ ７ ５１

７ ５１ ７ ５１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１４４ ０９９ ３３１６Ａ 集石遺構 早期 点あげ ５ ５９ ３ ２３
９ ８６ ５ ５９ ０ ０ ３ ２３

６８．６％ ０％ ２６．７％
１４５ ０９９ ３３１６Ｂ 土坑？ ― 一括 １３ １２３ １ ８ １ ９ ３ ４４

２５ ２６８ １３ １２３ １ ８ ４ ５３
４５．９％ ３．０％ １９．８％

１４６ ０９９ ３３０４ 炉穴？ 早期？ ―
１４７ ０９９ ３３５７ 陥し穴 ― ―
１４８ ０９９ ３３１９ 陥し穴 ― ―
１４９ ０９９ ３３０３ 陥し穴 ― ―
１５０ ０９９ ３３２４ 陥し穴 ？ ―

１ １１ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０％ ０％ ０％

１５１ ０９９ ３３０１ 集石遺構 早期 点あげ ７ ８８
７ ８８ ７ ８８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１５２ ０９９ ３３０２ 陥し穴 ― ―
１５３ セ７２ ０４６ 土坑 早期 一括 ４ ４１

４ ４１ ４ ４１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１５４ セ７２ ０４５ 土坑 早期 一括 １ ３５ １１ １４５
１２ １８０ １２ １８０ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１５５ セ７２ ０５４ 土坑 ― ―
１５６ セ７２ ０４４ 炉穴 早期 点あげ ４ １７６ １８ ２００ ６ ８９

一括 ２ １２５ ４３ ９２８ １ １３
７４ １５３１ ７３ １５１８ ０ ０ １ １３

９９．２％ ０％ ０．９％
１５７ セ７２ ０４８ 炉穴 早期 一括 １ １７ １３ ２５７ １ ７７

１５ ３５１ １５ ３５１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１５８ セ７２ ０４７ 炉穴 早期 一括 ９ １１５
９ １１５ ９ １１５ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１５９ セ７２ ０４９ 土坑 早期 一括 １ １０

１ １０ １ １０ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１６０ セ７２ ０５０ 土坑 ― ―
１６１ セ７２ ０５１ 土坑 早期 一括 １ １０

１ １０ １ １０ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１６２ セ７２ ０５２ 土坑 ― ―
１６３ セ７２ ０５７ 炉穴？ 早期 一括 １ １０ １５ ２６０

１６ ２７０ １６ ２７０ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１６４ セ７２ ０５６ 土坑 ― ―
１６５ セ７２ ０６３ 土坑 ― ―
１６６ セ７２ ０５９ 土坑 ― 一括 ２ ２０

２ ２０ ２ ２０ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１６７ セ７２ ０５８ 土坑 ― ―
１６８ セ７２ ０６１ 土坑 ― ―
１６９ セ７２ ０７５ 竪穴状遺構 早期 一括 ９ ２４２ １５９ ２２０６ ８ １６４ ２ １２４

１８３ ２７８９ １６８ ２４４８ ０ ０ １０ ２８８
８７．８％ ０％ １０．３％

１７０ セ７２ ０８３ 炉穴 早期 一括 １ ２０ １３ ２６２
１６ ２９１ １４ ２８２ ０ ０ ０ ０

９６．９％ ０％ ０％
１７１ セ７２ ０７２ 炉穴 早期 一括 １３ １４６ ２ １７５ １ ５

１６ ３２６ １５ ３２１ １ ５ ０ ０
９８．５％ １．５％ ０％

１７２ セ７２ ０７１ 炉穴 早期 一括 ２ ６４ ２０ ３０２
２２ ３６６ ２２ ３６６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１７３ セ７２ ０７０ 炉穴 早期 点あげ ２ ２７４ １ １５

一括 ２９ ５５９ １８０ ２７９１ ２ ６６
２１４ ３７０５ ２１４ ３７０５ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１７４ セ７２ ０７３ 炉穴 早期 一括 ２０２ ２５９３ ３ ２６９ ２ ３８
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口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

２０８ ２９１９ ２０５ ２８６２ ０ ０ ２ ３８
９８．０％ ０％ １．３％

１７５ セ７２ ０３９ 炉穴 早期 点あげ １４ ５８４ ９０ ３０６８ １ ９４
一括 ２６ ４６３ ４１３ ５９００ ５ １０６ １ １８

５５０ １０２３３ ５４９ １０２１５ ０ ０ １ １８
９９．８％ ０％ ０．２％

１７６ セ７２ ０７４ 竪穴状遺構 早期 点あげ ６ ２８７
一括 ６ ８５ ４９ ７０５

６２ １０７９ ６１ １０７７ ０ ０ ０ ０
９９．８％ ０％ ０％

１７７ セ７２ ０６４ 炉穴 早期 点あげ ４ １９８ ６５ １９３０
一括 ５０ １５４１ ３１３ ８７３１ １５ ４８９ ４ ６８

４５１ １２９５７ ４４７ １２８８９ ０ ０ ４ ６８
９９．５％ ０％ ０．５％

１７８ セ７２ ０７８ 炉穴 早期 一括 ２０ ３２９ １２５ ２０４７ ５ １６０ ２ ３８
１５２ ２５７４ １５０ ２５３６ ０ ０ ２ ３８

９８．５％ ０％ １．５％
１７９ セ７２ ０７７ 竪穴状遺構 ― 一括 ３ １７

３ １７ ３ １７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１８０ セ７２ ０３８ 竪穴状遺構 早期 一括 １ ３
１ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１８１ セ７２ ０６５ 炉穴 早期 点あげ １７ ７２６２ １３６ ６８６６ ６ １００１ １ ４３

一括 １４３ ３９０９ １５３４ ２６３４９ ２８ １０７４ １ ３４ ２ １４０ １ ４ ３ ４６
１８７６ ４６８２８ １８６４ ４６４６１ ４ ２１７ ４ ５０

９９．２％ ０．５％ ０．１％
１８２ セ７２ ０６９ 炉穴 早期 点あげ ２ ２７６

一括 ２８ ８３９ ２６９ ４０６３ ４ １２５ １ ４０ １ ７４ ２ ６５ １ ４７
３０８ ５５２９ ３０３ ５３０３ １ ４０ ４ １８６

９５．９％ ０．７％ ３．５％
１８３ セ７２ ０６６ 竪穴状遺構 早期 点あげ ２ ３２ １８ ４７６

一括 １２ ９０
３２ ５９８ ３２ ５９８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１８４ セ７２ ０６７ 竪穴状遺構 早期 点あげ ６ ４８３ ６６ ９６２

一括 ４０ ８０８ ４３２ ７１１８ ７ ２１２ １ ２８
５５５ ９６６２ ５５１ ９５８３ ０ ０ １ ２８

９９．２％ ０％ ０．３％
１８５ セ７２ ０６８ 竪穴状遺構 早期 点あげ １０ ４１０７ ３２ ９９８ １ ３２

一括 ２９ ６１８ ３２３ ６０９４ ３ ９６ ２ １２０ ２ ５７
４０３ １２１６３ ３９７ １１９１３ ３ １５２ ２ ５７

９７．９％ １．２％ ０．５％
１８６ セ７２ ０８０ 土坑 早期 一括 ５ １００

６ １０８ ５ １００ ０ ０ ０ ０
９２．６％ ０％ ０％

１８７ セ７２ ０８１ 土坑 ― 一括 ４ ５３
９ ９８ ４ ５３ ０ ０ ０ ０

５４．１％ ０％ ０％
１８８ セ７２ ０２１ 炉穴？ 早期 一括 １１ ８３

１１ ８３ １１ ８３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１８９ セ７２ ０３１ 土坑 ― ―
１９０ セ７２ ０１６ 土坑？ ― ―
１９１ セ７２ ０２９ 土坑 早期 一括 ５ ９６ ２５ ４１６

３０ ５１２ ３０ ５１２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１９２ セ７２ ０８２ 土坑 早期 一括 １ ３２ ３ ６２
４ ９４ ４ ９４ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１９３ セ７２ ０２８ 土坑 早期 一括 １ ８

１ ８ １ ８ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１９４ セ７２ ０３４ 土坑 早期 一括 ５ ５３
５ ５３ ５ ５３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１９５ セ７２ ０２３ 竪穴状遺構 早期 点あげ １ １０５

一括 ８ ２６８ ６１ ９３０ ２ ８８
７２ １３９１ ７２ １３９１ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
１９６ セ７２ ０４０ 炉穴 早期 一括 ２５ ６３４ ２７８ ４９１４ ９ １６０ １ ３３

３１４ ５７６２ ３１２ ５７０８ ０ ０ １ ３３
９９．１％ ０％ ０．６％

１９７ セ７２ ０２７ 土坑 ― ―
１９８ セ７２ ０１５ 炉穴 早期 一括 １ ２３

１ ２３ １ ２３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

１９９ セ７３ ０２８ 土坑 早期 一括 １ ８
１ ８ １ ８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２００ セ７３ ０３４ 土坑 早期 一括 ５ １０５ ２１ ２５９

２６ ３６４ ２６ ３６４ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２０１ セ７３ ０３５ 炉穴 早期 一括 ２ ２４ ２ ９
４ ３３ ４ ３３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２０２ セ７３ ０３７ 炉穴？ 早期 一括 １ ３１３ ９ ９０

１０ ４０３ １０ ４０３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２０３ セ７３ ０２５ 炉穴 早期？ ―
２０４ セ７３ ０２４ 炉穴？ 早期 一括 １２ ２６７

１２ ２６７ １２ ２６７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２０３・２０４ セ７３ ０２４・０２５ 炉穴 早期 一括 ７ １７１ ８８ ９７９ ２ ６３ ２ ５４
９９ １２６７ ９５ １１５０ ４ １１７ ０ ０

９０．８％ ９．２％ ０％
２０５ セ７３ ０３０ 炉穴 早期？ ―
２０６ セ７３ ０２６ 炉穴？ 早期 一括 ３ ４３

３ ４３ ３ ４３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２０７ セ７３ ０４０Ａ 炉穴？ 早期 一括 ３ ７２ ５３ ８２１
５６ ８９３ ５６ ８９３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２０８ セ７３ ０４０Ｂ 炉穴 早期 一括 ３ １２８ ４６ ６６９

４９ ７９７ ４９ ７９７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２０７・２０８ セ７３ ０４０ＡＢ 炉穴 早期 一括 ３ ３６ ５８ ８６３
６１ ８９９ ６１ ８９９ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２０９ セ７３ ０３８ 炉穴？ 早期？ ―
２１０ セ７３ ０３９ 土坑 早期 点あげ ３ ４４１

一括 ６ １３１ ７８ １７３７ １ １５
８８ ２３２４ ８７ ２３０９ １ １５ ０ ０
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口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

９９．４％ ０．６％ ０％
２１１ セ７３ ０４１ 土坑 早期 一括 １ １４

１ １４ １ １４ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２１２ セ７３ ０３１ 炉穴 早期？ ―
２１３ セ７３ ０３２ 土坑 早期 一括 ５ ８８ ５６ ７２７ １ ３４ １ ２７

６３ ８７６ ６２ ８４９ ０ ０ １ ２７
９６．９％ ０％ ３．１％

２１４ セ７３ ０１８ 炉穴 早期 一括 １０ ２７２ ５０ ７６６ ２ ５８
６２ １０９６ ６０ １０３８ ２ ５８ ０ ０

９４．７％ ５．３％ ０％
２１５ セ２８ ４１０ 竪穴状遺構 早期 ① 点あげ ３ １３０

一括 １ １６ １７ ２６７ １ ３６
２２ ４４９ ２２ ４４９ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２１６ セ２８ ３２６ 落ち込み 早期 ① 一括 ２ ３０ １６ １５９ ３ ３０

２１ ２１９ １８ １８９ ０ ０ ３ ３０
８６．３％ ０％ １３．７％

２１７ セ２８ ３２４ 炉穴 早期 ② 点あげ １７ ７２２ １２５ ３７４１ ２ １６７
一括 １６ ３１７ １５２ ２３１３ １ ２４

３１８ ７４３７ ３１３ ７２８４ ０ ０ ０ ０
９７．９％ ０％ ０％

２１８ セ２８ ３２５ 炉穴 早期 ② 一括 １ ３３ １１０ １２７１ ２ ２２
１１５ １３４０ １１１ １３０４ ０ ０ ２ ２２

９７．３％ ０％ １．６％
２１９ セ２８ ４３０ 炉穴 早期 ③ 点あげ １ ４１ ３ ９５

５ １４８ ４ １３６ ０ ０ ０ ０
９１．９％ ０％ ０％

２２０ セ２８ ４２０ 炉穴 早期 ③ 点あげ ３ ８４ ８ ６７７
一括 １ ９ １２ １８８

２８ １０５２ ２４ ９５８ ０ ０ ０ ０
９１．１％ ０％ ０％

２２１ セ２８ ４２２ 炉穴 早期 ③ 点あげ １１ ４４８ ８１ ３５０９ ２ １８０
一括 ８ １８８ ７９ １１８０

１８３ ５６１６ １８１ ５５０５ ０ ０ ０ ０
９８．０％ ０％ ０％

２２２ セ２８ ３８０ 炉穴 早期 ③ 点あげ ４ ４５６ １１ ８８９
一括 ７ １２２ ３８ ６３５

６３ ２１４７ ６０ ２１０２ ０ ０ ０ ０
９７．９％ ０％ ０％

２２３ セ２８ ３８１ 炉穴 早期 ③ 一括 ４ ８３ １９ ３９６ ２ ４７
２６ ５４３ ２５ ５２６ ０ ０ ０ ０

９６．９％ ０％ ０％
２２４ セ２８ ３８２ 炉穴 早期 ③ 一括 １４ ４２８ ７０ １５７２ １ ３７

１０３ ２３９５ ８５ ２０３７ ０ ０ ０ ０
８５．１％ ０％ ０％

２２５ セ２８ ３６９ 炉穴 早期 ④ 点あげ ９ ３７７ ５０ １９７７ ３ ３４９
一括 １２ ２３３ ８６ １６０７

１６３ ４５８１ １６０ ４５４３ ０ ０ ０ ０
９９．２％ ０％ ０％

２２６ セ２８ ３７１ 炉穴 早期 ④ 一括 ２ ３２ １６ １５６ １ １３
１９ ２０１ １９ ２０１ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２２７ セ２８ ３７０ 炉穴 早期？ ④ ―
２２８ セ２８ ３６８ 炉穴 早期 ④ 点あげ ３ ５１５ １ ８４

一括 １０ ２８９ ６２ ９５０ １ １６
８２ １９２９ ７７ １８５４ ０ ０ ０ ０

９６．１％ ０％ ０％
２２９ セ２８ ３６７ 土坑 早期 ④ 点あげ ２ ２５３ １ ５７

一括 ７ １４３ ３６ ４００ ３ １０５
５０ ９６５ ４９ ９５８ ０ ０ ０ ０

９９．３％ ０％ ０％
２３０ セ２８ ３６６ 土坑 早期 ④ 一括 １ １０ １８ ２８８ １ １５

２６ ３４９ １９ ２９８ ０ ０ １ １５
８５．４％ ０％ ４．３％

２３１ セ２８ ４３７ 土坑 ― ④ ―
２３２ セ２８ ３４７ 土坑 早期 ④ 一括 ５ ９０ ８２ １３８９ １ ２０

８８ １４９９ ８７ １４７９ １ ２０ ０ ０
９８．７％ １．３％ ０％

２３３ セ２８ ３６５ 炉穴 早期 ④ 一括 １９ ３６０ １８１ ２８２９ ４ ８２ １ ４４
２１１ ３３６７ ２０４ ３２７１ ０ ０ １ ４４

９７．１％ ０％ １．３％
２３４ セ２８ ３４３ 炉穴 早期 ④ 一括 ６ １３５ ８５ １４９１ １ ５

９６ １６７１ ９２ １６３１ ０ ０ ０ ０
９７．６％ ０％ ０％

２３５ セ２８ ３４２ 炉穴 早期 ④ 一括 ７ １２９ １４５ ２０６３ ２ １３０
１５７ ２３４１ １５４ ２３２２ ０ ０ ０ ０

９９．２％ ０％ ０％
２３６ セ２８ ３７２ 炉穴 早期 ④ 点あげ ３ １５８

一括 １ １４ ２７ ３１８
３７ ５６１ ３１ ４９０ ０ ０ ０ ０

８７．３％ ０％ ０％

２３７ セ２８ ３９５ 炉穴 早期 ④
点あげ ５ １６７
一括 ４０ ８１４ ３３５ ６５３０ ２ ５０

４４３ ８０７２ ３８２ ７５６１ ０ ０ ０ ０
９３．７％ ０％ ０％

２３８ セ２８ ３９４ 炉穴 早期 ④ 点あげ ２ １１４ ３ ２０８
一括 ５ １０３ ５３ ８８６ １ ３１ １ １８

９１ １６３６ ６４ １３４２ ０ ０ １ １８
８２．０％ ０％ １．３％

２３９ セ２８ ４１９ 炉穴 早期 ④ 点あげ ８ ２７０ ３４ １０６６
一括 ３ ５６

５０ １４４８ ４５ １３９２ ０ ０ ０ ０
９６．１％ ０％ ０％

２４０ セ２８ ４１７ 炉穴 早期 ④ 一括 ２ １５ ２８ ３９０ １ １９
３７ ４９６ ３１ ４２４ ０ ０ ０ ０

８５．５％ ０％ ０％
２４１ セ２８ ４１８ 炉穴 早期 ④ 点あげ ２５ ４０９６ １０２ ４１１１ ２ １９６

一括 １ １２ ８ ２２０
１４４ ８７０２ １３８ ８６３５ ０ ０ ０ ０

９９．２％ ０％ ０％
２４２ セ２８ ３５３ 炉穴 早期？ ④ ―
２４３ セ２８ ３５４ 炉穴 早期 ④ 点あげ ５ １９８

一括 ８ １８４ ６２ １３３３ ２ １９４
８２ １９９９ ７７ １９０９ ０ ０ ０ ０

９５．５％ ０％ ０％
２４４ セ２８ ３５２ 炉穴 早期 ④ 点あげ １ ２３１ １ １２７

一括 ２ ５４ ２５ ３８４ ２ ３２
３２ ８３９ ３１ ８２８ ０ ０ ０ ０

９８．７％ ０％ ０％
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新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 グループ 取り上げ方　　法
条痕文系 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

２４５ セ２８ ３５１ 土坑 早期 ④ 点あげ １ ４０ ２ ２５
一括 １ ２４ ９ １７０

１７ ３４０ １３ ２５９ ０ ０ ０ ０
７６．２％ ０％ ０％

２４６ セ２８ ３７３ 炉穴 早期 ④ 点あげ ３ ５０１ ３０ ８６９
一括 ５ ７３ ３６ ３９０ １ ８

８１ １９０６ ７５ １８４１ ０ ０ ０ ０
９６．６％ ０％ ０％

２４７ セ２８ ３３９ 土坑 早期 ④ 一括 ３ ８８ ４２ ５８２
４５ ６７０ ４５ ６７０ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２４８ セ２８ ３４０ 土坑 早期 ④ 一括 １３ ７７

１３ ７７ １３ ７７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２４９ セ２８ ３４１ 土坑 早期 ④ 一括 ４ ６８
５ ７９ ４ ６８ ０ ０ ０ ０

８６．１％ ０％ ０％
２５０ セ２８ ３５５ 炉穴 早期 ④ 点あげ ４ ５９ ７７ １５５３ ３ ４００

一括 １ ２９ ５１ ８４６ ２ ３８
１４０ ２９４０ １３８ ２９２５ ０ ０ ０ ０

９９．５％ ０％ ０％
２５１ セ２８ ３５７ 炉穴 早期 ④ 一括 ２ ４５ ３８ ８８５ ３ ８１

４３ １０１１ ４３ １０１１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２５２ セ２８ ３５６ 炉穴 早期 ④ 一括 １ １０ ９ １５８
１０ １６８ １０ １６８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２５３ セ２８ ３３８ 土坑 早期 ④ 一括 ２ ２７ ４ ３４ １ ２０

８ ８６ ７ ８１ ０ ０ ０ ０
９４．２％ ０％ ０％

２５４ セ２８ ３３６ 炉穴 早期 ④ 一括 ５ ８１ ３７ ４５６ １ １６
４４ ５５８ ４２ ５３７ ０ ０ １ １６

９６．２％ ０％ ２．９％
２５５ セ２８ ３３７ 炉穴 早期 ④ 点あげ １ １８

一括 ５ １５１ ５５ ７８３
６４ ９７４ ６１ ９５２ ０ ０ ０ ０

９７．７％ ０％ ０％
２５６ セ２８ ３３５ 炉穴 早期 ④ 一括 ３ １５ １７ １３６

２０ １５１ ２０ １５１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２５７ セ２８ ３３４ 土坑 早期 ④ 一括 １ ３ １７ １２９
２１ １５４ １８ １３２ ０ ０ ０ ０

８５．７％ ０％ ０％
２５８ セ２８ ３７８ 炉穴 早期 ⑤ 一括 １７ ３０７

１８ ３２１ １７ ３０７ ０ ０ ０ ０
９５．６％ ０％ ０％

２５９ セ２８ ３７５ 炉穴 早期 ⑤ 一括 ５ １８０ １４ ２８５

１９ ４６５ １９ ４６５ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２６０ セ２８ ３７６ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ １ ３０３
一括 ３ １６８ １３ ２９３ １ ３３

１８ ５１５ １７ ４９４ ０ ０ ０ ０
９５．９％ ０％ ０％

２６１ セ２８ ３７７ 炉穴 早期？ ⑤ ―
２６２ セ２８ ３８９ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ １ ９７ １ ５７３

一括 ２３ ３５３ １８０ ２６７２ ６ ６７６ １ １７
２１４ ３７７８ ２０９ ３７０１ ０ ０ １ １７

９８．０％ ０％ ０．５％

２６３ セ２８ ３８８ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ ２ ３４２ １９ ２９５ １ １４７

一括 １８ ４２７ ２２１ ３０７１ ４ １４２ １ ６
２７０ ４７００ ２６５ ４４２４ ０ ０ １ ６

９４．１％ ０％ ０．１％
２６４ セ２８ ３８６ 竪穴状遺構 早期 ⑤ 点あげ ２ １８７ ７ ２２０

一括 １１ ２４６ ６１ ９９３ １ ８ １ １６
７５ １２８５ ７３ １２４７ ０ ０ １ １６

９７．０％ ０％ １．３％
２６５ セ２８ ３８７ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ ６ ４８４

一括 １４ ３５６ １２７ ２１９６ ７ １３７
１５０ ２７３７ １４８ ２６８９ ０ ０ ０ ０

９８．２％ ０％ ０％
２６６ セ２８ ３９０ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ １ １０８

一括 ２ ２７ ２１ ４５６ １ １２
２６ ５１９ ２４ ４９５ ０ ０ ０ ０

９５．４％ ０％ ０％
２６７ セ２８ ３９８ 炉穴 早期？ ⑤ ―
２６８ セ２８ ３９９ 土坑 ― ⑤ ―
２６９ セ２８ ３９７ 炉穴 早期 ⑤ 点あげ １ ５２ １ １２ １ １３７

４ ２２１ ３ ２０１ ０ ０ ０ ０
９１．０％ ０％ ０％

２７０ セ２８ ３３３ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ３ ９９ ２７ ３２４

３３ ４３８ ３０ ４２３ ０ ０ ０ ０
９６．６％ ０％ ０％

２７１ セ２８ ３４４ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ３４ ２６７
３６ ２７６ ３４ ２６７ ０ ０ ０ ０

９６．７％ ０％ ０％
２７２ セ２８ ３８３ 炉穴 早期 ⑥ 点あげ ４ ３２０ ４ ２２７

一括 １３ １６３ １１８ １７６８ １ ２６
１４１ ２００５ １３２ １９５７ ０ ０ ０ ０

９７．６％ ０％ ０％
２７３ セ２８ ３８４ 炉穴 早期 ⑥ 一括 １３ １５９

１５ １８４ １３ １５９ ０ ０ ０ ０
８６．４％ ０％ ０％

２７４ セ２８ ３８５ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ４ ３５
４ ３５ ４ ３５ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２７５ セ２８ ３２９ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ４ ４７ ６ ９０

１０ １３７ １０ １３７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２７６ セ２８ ３１９ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ２７ ３６１ ２ １４
３６ ５１０ ２７ ３６１ ０ ０ ２ １４

７０．８％ ０％ ２．７％

２７７ セ２８ ３４９ 炉穴 早期 ⑥ 一括
９ １４８ ８０ ９１５ １ ２３

９７ １１４０ ８９ １０６３ ０ ０ １ ２３
９３．２％ ０％ ２．２％

２７８ セ２８ ３５０ 炉穴 早期 ⑥ 一括 １５ ２００
１５ ２００ １５ ２００ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
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新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 グループ 取り上げ方　　法
条痕文系 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

２７９ セ２８ ３４８ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ３３ ７８７ ３５１ ４０５０ ６ １５６

４０２ ５０９３ ３９０ ４９９３ ０ ０ ０ ０
９８．０％ ０％ ０％

２８０ セ２８ ３１８Ｂ 炉穴 早期？ ⑥ ―
２８１ セ２８ ３１８ 炉穴 早期 ⑥ 一括 １ ８６ １０ ３５６

１３ ４８６ １１ ４４２ ０ ０ ０ ０
９０．９％ ０％ ０％

２８２ セ２８ ２９８Ｂ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ８ ３０９ ８５ １２７７

９３ １５８６ ９３ １５８６ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２８３ セ２８ ３３０ 落ち込み 早期 ⑥ 一括 １ ２０ １６ ２２８ ３ ７４
２１ ３３４ １７ ２４９ ０ ０ ３ ７４

７４．６％ ０％ ２２．２％
２８４ セ２８ ３２０ 炉穴 早期？ ⑥ ―
２８５ セ２８ ３２１ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ６ １７８ １５８ １２３７ １ ９

１７１ １４８５ １６５ １４２４ ０ ０ ０ ０
９５．９％ ０％ ０％

２８６ セ２８ ３２２ 炉穴 早期 ⑥ 一括 ２９ ４４６
２９ ４４６ ２９ ４４６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２８７ セ２８ ３２３ 土坑？ ― ⑥ ―
２８８ セ２８ ２７７Ａ 炉穴 早期？ ⑥ ―
２８９ セ２８ ２７７Ｂ 炉穴 早期？ ⑥ ―
２９０ セ２８ ２７５ 土坑 早期 ⑥ 一括 ２ １０

２ １０ ２ １０ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２９１ セ２８ ２７６ 炉穴 早期 ⑥ 一括 １１ １９９

１４ ２３４ １１ １９９ ０ ０ ０ ０
８５．０％ ０％ ０％

２９２ セ２８ ３１２ 炉穴 早期 ⑦ 点あげ ７ ２６３
一括 １７ ５０６ １７６ ３０５６ ４ ８６ １ ２２ １ ５７

２０７ ４００１ ２０４ ３９１１ ０ ０ ２ ７９
９７．８％ ０％ ２．０％

２９３ セ２８ ３１３ 炉穴 早期 ⑦ 点あげ １ １９ ２４ １７３５ １ ２４７
一括 １ ２７ ２２ ４４４ １ ２０

５０ ２４９２ ５０ ２４９２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２９４ セ２８ ３１４ 炉穴 早期 ⑦ 点あげ １ １９ ４ １１２
一括 １ ３９ ４０ ６６４

４７ ８６７ ４６ ８３４ ０ ０ ０ ０
９６．２％ ０％ ０％

２９５ セ２８ ３１６ 炉穴 早期 ⑦
点あげ １ ２０ １３ ５３３
一括 １１ ３４５ ９３ １８９０ ２ ５１

１２３ ２９０９ １２０ ２８３９ ０ ０ ０ ０
９７．６％ ０％ ０％

２９６ セ２８ ３１５ 炉穴 早期 ⑦ 点あげ ４ ２０８ １３ ４３７ １ ２２

一括 １０ ２７５ ５８ １３４０ １ ３４ ２ ３７
９２ ２４３５ ８７ ２３１６ ０ ０ ２ ３７

９５．１％ ０％ １．６％
２９７ セ２８ ３９１ 炉穴 早期 ⑧ 一括 １４ ５６２ ６８ １３６８ ２ ２４

９１ ２０５６ ８４ １９５４ ０ ０ ０ ０
９５．０％ ０％ ０％

２９８ セ２８ ３９２ 炉穴 早期 ⑧ 一括 ２８ ５２１ ２６０ ４７０９ ５ ４１ ８ １４７
３１１ ５５６０ ２９３ ５２７１ ０ ０ ８ １４７

９４．８％ ０％ ２．６％

２９９ セ２８ ２４２ 炉穴 早期 ⑧
点あげ １ １５
一括 ６ １３５ １３０ ２０６７ ４ ６４

１４４ ２３８０ １４１ ２２８１ ０ ０ ０ ０
９５．８％ ０％ ０％

３００ セ２８ ３９６ 炉穴 早期 ⑧ 点あげ ４ ７１
一括 １９ ２９０ １６８ ２５８２ ２ ８１ １ １２

１９８ ３１１１ １９３ ３０２４ ０ ０ １ １２
９７．２％ ０％ ０．４％

３０１ セ２８ ３６０ 炉穴 早期 ⑨ 点あげ ２１ ９０９
一括 ６ ８１ ５７ ７６０ １ ４

８８ １７７７ ８５ １７５４ ０ ０ ０ ０
９８．７％ ０％ ０％

３０２ セ２８ ２７３ 炉穴 早期 ⑨ 一括 １ １８
２ ４０ １ １８ ０ ０ ０ ０

４５．０％ ０％ ０％
３０３ セ２８ ２７４ 炉穴 早期 ⑨ 一括 １ １１ １ １２

３ ４７ ２ ２３ ０ ０ ０ ０
４８．９％ ０％ ０％

３０４ セ２８ ２５７ 炉穴 早期 ⑨ 一括 １ ４２ ３３ ３８１
３９ ４６４ ３４ ４２３ ０ ０ ０ ０

９１．２％ ０％ ０％

３０５ セ２８ ２７８ 炉穴 早期 ⑨
点あげ １ ２８ ２ ２６３
一括 ３ １４０ ５４ １１４４ ２ ６５

６８ １７０９ ６２ １６４０ ０ ０ ０ ０
９６．０％ ０％ ０％

３０６ セ２８ ２６１ 炉穴 早期 ⑨
点あげ ４ ４９８ ２０ ４３６ ２ ２５
一括 ８５ １８３３ ８１７ １３６２３ １５ ３４８ １ ２９ ２ ２１

１００９ １７４７５ ９４３ １６７６３ １ ２９ ２ ２１
９５．９％ ０．２％ ０．１％

３０７ セ２８ ３６３ 炉穴 早期 ⑨ 点あげ ２ ２５
一括 １ ２０ ７ ８２

１１ １４６ １０ １２７ ０ ０ ０ ０
８７．０％ ０％ ０％

３０８ セ２８ ２５８ 炉穴 早期 ⑨
点あげ ５ １０４０ １３ ４０３

一括
１８ ３０６ ３０５ ４１７２ ４ １３１ ４ ７０

３５９ ６２５４ ３４５ ６０５２ ０ ０ ４ ７０
９６．８％ ０％ １．１％

３０９ セ２８ ４３８ 炉穴 早期？ ⑨ ―
３１０ セ２８ ２６０ 炉穴 早期 ⑨ 点あげ １ ２２２

一括 ３１ １１０２ １６９ ３４６６ １ １６ １ １９
２０５ ４８７４ ２０２ ４８０６ ０ ０ １ １９

９８．６％ ０％ ０．４％
３１１ セ２８ ４１５ 炉穴 早期 ⑨ 一括 ４ １６３

４ １６３ ４ １６３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３１２ セ２８ ２５１ 炉穴 早期 ⑨
点あげ ３ ５３９ ３３ ９７８
一括 ２２ ６８９ １９３ ３５７４ ３ ９３ ２ ４７
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口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

２６７ ６０２８ ２５４ ５８７３ ０ ０ ２ ４７
９７．４％ ０％ ０．８％

３１３ セ２８ ２５３ 陥し穴 ― ⑩ ―
３１４ セ２８ ２５２ 土坑 早期 ⑩ 一括 １ ８ ２ ７５

３ ８３ ３ ８３ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３１５ セ２８ ４０７ 炉穴 早期？ ⑪ ―
３１６ セ２８ ４０６ 竪穴状遺構 早期 ⑪ 一括 ５ １８０ ４２ ６８６ １ ３２

５０ ９１２ ４８ ８９８ ０ ０ ０ ０
９８．５％ ０％ ０％

３１７ セ２８ ４１３ 炉穴 早期 ⑪ 一括 ９ ２０３
９ ２０３ ９ ２０３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３１８ セ２８ ４１４ 竪穴状遺構 早期 ⑪ 一括 ７ １１５ １０３ １３９３ １２ ２１６

１２５ １７５５ １１０ １５０８ ０ ０ １２ ２１６
８５．９％ ０％ １２．３％

３１９ セ２８ ４０９ 炉穴 早期 ⑪ 一括 ７ １０８
７ １０８ ７ １０８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３２０ セ２８ ４３３ 炉穴 早期？ ⑪ ―
３２１ セ２８ ４２７ 炉穴 早期 ⑪ 点あげ １ ５５ ５ ４５３

一括 ４ １０４ ８０ １４５０
９３ ２０９１ ９０ ２０６２ ０ ０ ０ ０

９８．６％ ０％ ０％
３２２ セ２８ ４３５ 炉穴 早期 ⑪ 一括 １ １３ １７ ２２５ １ ２１ １ ３

２０ ２６２ １９ ２５９ ０ ０ １ ３
９８．９％ ０％ １．１％

３２３ セ２８ ４３４ 竪穴状遺構 早期 ⑪ 一括 １ ３２ ３９ ７１４ １ ３１
４１ ７７７ ４１ ７７７ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３２４ セ２８ ４３１ 炉穴 早期 ⑪ 一括 ８ １７０ ４８ １００６ ２ １００

５９ １２８９ ５８ １２７６ ０ ０ ０ ０
９９．０％ ０％ ０％

３２５ セ２８ ４３２ 炉穴 早期 ⑪ 一括 ３ ３７ １３ ２９３ １ ６６
１７ ３９６ １７ ３９６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３２６ セ２８ ４２８ 炉穴 早期 ⑪ 点あげ ７ １３９

一括 ２ ４１ ４ ８６
１３ ２６６ １３ ２６６ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３２７ セ２８ ４２９ 炉穴 早期 ⑪ 一括 ６ １２３ ５５ ７１９ １ ２２

６５ ９０３ ６２ ８６４ ０ ０ ０ ０
９５．７％ ０％ ０％

３２８ セ２８ ３０２ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ９ ８０５ ２１ １４１８
一括 ７ １１５ ２４ ３４１

６９ ２７７２ ６１ ２６７９ ０ ０ ０ ０
９６．６％ ０％ ０％

３２９ セ２８ ３０１ 炉穴 早期 ⑫
点あげ １ ４４ １５ ４６２
一括 １２ ３５７ １１１ ２０１８ ３ １５５

１４６ ３０８９ １４２ ３０３６ ０ ０ ０ ０
９８．３％ ０％ ０％

３３０ セ２８ ３０３ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ２ ４９ ４５ ５３８
４８ ５９８ ４７ ５８７ ０ ０ ０ ０

９８．２％ ０％ ０％
３３１ セ２８ ３０９ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ２３ ４９１ ２１５ ３５８３ ６ ２００

２５０ ４３６１ ２４４ ４２７４ ０ ０ ０ ０
９８．０％ ０％ ０％

３３２ セ２８ ３１０ 炉穴 早期 ⑫ 一括 １４ ３１９ １３８ ２０２０ ３ ２５
１６０ ２４２７ １５５ ２３６４ ０ ０ ０ ０

９７．４％ ０％ ０％

３３３ セ２８ ２８３ 炉穴 早期 ⑫
点あげ ２１ ２０３９ ４５ １８４９ １ １０
一括 ４３ １４４２ ４１８ ５９０６ ５ １９１ １ １０ ７ １１４

５５５ １１７１４ ５３３ １１４３７ ０ ０ ８ １２４
９７．６％ ０％ １．１％

３３４ セ２８ ２８４ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ５ ２８０ ２５ ７０７ １ ２５ １ ２４
一括 １６ ３３４ １８３ ３５３７ ４ １１２ １ ４１

２４６ ５２１８ ２３４ ４９９５ ０ ０ ２ ６５
９５．７％ ０％ １．２％

３３５ セ２８ ２８５ 炉穴 早期 ⑫ 一括 １１ １２４ ９２ １２０６ ３ ６８ ３ ４８

１１７ １５４５ １０６ １３９８ ０ ０ ３ ４８
９０．５％ ０％ ３．１％

３３６ セ２８ ２９７Ｂ 炉穴 早期 ⑫ 一括 １２ １８６ １０５ １４９０ ２ １４１ １ １６
１２５ １８９３ １１９ １８１７ ０ ０ １ １６

９６．０％ ０％ ０．８％
３３７ セ２８ ２１１ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ２８ ６８７

一括 ８ １０１ １１８ １８５８ ２ １１９ １ ２３ １ ２０
１６１ ２８３８ １５６ ２７６５ １ ２３ １ ２０

９７．４％ ０．８％ ０．７％
３３８ セ２８ ２１２ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ２２ ４３１ ２０４ ３０２１

２３１ ３５１８ ２２６ ３４５２ ０ ０ ０ ０
９８．１％ ０％ ０％

３３９ セ２８ ２５６ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ９ ３９６
一括 １２ ４０３ １３８ ２５８８ １ １６

１６６ ３４６８ １５９ ３３８７ ０ ０ １ １６
９７．７％ ０％ ０．５％

３４０ セ２８ ２５５ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ２ １８ １９ ２６５
２２ ３０１ ２１ ２８３ ０ ０ ０ ０

９４．０％ ０％ ０％
３４１ セ２８ ３０８ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ １ ９３ ７ １３８

一括 ２ ３５ １４ ３７７
２４ ６４３ ２４ ６４３ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３４２ セ２８ ３０７ 炉穴 早期？ ⑫ ―
３４３ セ２８ ３０６ 炉穴 早期？ ⑫ ―

３４４ セ２８ ３０５ 炉穴 早期 ⑫
点あげ １ ３５
一括 １７ ３４２ １７６ ２２７３ ８ １５４

２０６ ２８３７ ２０２ ２８０４ ０ ０ ０ ０
９８．８％ ０％ ０％

３４５ セ２８ ２１４ 炉穴 早期 ⑫
点あげ ２０ ３７６
一括 ７ １５０ ９９ １５００ １ ７５

１３１ ２１８５ １２７ ２１０１ ０ ０ ０ ０
９６．２％ ０％ ０％

３４６ セ２８ ２１３ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ６ ７８ ２９ ４００
３５ ４７８ ３５ ４７８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
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口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

３４７ セ２８ ２１９ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ２ ６９
一括 ３０ ２９７ １ １２

３４ ３８５ ３３ ３７８ ０ ０ ０ ０
９８．２％ ０％ ０％

３４８ セ２８ ２１７ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ １ ３７ １ ６２
一括 ３ ５７ １３３ ２２２９ １ ２７

１４０ ２４４２ １３９ ２４１２ ０ ０ ０ ０
９８．８％ ０％ ０％

３４９ セ２８ ２１５ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ２ １２７ ４ １１６
一括 １０ ２１１ ７４ １４２２

９４ １９１０ ９０ １８７６ ０ ０ ０ ０
９８．２％ ０％ ０％

３５０ セ２８ ２１８ 陥し穴 ― ⑫ ―
３５１ セ２８ ２８１ 炉穴 早期 ⑫ 一括 ２８ ６３１

２９ ６４１ ２８ ６３１ ０ ０ ０ ０
９８．４％ ０％ ０％

３５２ セ２８ ２１６ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ １３ ２９０
一括 ２ １６ ２３ ２１１ １ １０

３９ ５２７ ３８ ５１７ １ １０ ０ ０
９８．１％ １．９％ ０％

３５３ セ２８ ２８２ 炉穴 早期 ⑫ 点あげ ３ ２２７ １７ ３９５ １ ４６
一括 １０ １７９

３１ ８４７ ３１ ８４７ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３５４ セ２８ ２００ 炉穴 早期 ⑬ 点あげ ５ １３３８ １９ ９０９
一括 ３０ ７００ ２３５ ３９９４ ３ ７５３

２９５ ７７２７ ２９２ ７６９４ ０ ０ ０ ０
９９．６％ ０％ ０％

３５５ セ２８ １９９ 炉穴 早期 ⑬ 点あげ ３ １８８ ２０ １６４
一括 ２５ ３６０

４８ ７１２ ４８ ７１２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３５６ セ２８ ２３７ 土坑 早期 ⑬ 一括 １６ ２６５ ６９ １００２ １ ７２ １ ３９
８７ １３７８ ８６ １３３９ ０ ０ １ ３９

９７．２％ ０％ ２．８％

３５７ セ２８ ２３８ 炉穴 早期 ⑬
点あげ １ １１８ ４６ ２２８７
一括 ４９ １６０８ ３９６ ８４４２ １１ ３３１ １ １２

５０９ １２８８０ ５０３ １２７８６ ０ ０ １ １２
９９．３％ ０％ ０．１％

３５８ セ２８ ２３９ 土坑 早期 ⑬ 一括 １ ２２ ２３ ４４６
２４ ４６８ ２４ ４６８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３５９ セ２８ ２４０ 炉穴 早期 ⑬ 点あげ ８ １９６５ ７６ １９４４ １ １８９

一括 ２ １５１ ６８ １５０４ ３ ３１５ １ １０
１６３ ６２１７ １５８ ６０６８ ０ ０ １ １０

９７．６％ ０％ ０．２％
３６０ セ２８ ２３６ 炉穴 早期 ⑬ 点あげ １ ３３４ ２３ １４６４

一括 １１ １２３ ７９ １４７２
１１６ ３４０８ １１４ ３３９３ ０ ０ ０ ０

９９．６％ ０％ ０％
３６１ セ２８ １９６ 炉穴 早期 ⑬ 点あげ ８ ３３３ ４０ ９６７ ２ １３０ ６ １５１

一括 １ ９ １１２ ２２２３ ３ １２９ ９ １６２ ４３ １０６７
２２９ ５２５９ １６４ ３６６１ ０ ０ ６０ １５１０

６９．６％ ０％ ２８．７％
３６２ セ２８ ２３１ 土坑 早期 ⑬ 点あげ ２ １７６ ６ ５９２

一括 ４ １３２ ３７ ６９２ １ １０ １ １８
５６ １７２４ ４９ １５９２ ０ ０ ２ ２８

９２．３％ ０％ １．６％
３６３ セ２８ ２３２ 集石遺構 早期 ⑬ 点あげ １ １３

一括 ７ ５９ １ ２０
９ ９２ ７ ５９ ０ ０ ２ ３３

６４．１％ ０％ ３５．９％

３６４ セ２８ １９８ 炉穴 早期 ⑬
点あげ ３ ８１０ ６ ３６４ ３ ３８６
一括 ５１ １３７１ ５６７ １０６２５ ５ １３５ ５ １３６ ３４ ４９５ １ ２０

６９６ １４６５０ ６３５ １３６９１ ０ ０ ４０ ６５１
９３．５％ ０％ ４．４％

３６５ セ２８ ２６４ 炉穴 早期 ⑭ 一括 ６ ２０４ ５１ ８３６ ２ ４７
６０ １１００ ５９ １０８７ ０ ０ ０ ０

９８．８％ ０％ ０％
３６６ セ２８ ２６５ 炉穴 早期 ⑭ 点あげ １ １４７

一括 ２ ５４ ３６ ５０７
３９ ７０８ ３９ ７０８ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
３６７ セ２８ ２６６ 炉穴 早期 ⑭ 一括 １３ ３７８ １２２ １７８２ １ １３ １０ １０２

１５２ ２３６９ １３５ ２１６０ ０ ０ １１ １１５
９１．２％ ０％ ４．９％

３６８ セ２８ ２４３ 炉穴 早期？ ⑭ ―
３６９ セ２８ ２６２ 炉穴 早期 ⑭ 一括 ４ ６３ ３３ ７５０ １ ７ １ １５

４２ ９０３ ３７ ８１３ ０ ０ ２ ２２
９０．０％ ０％ ２．４％

３７０ セ２８ ２６３ 炉穴 早期 ⑭ 一括 ６ ９６ ８６ １２６１ １ ９

９６ １３７９ ９２ １３５７ ０ ０ １ ９
９８．４％ ０％ ０．７％

３７１ セ２８ ２６７ 炉穴 早期 ⑭ 一括
３７２ セ２８ ４４５ 炉穴 早期 ⑭ 一括 ６ ７７

８ ８３ ６ ７７ ０ ０ ０ ０
９２．８％ ０％ ０％

３７３ セ２８ １１９ 土坑 ― ⑮ ―
３７４ セ２８ １１８ 土坑 ― ⑮ ―
３７５ セ２８ １６１ 陥し穴？ ― ⑮ ―
３７６ セ２８ １１０ 炉穴 早期 ⑮ 一括 １ １１

１ １１ １ １１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３７７ セ２８ １０６ 土坑 ― ⑮ ―
３７８ セ５４ ８６ 炉穴 早期？ ―
３７９ セ５４ ８５ 土坑 ― ―
３８０ セ５４ ８４ 土坑 ― ―
３８１ セ５４ ８９ 陥し穴 ― ―
３８２ セ５４ ９２ 炉穴 早期 一括 ２０ ２１１ １ １８ １ ６

２３ ２５２ ２１ ２２９ ０ ０ １ ６
９０．９％ ０％ ２．４％

３８３ セ５４ ９３ 炉穴 早期 一括 ２ ２５ ５ ８３ ３９ ６１２
４６ ７２０ ２ ２５ ０ ０ ４４ ６９５

３．５％ ０％ ９６．５％
３８４ セ５４ ９５ 炉穴 早期 点あげ ４ ５７ １６ １６７

一括 １ ９ ３０ ２７５ １ ７
５２ ５１５ ５１ ５０８ ０ ０ １ ７
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新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 グループ 取り上げ方　　法
条痕文系 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

９８．６％ ０％ １．４％
３８５ セ５４ １７４ 炉穴 早期？ ―
３８６ セ５４ １２１ 陥し穴 早期？ 一括 ２ ２０ ３ ３２ １７ ２１４

２４ ３１３ ２ ２０ ０ ０ ２０ ２４６
６．４％ ０％ ７８．６％

３８７ セ５４ １９０ 土坑 ― ―
３８８ セ５４ １７５ 土坑 ― ―
３８９ セ５４ １７６ 炉穴 早期 一括

６ ９２ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０％ ０％ ０％

３９０ セ５４ １７３ 炉穴 早期？ ―
３９１ セ５４ １７２ 炉穴 早期？ ―
３９２ セ５４ １３８ 土坑 ― ―
３９３ セ５４ １８３ 土坑 ― ―
３９４ セ５４ １８４ 土坑 ― ―
３９５ セ５４ ５３ 土坑 ― ―
３９６ セ５４ １８８ 陥し穴 ― ―
３９７ セ５４ １７９ 土坑 早期 一括 １ １２

２ ３２ １ １２ ０ ０ ０ ０
３７．５％ ０％ ０％

３９８ セ５４ ６５Ａ 土坑 ―
１ ２７ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０％ ０％ ０％
３９９ セ５４ ６５Ｂ 土坑 ― ―
４００ セ５４ ６４ 土坑 前期 一括 １ ３３

７ １２３ ０ ０ ０ ０ １ ３３
０％ ０％ ２６．８％

４０１ セ５４ ６３ａ・ｂ 土坑 前期 一括 ２ １２ １０ １７８
１９ ２９９ ０ ０ ０ ０ １２ １９０

０％ ０％ ６３．５％
４０２ セ５４ ６６ 土坑 ― ―
４０３ セ５４ ６７ 土坑 ― ―
４０４ セ５４ ７０ 土坑 前期 一括 １ ３３ ２ ８０

５ １６６ １ ３３ ０ ０ ２ ８０
１９．９％ ０％ ４８．２％

４０５ セ５４ ７１ 土坑 ― ―
４０６ セ５４ １８６ 土坑 ― 一括

２ ２４ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０％ ０％ ０％

４０７ セ５４ ６２ｂ 土坑 ― ―
４０８ セ５４ ５９ 土坑 ― ―
４０９ セ５４ １８７ 土坑 ― ―
４１０ セ５４ ６０ 土坑 ― ―
４１１ セ５４ １８０ 土坑 ― ―
４１２ セ５４ ５７ 土坑 ― ―
４１３ セ５４ １７０ 土坑 ― ―
４１４ セ５４ １３６ 陥し穴 ― ―
４１５ セ５４ １９４ 土坑 ― ―
４１６ セ５４ １９５ 土坑 ― ―
４１７ セ５４ ８１ 土坑 ― ―
４１８ セ５４ ８０ 陥し穴 ― ―
４１９ セ５４ ７９Ｂ 陥し穴 ― ―
４２０ セ５４ ７６ 陥し穴 前期 一括 ４ １１ ４２ １４５９

５１ １６３８ ０ ０ ０ ０ ４６ １４７０
０％ ０％ ８９．７％

４２１ セ５４ ７４ 陥し穴？ ― ―
４２２ セ５４ ７７ 陥し穴 ― ―
４２３ セ５４ ７５ 土坑 ― 一括

２ ７７ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０％ ０％ ０％

４２４ セ５４ ８２ 陥し穴 ― ―
４２５ セ５４ １２０ 陥し穴 ― ―
４２６ セ５４ １２９ 陥し穴？ ― ―
４２７ セ５４ １３０ 陥し穴 ― ―
４２８ セ５４ １３２ 土坑 ― ―
４２９ セ５４ １４５ 陥し穴 ― ―
４３０ セ５４ １９１ 炉穴 早期 ―
４３１ セ５４ １９２ 炉穴 早期 一括 ５ ２２

６ ４１ ５ ２２ ０ ０ ０ ０
５３．７％ ０％ ０％

４３２ セ５４ １９３ 炉穴 早期 点あげ ２６ ３４１
一括 ２ ６３ １１ １４６

４２ ５８０ ３９ ５５０ ０ ０ ０ ０
９４．８％ ０％ ０％

４３３ セ５４ １４４ 陥し穴 ― ―
４３４ セ５４ １６２ 陥し穴 ― ―
４３５ セ５４ １６４ 土坑 ― ―
４３６ セ５４ １６３ 陥し穴 ― ―
４３７ セ５４ １６５ 竪穴状遺構 ― ―
４３８ セ５４ １６６ 陥し穴 ― ―
４３９ セ５４ １５７ 土坑 ― ―
４４０ セ５４ １６７ 土坑 ― ―

表９　遺構出土土器集計（貝層）
新№ 調査区 旧№ 遺構種別 時期 取り上げ

方　　法
条痕文 条痕・縄文 羽状縄文系

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

２６ セ２８ ４２３ 貝ブロック遺構外 早期 点あげ １ ４５ ２３ ３７５
一括 ２０ ２０８ １ １７

４６ ６５２ ４５ ６４５ ０ ０ ０ ０
９８．９％ ０％ ０％

２７ セ２８ ４２１ 貝ブロック遺構外 早期 点あげ １ １４ ４ ９１
一括 １ １１ ２６ ３３９

３４ ４９５ ３２ ４５５ ０ ０ ０ ０
９１．９％ ０％ ０％

表９　つづき

－687－



表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
６１ ０６４ ＳＦ２０７ 遺物なし
６２ ０６４ ＳＸ９３９ 弥生 １ １４

土師 １１ ７３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
６３ ０６４ ＳＦ２０９ 遺物なし
６４ ０６４ ＳＦ２０８ 遺物なし
６５ ０６４ ＳＫ２０８ 遺物なし
６６ ０６４ ＳＦ２０６ 遺物なし
６７ ０６４ ＳＫ２０４ 遺物なし
６８ ０６４ ＳＫ２０２ 遺物なし
６９ ０６４ ＳＫ２０３ 遺物なし
７０ ０６４ ＳＦ２０４ 遺物なし
７１ ０６４ ― 遺物なし
７２ ０６４ ＳＦ２０５ 遺物なし
７３ ０６４ ＳＦ２０１

０ ０ ０ ０
０％ ０％

７４ ０６４ ＳＦ２０２ 遺物なし
７５ ０６４ ＳＦ２０３ 遺物なし
７６ ０６４ ＳＫ２０３ 遺物なし
７７ ０６４ ＳＸ９０１ 遺物なし
７８ ＴＪ ５号 遺物なし
７９ ＴＪ ４号 遺物なし
８０ ＴＪ ３号

０ ０ ０ ０
０％ ０％

８１ ＴＪ ７号
０ ０ ０ ０

０％ ０％
８２ ＴＪ ２号

０ ０ ０ ０
０％ ０％

８３ ＴＪ ６号
０ ０ ０ ０

０％ ０％
８４ ＴＪ １号 弥生 １ ４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

８５ ＴＪ ９号
０ ０ ０ ０

０％ ０％
８６ ＴＪ 西側６号 遺物なし
８７ ＴＪ 西側５号 遺物なし
８８ ＴＪ 西側４号 遺物なし
８９ ＴＪ １１・１２号 遺物なし
９０ ＴＪ １０号

０ ０ ０ ０
０％ ０％

９１ ＴＪ １０号（西） 弥生 １ １１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
９２ ＴＪ ２９号 遺物なし
９３ ＴＪ ３０号 遺物なし
９４ ＴＪ ２８号 遺物なし
９５ ＴＪ ２７号 遺物なし
９６ ＴＪ ３１号 遺物なし
９７ ＴＪ ２６号 遺物なし
９８ ＴＪ ４号

０ ０ ０ ０
０％ ０％

９９ ＴＪ １号 堀之内 １ １２ １ ３０ １ ３０ 弥生 １５ ２１３
１ １２ ０ ０
４．１％ ０％

１００ ＴＪ ５号 撚糸文 １ １３
１ １３ ０ ０
７．６％ ０％

１０１ ＴＪ ２号 遺物なし
１０２ ＴＪ ３号 遺物なし
１０３ ＴＪ １１号 １ １３ １ ２１ 土師 １ ９

０ ０ ２ ３４
０％ １０．８％

１０４ ＴＪ １０号（東） 遺物なし
１０５ ＴＪ ６号 撚糸文 １ ８

堀之内 ２ ５３ ２ １３６
５ １９７
３８．１％

１０６ ＴＪ １３号 遺物なし
１０７ ＴＪ ８号

０ ０
０％

１０８ ＴＪ １２号
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１０９ ＴＪ ７号 遺物なし
１１０ ＴＪ ９号 遺物なし
１１１ ＴＪ １６号（西） 遺物なし
１１２ ＴＪ １６号（東） 遺物なし
１１３ ＴＪ １４号 遺物なし
１１４ ＴＪ １５号 遺物なし
１１５ ０９９ ３０７５

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１１６ ０９９ ３０６６
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１１７ ０９９ ３１２８ 弥生 １ １２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１１８ ０９９ ３０７３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１１９ ０９９ ３０７４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１２０ ０９９ ３００７ 土師 ３ ８２
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１２１ ０９９ ３０７８

０ ０ ０ ０
０％ ０％
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
１２２ ０９９ ３０８０ 遺物なし
１２３ ０９９ ３１３７ ８ １４４ 弥生 １ ６

０ ０ ８ １４４
０％ ０．６％

１２４ ０９９ ３０６０
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１２５ ０９９ ３０５９ 弥生 １ ４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１２６～１２８ ０９９ ３１８１～３１８３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１２９ ０９９ ３１８０ 弥生 １ １２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１３０ ０９９ ３１７８
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１３１ ０９９ ３１７９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１３２ ０９９ ３１８４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１３３ ０９９ ３０３８ 遺物なし

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１３４ ０９９ ３３６３ 遺物なし
１３５ ０９９ ３１２１ 遺物なし
１３６ ０９９ ３１１８ 遺物なし
１３７ ０９９ ３３４１ 遺物なし
１３８ ０９９ ３３４２ 遺物なし
１３９ ０９９ ３３３６ 遺物なし
１４０ ０９９ ３３３５ 諸磯 １ ３５

１ ３５ ０ ０
４１．７％ ０％

１４１ ０９９ ３３３１ 遺物なし
１４２ ０９９ ３３３０ 遺物なし
１４３ ０９９ ３３６２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１４４ ０９９ ３３１６Ａ １ ４ 土師 ３ ３９
０ ０ １ ４

０％ ４．７％
１４５ ０９９ ３３１６Ｂ 浮島 １ ２４ ２ １７ ２ １９ 土師 ３ ２９

諸磯ｃ ２ ２４
３ ４８ ４ ３６
１７．９％ １３．４％

１４６ ０９９ ３３０４ 遺物なし
１４７ ０９９ ３３５７ 遺物なし
１４８ ０９９ ３３１９ 遺物なし
１４９ ０９９ ３３０３ 遺物なし
１５０ ０９９ ３３２４ 諸磯ａ １ １１

１ １１ ０ ０
１００％ ０％

１５１ ０９９ ３３０１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１５２ ０９９ ３３０２ 遺物なし
１５３ セ７２ ０４６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１５４ セ７２ ０４５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１５５ セ７２ ０５４ 遺物なし
１５６ セ７２ ０４４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１５７ セ７２ ０４８
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１５８ セ７２ ０４７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１５９ セ７２ ０４９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１６０ セ７２ ０５０ 遺物なし
１６１ セ７２ ０５１

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１６２ セ７２ ０５２ 遺物なし
１６３ セ７２ ０５７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１６４ セ７２ ０５６ 遺物なし
１６５ セ７２ ０６３ 遺物なし
１６６ セ７２ ０５９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１６７ セ７２ ０５８ 遺物なし
１６８ セ７２ ０６１ 遺物なし
１６９ セ７２ ０７５ 加曽利Ｂ（粗製） ２ １９ ３ ３４ 土師 １ ８

２ １９ ３ ３４
０．７％ １．２％

１７０ セ７２ ０８３ ２ ９
０ ０ ２ ９

０％ ３．１％
１７１ セ７２ ０７２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１７２ セ７２ ０７１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１７３ セ７２ ０７０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１７４ セ７２ ０７３ 前期後葉 １ １９ 土師 １ ５
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
１ １９ ０ ０
０．７％ ０％

１７５ セ７２ ０３９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１７６ セ７２ ０７４ １ ２

０ ０ １ ２
０％ ０．２％

１７７ セ７２ ０６４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１７８ セ７２ ０７８

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１７９ セ７２ ０７７
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１８０ セ７２ ０３８

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１８１ セ７２ ０６５ 撚糸文 １ ７ １ ３３ ２ ６０ 弥生 ７ ８２ １ ２６
１ ７ ３ ９３
０.01％ ０．２％

１８２ セ７２ ０６９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１８３ セ７２ ０６６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１８４ セ７２ ０６７ 撚糸文 １ ８ ２ ４３
１ ８ ２ ４３
０．１％ ０．４％

１８５ セ７２ ０６８ 加曽利Ｂ １ ４１
１ ４１ ０ ０
０．３％ ０％

１８６ セ７２ ０８０ １ ８
０ ０ １ ８

０％ ７．４％
１８７ セ７２ ０８１ ５ ４５

０ ０ ５ ４５
０％ ４５．９％

１８８ セ７２ ０２１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１８９ セ７２ ０３１ 遺物なし
１９０ セ７２ ０１６ 遺物なし
１９１ セ７２ ０２９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１９２ セ７２ ０８２
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１９３ セ７２ ０２８

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１９４ セ７２ ０３４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１９５ セ７２ ０２３

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１９６ セ７２ ０４０ １ ２１ 土師 ５ １４
０ ０ １ ２１

０％ ０．４％
１９７ セ７２ ０２７ 遺物なし
１９８ セ７２ ０１５

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１９９ セ７３ ０２８
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２００ セ７３ ０３４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２０１ セ７３ ０３５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２０２ セ７３ ０３７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２０３ セ７３ ０２５ 遺物なし
２０４ セ７３ ０２４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２０３・２０４ セ７３ ０２４・０２５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２０５ セ７３ ０３０ 遺物なし
２０６ セ７３ ０２６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２０７ セ７３ ０４０Ａ
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２０８ セ７３ ０４０Ｂ

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２０７・２０８ セ７３ ０４０ＡＢ
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２０９ セ７３ ０３８ 遺物なし
２１０ セ７３ ０３９

０ ０ ０ ０
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
０％ ０％

２１１ セ７３ ０４１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２１２ セ７３ ０３１ 遺物なし
２１３ セ７３ ０３２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２１４ セ７３ ０１８
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２１５ セ２８ ４１０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２１６ セ２８ ３２６ 弥生 １ ４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２１７ セ２８ ３２４ 称名寺 １ ３５

撚糸文 １ ３１ ３ ８７
２ ６６ ３ ８７
０．９％ １．２％

２１８ セ２８ ３２５ ２ １４
０ ０ ２ １４

０％ １．０％
２１９ セ２８ ４３０ 撚糸文 １ １２

１ １２ ０ ０
８．１％ ０％

２２０ セ２８ ４２０ 撚糸文 １ ５５ ３ ３９
４ ９４ ０ ０
８．９％ ０％

２２１ セ２８ ４２２ 撚糸文 ２ １１１

２ １１１ ０ ０
２．０％ ０％

２２２ セ２８ ３８０ 撚糸文 １ ６
撚糸文 ２ ３９ 弥生 １ １７

３ ４５ ０ ０
２．１％ ０％

２２３ セ２８ ３８１ 撚糸文 １ １７
１ １７ ０ ０
３．１％ ０％

２２４ セ２８ ３８２ 撚糸文 ２ ２１ １３ ２３２
撚糸文系（無文） ３ １０５

１８ ３５８ ０ ０
１４．９％ ０％

２２５ セ２８ ３６９ 撚糸文 １ １３
撚糸文 ２ ２５

３ ３８ ０ ０
０．８％ ０％

２２６ セ２８ ３７１
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２２７ セ２８ ３７０ 遺物なし
２２８ セ２８ ３６８ 撚糸文 １ １４

撚糸文 ３ ４３ １ １８
４ ５７ １ １８
３．０％ ０．９％

２２９ セ２８ ３６７ 撚糸文 １ ７
１ ７ ０ ０
０．７％ ０％

２３０ セ２８ ３６６ 撚糸文 ５ ３０ １ ６
５ ３０ １ ６
８．６％ １．７％

２３１ セ２８ ４３７ 遺物なし
２３２ セ２８ ３４７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２３３ セ２８ ３６５ 撚糸文 １ １１ ５ ４１
６ ５２ ０ ０
１．５％ ０％

２３４ セ２８ ３４３ 撚糸文 ４ ４０
４ ４０ ０ ０
２．４％ ０％

２３５ セ２８ ３４２ 撚糸文 ３ １９ 弥生 １ ６
３ １９ ０ ０
０．８％ ０％

２３６ セ２８ ３７２ 撚糸文 ３ ３６ ３ ３５
６ ７１ ０ ０
１２．７％ ０％

２３７ セ２８ ３９５ 撚糸文 １３ ４３ ４６４ １ ５ 弥生 ５ ５９
撚糸文系（無文） ２ １５ ２ ２７ 土師 ２ １６

６０ ５０６ １ ５
６．３％ ０．１％

２３８ セ２８ ３９４ 撚糸文 ２ １７ １９ １９９ ５ ６０
２１ ２１６ ５ ６０
１３．２％ ３．７％

２３９ セ２８ ４１９ 撚糸文 ２ ２２
撚糸文 ３ ３４

５ ５６ ０ ０
３．９％ ０％

２４０ セ２８ ４１７ 撚糸文 ６ ７２
６ ７２ ０ ０
１４．５％ ０％

２４１ セ２８ ４１８ 撚糸文 ６ ６７
６ ６７ ０ ０
０．８％ ０％

２４２ セ２８ ３５３ 遺物なし
２４３ セ２８ ３５４ 撚糸文 ５ ９０

５ ９０ ０ ０
４．５％ ０％

２４４ セ２８ ３５２ 撚糸文 １ １１
１ １１ ０ ０
１．３％ ０％
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
２４５ セ２８ ３５１ 撚糸文 １ ３１

撚糸文 ３ ５０
４ ８１ ０ ０
２３．８％ ０％

２４６ セ２８ ３７３ 撚糸文 ２ ２２
撚糸文 ３ ２６ １ １７ 土師 ２ １２

６ ６５ ０ ０
３．４％ ０％

２４７ セ２８ ３３９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２４８ セ２８ ３４０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２４９ セ２８ ３４１ 撚糸文 １ １１
１ １１ ０ ０
１３．９％ ０％

２５０ セ２８ ３５５ 撚糸文 ２ １５ 土師 １ １９
２ １５ ０ ０
０．５％ ０％

２５１ セ２８ ３５７
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２５２ セ２８ ３５６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２５３ セ２８ ３３８ 撚糸文 １ ５
１ ５ ０ ０
５．８％ ０％

２５４ セ２８ ３３６ 撚糸文 １ ５
１ ５ ０ ０
０．９％ ０％

２５５ セ２８ ３３７ 撚糸文 １ ５ ２ １７
３ ２２ ０ ０
２．３％ ０％

２５６ セ２８ ３３５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２５７ セ２８ ３３４ 撚糸文 ３ ２２

３ ２２ ０ ０
１４．３％ ０％

２５８ セ２８ ３７８ 撚糸文 １ １４
１ １４ ０ ０
４．４％ ０％

２５９ セ２８ ３７５ 弥生 １ ２６
土師 １ ７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２６０ セ２８ ３７６ 撚糸文 １ ２１
１ ２１ ０ ０
４．１％ ０％

２６１ セ２８ ３７７ 遺物なし
２６２ セ２８ ３８９ 撚糸文 ４ ６０

４ ６０ ０ ０
１．６％ ０％

２６３ セ２８ ３８８
撚糸文 １ １９
加曽利Ｂ １ ２２９
撚糸文 ２ ２２

４ ２７０ ０ ０
５．７％ ０％

２６４ セ２８ ３８６ １ ２２
０ ０ １ ２２

０％ １．７％
２６５ セ２８ ３８７ 撚糸文 ２ ４８

２ ４８ ０ ０
１．８％ ０％

２６６ セ２８ ３９０ 撚糸文 １ １４ １ １０
１ １４ １ １０
２．７％ １．９％

２６７ セ２８ ３９８ 遺物なし
２６８ セ２８ ３９９ 遺物なし
２６９ セ２８ ３９７ 撚糸文 １ ２０

１ ２０ ０ ０
９．０％ ０％

２７０ セ２８ ３３３ 撚糸文 ３ １５ 弥生 １ ３
土師 ２ ２０

３ １５ ０ ０
３．４％ ０％

２７１ セ２８ ３４４ 撚糸文 ２ ９ 土師 １ １
２ ９ ０ ０
３．３％ ０％

２７２ セ２８ ３８３ 撚糸文 ９ ４８ 弥生 ２ ６７
９ ４８ ０ ０
２．４％ ０％

２７３ セ２８ ３８４ 撚糸文 ２ ２５
２ ２５ ０ ０
１３．６％ ０％

２７４ セ２８ ３８５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２７５ セ２８ ３２９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２７６ セ２８ ３１９ 撚糸文 １ １１ ５ １０３ １ ２１
６ １１４ １ ２１
２２．４％ ４．１％

２７７ セ２８ ３４９
撚糸文 １ １０ ２ １３ １ ９ 弥生 １ １３
撚糸文系（無文） ２ ２１
称名寺 １ ２４

６ ４５ １ ９
３．９％ ０．８％

２７８ セ２８ ３５０
０ ０ ０ ０

０％ ０％
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
２７９ セ２８ ３４８ 撚糸文 ２ ２１ ９ ７０ 弥生 １ ５ ２ ８

撚糸文系（無文） １ ９ 土師 １ ６
１２ １００ ０ ０
２．０％ ０％

２８０ セ２８ ３１８Ｂ 遺物なし
２８１ セ２８ ３１８ 撚糸文 ２ ４４

２ ４４ ０ ０
９．１％ ０％

２８２ セ２８ ２９８Ｂ 土師 １ ２９
弥生 ２ ６４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２８３ セ２８ ３３０ 称名寺 １ １１
１ １１ ０ ０
３．３％ ０％

２８４ セ２８ ３２０ 遺物なし
２８５ セ２８ ３２１ 撚糸文 １ ６ ５ ５５

６ ６１ ０ ０
４．１％ ０％

２８６ セ２８ ３２２
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２８７ セ２８ ３２３ 遺物なし
２８８ セ２８ ２７７Ａ 遺物なし
２８９ セ２８ ２７７Ｂ 遺物なし
２９０ セ２８ ２７５

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２９１ セ２８ ２７６ 撚糸文 １ １２ １ １２
撚糸文系（無文） １ １１

３ ３５ ０ ０
１５．０％ ０％

２９２ セ２８ ３１２ 撚糸文 １ １１
１ １１ ０ ０
０．３％ ０％

２９３ セ２８ ３１３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２９４ セ２８ ３１４ 撚糸文 １ ３３

弥生 ２ ２１
１ ３３ ０ ０
３．８％ ０％

２９５ セ２８ ３１６ 撚糸文 ２ ４６ 弥生 ２ １７
撚糸文系（無文） １ ２４

３ ７０ ０ ０
２．４％ ０％

２９６ セ２８ ３１５
加曽利Ｅ １ ２５
加曽利Ｂ １ ４５
撚糸文 １ １２

３ ８２ ０ ０
３．４％ ０％

２９７ セ２８ ３９１ 撚糸文 ７ １０２ 弥生 １ １４
７ １０２ ０ ０
５．０％ ０％

２９８ セ２８ ３９２ 撚糸文 ７ １１３ ３ ２９ 弥生 ６ ４２ １ １３
７ １１３ ３ ２９
２．０％ ０．５％

２９９ セ２８ ２４２ 撚糸文 １ ４８ １ ３５ 弥生 ２ １７
加曽利Ｂ １ １６ 土師 ２ ５

３ ９９ ０ ０
４．２％ ０％

３００ セ２８ ３９６ 撚糸文 ４ ７５
４ ７５ ０ ０
２．４％ ０％

３０１ セ２８ ３６０ 撚糸文 ３ ２３ 弥生 １ ３
３ ２３ ０ ０
１．３％ ０％

３０２ セ２８ ２７３ 撚糸文 １ ２２
１ ２２ ０ ０
５５．０％ ０％

３０３ セ２８ ２７４ 撚糸文 １ ２４ 土師 １ ４
１ ２４ ０ ０
５１．１％ ０％

３０４ セ２８ ２５７ 撚糸文 ５ ４１ 弥生 １ ３ １ ７
５ ４１ ０ ０
８．８％ ０％

３０５ セ２８ ２７８ 撚糸文 ２ ２４ ２ １７ 弥生 １ ７
安行 ２ ２８

６ ６９ ０ ０
４．０％ ０％

３０６ セ２８ ２６１
弥生 １ １１

撚糸文 ９ １１７ ４３ ４３７ ２ ５５ ３ ４２ 弥生 ４ ３８
撚糸文系（無文） ６ １１ 土師 ６ ５０

５８ ５６５ ５ ９７
３．２％ ０．６％

３０７ セ２８ ３６３ 撚糸文 １ １９

１ １９ ０ ０
１３．０％ ０％

３０８ セ２８ ２５８ 撚糸文 ２ １５ ６ ６５ ３ ６３ 弥生 ５ ７４
堀之内２ １ １１ 土師 ２ ２１
加曽利Ｂ １ ４１ 須恵器 ２ ３８

１０ １３２ ３ ６３
２．１％ １．０％

３０９ セ２８ ４３８ 遺物なし
３１０ セ２８ ２６０ 撚糸文 ２ ４９

２ ４９ ０ ０
１．０％ ０％

３１１ セ２８ ４１５
０ ０ ０ ０

０％ ０％

３１２ セ２８ ２５１ 撚糸文 ５ ６４ ３ ２２
撚糸文系（無文） ３ ２２
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
８ ８６ ３ ２２
１．４％ ０．４％

３１３ セ２８ ２５３ 遺物なし
３１４ セ２８ ２５２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３１５ セ２８ ４０７ 遺物なし
３１６ セ２８ ４０６ 撚糸文 １ ８

堀之内１ １ ６
２ １４ ０ ０
１．５％ ０％

３１７ セ２８ ４１３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３１８ セ２８ ４１４ 撚糸文 １ １５ ２ １６ 弥生 ３ ７

１ １５ ２ １６
０．９％ ０．９％

３１９ セ２８ ４０９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３２０ セ２８ ４３３ 遺物なし
３２１ セ２８ ４２７ 撚糸文 ３ ２９

３ ２９ ０ ０
１．４％ ０％

３２２ セ２８ ４３５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３２３ セ２８ ４３４ 弥生 １ ９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３２４ セ２８ ４３１ 撚糸文 １ １３
１ １３ ０ ０
１．０％ ０％

３２５ セ２８ ４３２
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３２６ セ２８ ４２８

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３２７ セ２８ ４２９ 撚糸文 ３ ３９
３ ３９ ０ ０
４．３％ ０％

３２８ セ２８ ３０２ 撚糸文 ８ ９３
８ ９３ ０ ０
３．４％ ０％

３２９ セ２８ ３０１ 撚糸文 ２ １２ １ １６ 須恵器 １ １１
曽谷 １ ２５

３ ３７ １ １６
１．２％ ０．５％

３３０ セ２８ ３０３ 撚糸文 １ １１
１ １１ ０ ０
１．８％ ０％

３３１ セ２８ ３０９ 撚糸文 ４ ５１
撚糸文系（無文） ２ ３６

６ ８７ ０ ０
２．０％ ０％

３３２ セ２８ ３１０ 撚糸文 １ ２３ ４ ４０
５ ６３ ０ ０
２．６％ ０％

３３３ セ２８ ２８３ 撚糸文 １ １０ １０ ８０
加曽利Ｂ ３ ６３

１４ １５３ ０ ０
１．３％ ０％

３３４ セ２８ ２８４ 撚糸文 ３ ６８ ７ ９０
１０ １５８ ０ ０
３．０％ ０％

３３５ セ２８ ２８５ 撚糸文 ３ ３６ ３ ２７ １ １５
安行 １ ２１

７ ８４ １ １５
５．４％ １．０％

３３６ セ２８ ２９７Ｂ 撚糸文 １ ７ ４ ５３
５ ６０ ０ ０
３．２％ ０％

３３７ セ２８ ２１１ 撚糸文 ３ ３０
３ ３０ ０ ０
１．１％ ０％

３３８ セ２８ ２１２ 撚糸文 ５ ６６
５ ６６ ０ ０
１．９％ ０％

３３９ セ２８ ２５６ 撚糸文 ６ ６５
６ ６５ ０ ０
１．９％ ０％

３４０ セ２８ ２５５ 撚糸文 １ １８
１ １８ ０ ０
６．０％ ０％

３４１ セ２８ ３０８
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３４２ セ２８ ３０７ 遺物なし
３４３ セ２８ ３０６ 遺物なし

３４４ セ２８ ３０５ 撚糸文 ２ １２ １ ７
浮島 １ １４

３ ２６ １ ７
０．９％ ０．２％

３４５ セ２８ ２１４ 撚糸文 ２ ３６ １ ２４
撚糸文系（無文） １ ２４

３ ６０ １ ２４
２．７％ １．１％

３４６ セ２８ ２１３ 土師 １ １４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
３４７ セ２８ ２１９ 撚糸文 １ ７

１ ７ ０ ０
１．８％ ０％

３４８ セ２８ ２１７
撚糸文 １ ３０

１ ３０ ０ ０
１．２％ ０％

３４９ セ２８ ２１５ 撚糸文 １ １１ ３ ２３
４ ３４ ０ ０
１．８％ ０％

３５０ セ２８ ２１８ 遺物なし
３５１ セ２８ ２８１ 撚糸文 １ １０ 弥生 １ ６

須恵器 １ ７
１ １０ ０ ０
１．６％ ０％

３５２ セ２８ ２１６
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３５３ セ２８ ２８２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３５４ セ２８ ２００ 撚糸文 ２ ２４ １ ９
３ ３３ ０ ０
０．４％ ０％

３５５ セ２８ １９９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３５６ セ２８ ２３７

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３５７ セ２８ ２３８ 撚糸文 ３ ５４ １ ７
称名寺 １ ２１

４ ７５ １ ７
０．６％ ０．１％

３５８ セ２８ ２３９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３５９ セ２８ ２４０ 撚糸文 １ １７ ３ １２２

４ １３９ ０ ０
２．２％ ０％

３６０ セ２８ ２３６ 撚糸文 ２ １５
２ １５ ０ ０
０．４％ ０％

３６１ セ２８ １９６ 撚糸文 １ １５
撚糸文 １ ３２ ３ ４１

５ ８８ ０ ０
１．７％ ０％

３６２ セ２８ ２３１ 撚糸文 ４ ７４ １ ３０
４ ７４ １ ３０
４．３％ １．７％

３６３ セ２８ ２３２
０ ０ ０ ０

０％ ０％

３６４ セ２８ １９８
弥生 １ １４

撚糸文 １６ ２０９ １ ２０
撚糸文系（無文） ４ ７９

２０ ２８８ １ ２０
２．０％ ０．１％

３６５ セ２８ ２６４ 撚糸文 １ １３
１ １３ ０ ０
１．２％ ０％

３６６ セ２８ ２６５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３６７ セ２８ ２６６ 撚糸文 １ １２ １ ４３ １ １３ 弥生 １ ３４

撚糸文系（無文） ４ ３９
６ ９４ ０ ０
４．０％ ０％

３６８ セ２８ ２４３ 遺物なし
３６９ セ２８ ２６２ 撚糸文 １ ２９ ２ ３９ 弥生 １ １０

土師 １ ６
３ ６８ ０ ０
７．５％ ０％

３７０ セ２８ ２６３ 撚糸文 ３ １３ 弥生 ５ ６１
土師 ２ ４３

３ １３ ０ ０
０．９％ ０％

３７１ セ２８ ２６７ 土師 ２４ ２１３
３７２ セ２８ ４４５ 撚糸文 １ ５ １ １

２ ６ ０ ０
７．２％ ０％

３７３ セ２８ １１９ 遺物なし
３７４ セ２８ １１８ 遺物なし
３７５ セ２８ １６１ 遺物なし
３７６ セ２８ １１０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３７７ セ２８ １０６ 遺物なし
３７８ セ５４ ８６ 遺物なし
３７９ セ５４ ８５ 遺物なし
３８０ セ５４ ８４ 遺物なし
３８１ セ５４ ８９ 遺物なし
３８２ セ５４ ９２ １ １７ 弥生 １ １１

０ ０ １ １７
０％ ６．７％

３８３ セ５４ ９３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
３８４ セ５４ ９５

０ ０ ０ ０
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表９　つづき
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
０％ ０％

３８５ セ５４ １７４ 遺物なし
３８６ セ５４ １２１ 撚糸文 １ ３０

浮島 １ １７
２ ４７ ０ ０
１５．０％ ０％

３８７ セ５４ １９０ 遺物なし
３８８ セ５４ １７５ 遺物なし
３８９ セ５４ １７６ 撚糸文 １ ３１ ５ ６１

６ ９２ ０ ０
１００％ ０％

３９０ セ５４ １７３ 遺物なし
３９１ セ５４ １７２ 遺物なし
３９２ セ５４ １３８ 遺物なし
３９３ セ５４ １８３ 遺物なし
３９４ セ５４ １８４ 遺物なし
３９５ セ５４ ５３ 遺物なし
３９６ セ５４ １８８ 遺物なし
３９７ セ５４ １７９ １ ２０ 土師 １ ４

０ ０ １ ２０
０％ ６２．５％

３９８ セ５４ ６５Ａ １ ２７
１ ２７
１００％

３９９ セ５４ ６５Ｂ 遺物なし
４００ セ５４ ６４ 撚糸文 １ ２４ １ ３１

撚糸文系（無文） ４ ３５
６ ９０ ０ ０
７３．２％ ０％

４０１ セ５４ ６３ａ・ｂ 撚糸文 １ １１ ３ ５０ ３ ４８ 土師 ２ ３
４ ６１ ３ ４８
２０．４％ １６．１％

４０２ セ５４ ６６ 遺物なし
４０３ セ５４ ６７ 遺物なし
４０４ セ５４ ７０ 撚糸文 １ ３２

撚糸文系（無文） １ ２１
２ ５３ ０ ０
３１．９％ ０％

４０５ セ５４ ７１ 遺物なし
４０６ セ５４ １８６ ２ ２４ 土師 １ ６

０ ０ ２ ２４
０％ １００％

４０７ セ５４ ６２ｂ 遺物なし
４０８ セ５４ ５９ 遺物なし
４０９ セ５４ １８７ 遺物なし
４１０ セ５４ ６０ 遺物なし
４１１ セ５４ １８０ 遺物なし
４１２ セ５４ ５７ 遺物なし
４１３ セ５４ １７０ 遺物なし
４１４ セ５４ １３６ 遺物なし
４１５ セ５４ １９４ 遺物なし
４１６ セ５４ １９５ 遺物なし
４１７ セ５４ ８１ 遺物なし
４１８ セ５４ ８０ 遺物なし
４１９ セ５４ ７９Ｂ 遺物なし
４２０ セ５４ ７６ 撚糸文系（無文） １ ２９ ２ ６２ １ ４７

加曽利Ｅ １ ３０
２ ５９ ３ １０９
３．６％ ６．７％

４２１ セ５４ ７４ 遺物なし
４２２ セ５４ ７７ 遺物なし
４２３ セ５４ ７５ ２ ７７

２ ７７
１００％

４２４ セ５４ ８２ 遺物なし
４２５ セ５４ １２０ 遺物なし
４２６ セ５４ １２９ 遺物なし
４２７ セ５４ １３０ 遺物なし
４２８ セ５４ １３２ 遺物なし
４２９ セ５４ １４５ 遺物なし
４３０ セ５４ １９１ 遺物なし
４３１ セ５４ １９２ 撚糸文 １ １９

１ １９ ０ ０
４６．３％ ０％

４３２ セ５４ １９３ 撚糸文 ３ ３０
３ ３０ ０ ０
５．２％ ０％

４３３ セ５４ １４４ 遺物なし
４３４ セ５４ １６２ 遺物なし
４３５ セ５４ １６４ 遺物なし
４３６ セ５４ １６３ 遺物なし
４３７ セ５４ １６５ 遺物なし
４３８ セ５４ １６６ 遺物なし
４３９ セ５４ １５７ 遺物なし
４４０ セ５４ １６７ 遺物なし

表９　遺構出土土器集計（貝層）
新№ 調査区 旧№

その他 不明 上層土器
備考種別 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 種別 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）点数 重量（ｇ）
２６ セ２８ ４２３ 称名寺 １ ７ 弥生 １ ３

１ ７ ０ ０
１．１％ ０％

２７ セ２８ ４２１ 撚糸文 １ １７
撚糸文 １ ２３

２ ４０ ０ ０
８．１％ ０％

－696－



挿
図
№

報
告
№

調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区・
グリ

ッド
№．

層
位

取り
上げ

№
器
種

石
材

残
存
状
態

最大
長（

㎜）
最大

幅（
㎜）
最大

厚（
㎜）
重
量
（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

２１
３

２
０６
４

遺
構

炉
穴

早
期

６２
９３
９

磨
製
石
斧

頁
岩

一
部
欠

（
４１
）

２８
１１

１６
．７

２２
０

２３
ＴＪ

遺
構

炉
穴

早
期

８２
２号

磨
石
・
敲
石

砂
岩
（
三
紀
）

完
形

８５
６２

４１
３１
６．
３

２２
０

２４
ＴＪ

遺
構

炉
穴

早
期

８２
２号

磨
石
・
敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
８８
）
（
１０
１）

（
５５
）
４４
７．
５

２３
０

４
ＴＪ

遺
構

土
坑

早
期

９１
１０
号

敲
石

砂
岩
（
三
紀
）

完
形

１７
０

７５
６５
１１
６１
．６

２３
２

１３
ＴＪ

遺
構

土
坑

前
期

９８
４号

磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）
半
欠

（
１０
０）

（
５９
）
（
５４
）
３３
１．
１

２３
５

７
ＴＪ

遺
構

土
坑

早
期

１０
８

１２
号

打
製
石
斧

粘
板
岩

一
部
欠

（
６４
）
（
６２
）
（
１８
）

９９
．０

２４
１

１４
０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１１
７

３１
２８

不
明

敲
石

頁
岩

半
欠

（
５９
）
（
５１
）
（
２８
）
１２
０．
７

２５
０

１０
６

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

３３
石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

１６
．２

１１
．５

５．
７

１．
０

Ｈ１
８

２６
５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
６

２５
０

１０
７

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

不
明

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）
完
形

５６
３９

３７
１２
．５

２５
０

１０
８

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

不
明

石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
１３
１）

（
９４
）
（
５６
）
９１
３．
２

２５
０

１０
９

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

不
明

石
皿

凝
灰
質
礫
岩

破
片

（
１９
０）
（
１０
９）

（
５２
）
８７
５．
０

２５
０

１１
０

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

不
明

敲
石

頁
岩

一
部
欠

（
７２
）

６９
４６

２６
３．
０

２５
０

１１
１

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

不
明

磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
４５
）
（
４４
）
（
３６
）

７８
．３

２５
９

３３
０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
９

３１
８０

不
明

敲
石

珪
質
頁
岩

一
部
欠

（
５９
）

４４
２８

１０
７．
４

２６
１

２７
０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１３
０

３１
７８

不
明

ス
ク
レ
ー
パ
ー
？
粘
板
岩

完
形

８６
４４

１６
６４
．４

２７
０

３
０９
９

遺
構

集
石
遺
構

早
期

１５
１

３３
０１

１６
石
鏃

黒
曜
石

完
形

１４
．７

１０
．４

４．
０

０．
５

Ｈ１
８

２３
８
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
７

２７
２

７
セ
７２

遺
構

土
坑

不
明

１５
４

０４
５

００
２磨
石

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
５７
）
（
５６
）
（
３６
）
１２
４．
３

２７
４

１２
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１５
６

０４
４

００
２ナ
イ
フ
形
石
器

黒
曜
石

完
形

３４
．０

１４
．０

３．
４

１．
９旧
石
器

Ｈ１
８

２３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
５

２７
４

１３
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１５
６

０４
４

００
２楔
形
石
器

黒
曜
石

完
形

３０
．４

１４
．４

８．
４

３．
４楔
形
石
器
。
上
部
お
よ
び
右
側
縁
に
自
然
面
を

残
す
縦
型
剥
片
を
素
材
と
し
、
縦
断
面
形
が
下

端
部
を
刃
部
と
す
る
楔
状
を
呈
す
る
。

Ｈ２
３

７２

２７
４

１４
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１５
６

０４
４

００
２石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

１５
．９
（
１２
．３
）

３．
６

０．
５凹
基
無
茎
石
鏃
。
左
脚
部
を
欠
損
。
非
常
に
小

型
で
あ
る
が
、
細
か
な
調
整
が
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
３

７１
２７
５

８
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１５
８

０４
７

００
２打
製
石
斧

粘
板
岩

完
形

９６
５５

１０
１０
５．
７

２７
９

２０
セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１６
９

０７
５

０２
磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
半
欠

（
６５
）
（
４６
）
（
３８
）
１２
６．
５

セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１６
９

０７
５

４石
核

黒
曜
石

完
形

２５
．６

１６
．８

８．
８

３．
５

２８
１

１０
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
２

０７
１

００
１剥
片

黒
曜
石

完
形

３４
．８

１５
．３

６．
２

３．
２旧
石
器

Ｈ１
８

３０
３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
４

２８
１

１１
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
２

０７
１

００
１石
刃
様
剥
片

黒
曜
石

完
形

２７
．１

７．
０

４．
６

０．
８旧
石
器

Ｈ１
８

４１
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
３

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
３

０７
０

石
核

流
紋
岩
（
三
紀
）

―
４４

―
―

２４
．７

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
３

０７
０

磨
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
１０
４）

（
８３
）

５３
６４
６．
０

２９
２

６７
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
５

０３
９

０４
７石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

半
欠

（
２５
０）
（
１３
０）

（
６０
）
２１
１９
．０

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
５

０３
９

０４
８磨
石

砂
岩
（
細
粒
）

完
形

９０
８４

５８
５５
１．
６

２９
９

９１
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

一
括

彫
器

黒
曜
石

完
形

２６
．３

２８
．８

６．
６

２．
４

Ｈ１
８

２１
３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
６

２９
９

９２
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

一
括

石
鏃

黒
曜
石

完
形

１４
．８

１１
．０

２．
９

０．
３

Ｈ１
８

２６
０
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
７

２９
９

９３
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

石
核

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

５９
４８

２１
４２
．０
一
括

２９
９

９４
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

石
核

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
完
形

４８
４６

１９
５１
．９
一
括

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
８

０７
８

００
２石
核

チ
ャ
ー
ト

―
４０

―
―

１０
．４

３１
８

１４
０

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

０３
１石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２０
．７

１３
．７

３．
６

０．
９

Ｈ１
８

１４
１

３１
８

１４
１

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

貝
ブ
ロ
ッ
ク
１５

石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

１７
．６
（
１１
．４
）

４．
６

１７
．６
基
部
の
左
半
を
大
き
く
欠
く
が
平
基
無
茎
石
鏃

と
思
わ
れ
る
。
先
端
部
は
鋭
利
さ
を
欠
き
、
調

整
も
一
律
で
は
な
い
。

Ｈ２
３

４７
サ
ン
プ
ル
№
１２
１

３１
８

１４
２

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

２０
．１

１３
．０

４．
０

０．
８片
脚
欠

Ｈ１
８

１４
０
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
９

３１
８

１４
３

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

０４
３貝
ブ
ロ
ッ
ク
内
一
括

石
鏃

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
完
形

２３
．２

１６
．８

５．
２

１．
５平
基
無
茎
石
鏃
。
先
端
部
は
や
や
丸
い
が
、
均

整
の
取
れ
た
調
整
で
あ
る
。

Ｈ２
１

１５
９

３１
８

１４
４

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

Ｓ－
１０

貝
サ
ン
プ
ル
１１
０石
鏃

頁
岩

一
部
欠

（
１６
．５
）

１３
．０

４．
５

０．
８平
基
無
茎
石
鏃
。
先
端
部
を
僅
か
に
欠
き
、
裏

面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残
す
。

Ｈ２
０

３０

３１
８

１４
５

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

貝
サ
ン
プ
ル
１６
６石
鏃

頁
岩

一
部
欠

（
１１
．３
）

１１
．５

３．
７

０．
４凹
基
無
茎
石
鏃
。
右
脚
部
を
欠
損
し
、
非
常
に

小
型
で
あ
る
。

Ｈ２
０

３１
３１
８

１４
６

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

２１
．１

１７
．６

４．
９

１．
７

Ｈ１
８

２１
４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
０

３１
８

１４
７

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

００
１石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

２４
．４

１７
．５

８．
３

２．
８

Ｈ１
８

２１
５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
１

３１
８

１４
８

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

００
１尖
頭
器

黒
曜
石

半
欠

３４
．５
（
１５
．６
）

６．
４

３．
３

Ｈ１
８

２６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
８

３２
１

３０
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
２

０６
９

００
１石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

１５
．４

４．
５

５．
７

０．
８

Ｈ１
８

２１
６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
２

３２
１

３１
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
２

０６
９

００
２石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
７１
）
（
８８
）
（
３７
）
２３
９．
９

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
２

０６
９

００
２石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
５０
）
（
３８
）
（
３９
）

４４
．８

３２
６

６０
セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１８
４

０６
７

一
括

００
１石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

３１
．６

２０
．７

５．
５

２．
６抉
り
あ
り

Ｈ１
８

１４
２

３２
６

６１
セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１８
４

０６
７

貝
サ
ン
プ
ル
３１
石
錐

チ
ャ
ー
ト

完
形

２７
．１

１１
．７

３．
７

１．
１自
然
面
を
有
す
る
剥
片
の
一
端
に
表
裏
か
ら
の

調
整
に
よ
っ
て
先
端
部
を
作
出
し
て
い
る
。
先

端
部
欠
損
か
？

Ｈ２
０

２９

３２
６

６２
セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１８
４

０６
７

００
７磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

１２
１

７７
７０

９７
１．
９

３２
６

６３
セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１８
４

０６
７

００
８磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
半
欠

（
９６
）
（
６２
）
（
６２
）
３９
１．
５

３４
０

５０
セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１９
６

０４
０

０３
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
半
欠

（
６０
）
（
５６
）
（
３９
）
１７
４．
４

３５
２

７
セ
２８

遺
構

炉
穴

①
早
期

２１
５

４１
０

一
括

０１
石
核

珪
質
頁
岩

―
４０

３７
２７

３５
．６

３５
２

８
セ
２８

遺
構

炉
穴

①
早
期

２１
５

４１
０

００
１石
皿

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
７７
）
（
５９
）
（
４８
）
１４
０．
２

３５
８

４７
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
７

３２
４

０７
７打
製
石
斧

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
完
形

５７
３９

１６
４３
．４

３５
８

４８
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
７

３２
４

０１
０打
製
石
斧

黒
雲
母
片
岩

一
部
欠

（
７２
）

４６
２６

１２
０．
２

３５
８

４９
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
７

３２
４

一
括

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
１０
３）

（
５０
）

３４
１４
３．
９

３５
８

５０
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
７

３２
４

一
括

０２
凹
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
半
欠

８３
（
５４
）

３７
１６
９．
６側
面
に
敲
打
痕
、
表
裏
面
に
摩
耗
痕
が
あ
る
。

セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
７

３２
４

一
括

０１
石
核

珪
質
頁
岩

―
５３

―
―

３８
．５

表
１１
　
遺
構
出
土
石
器
属
性
表
（
そ
の
他
の
遺
構
）
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挿
図
№

報
告
№

調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区・
グリ

ッド
№．

層
位

取り
上げ

№
器
種

石
材

残
存
状
態

最大
長（

㎜）
最大

幅（
㎜）
最大

厚（
㎜）
重
量
（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

３５
９

１３
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
８

３２
５

石
鏃

頁
岩

完
形

１８
．１

１３
．６

２．
７

０．
６

Ｈ１
９

２４
５

３５
９

１４
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
８

３２
５

一
括

０２
楔
形
石
器

珪
質
頁
岩

完
形

３６
．４

２８
．５

１０
．７

１１
．４
側
面
に
自
然
面
を
残
す
剥
片
を
素
材
と
し
、
上

下
に
剥
離
が
観
察
で
き
る
。
下
部
が
薄
く
、
下

端
部
は
鋭
い
縁
辺
を
呈
す
る
。

Ｈ２
１

１３
５

３５
９

１５
セ
２８

遺
構

炉
穴

②
早
期

２１
８

３２
５

磨
石

砂
岩

半
欠

６０
５３

（
２６
）
１４
８．
０

３６
８

５５
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
前
期

２２
１

４２
２

０６
５石
鏃

黒
曜
石

完
形

２１
．４

１９
．６

４．
４

１．
３

Ｈ１
９

２４
６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
７

３６
８

５６
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
１

４２
２

０７
６砥
石

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
破
片

（
９９
）
（
７８
）

６０
４７
０．
１

３６
８

５７
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
１

４２
２

０１
磨
石

砂
岩

半
欠

（
１０
０）

（
７３
）
（
５６
）
５１
１．
８

３６
８

５８
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
１

４２
２

０１
敲
石

頁
岩

一
部
欠

１０
２
（
５８
）

４８
２５
６．
１

３７
０

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
前
期

２２
２

３８
０

Ｒ
Ｆ

黒
曜
石

完
形

１８
．１

１４
．７

５．
４

１．
２

Ｈ１
９

２５
３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

③
前
期

２２
２

３８
０

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

完
形

２７
．９

１７
．９

８．
８

３．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
３

３７
１

１１
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
３

３８
１

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
半
欠

（
７８
）

９８
５３

６４
６．
７

３７
１

１２
セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
３

３８
１

０１
磨
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
３６
）
（
４１
）
（
５７
）

４３
．０

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
８

３６
８

０２
軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
５１

―
―

９．
３

３８
０

１３
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
９

３６
７

０１
敲
石

砂
岩

完
形

７５
６２

４１
２８
１．
５

３８
０

１４
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
９

３６
７

０１
磨
石

砂
岩

一
部
欠

７３
（
４５
）

２５
１２
０．
８

３８
５

３６
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
３

３６
５

石
鏃

頁
岩

完
形

２４
．４

１８
．９

６．
０

１．
９

Ｈ１
９

２５
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
３

３６
５

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

完
形

２７
．９

１２
．９

８．
８

３．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
８

３９
６

１０
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
前
期

２３
７

３９
５

０１
石
鏃

黒
曜
石

完
形

２１
．０

１６
．２

４．
７

１．
２平
基
無
茎
石
鏃
。
表
裏
と
も
入
念
な
調
整
が
見

ら
れ
る
。

Ｈ２
０

５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
２０
０

３９
６

１０
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
前
期

２３
７

３９
５

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１７
．１

１４
．２

３．
５

０．
６凹
基
無
茎
石
鏃
。
裏
面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残

す
。

Ｈ２
０

４

３９
６

１０
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
前
期

２３
７

３９
５

０１
石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

（
１３
．５
）

１３
．８

４．
７

０．
８や
や
非
対
称
の
凹
基
無
茎
石
鏃
。
先
端
部
を
欠

く
。

Ｈ２
０

３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
９

３９
６

１０
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
前
期

２３
７

３９
５

Ｕ
Ｆ

黒
曜
石

完
形

２５
．７

１４
．８

５．
８

１．
８

Ｈ１
９

１０
５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
５

３９
６

１０
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

磨
石
・
敲
石

砂
岩

半
欠

（
１１
５）

１０
６
（
４５
）
６５
６．
３

３９
６

１０
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

０１
．０
２磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
７５
）
（
５１
）
（
４３
）
２２
７．
６

３９
６

１０
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

０１
．０
２磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

８１
５８

３９
２６
１．
４

３９
６

１１
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

０１
．０
２磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
破
片

（
９１
）
（
７３
）
（
４２
）
３４
９．
０

３９
７

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
８

３９
４

００
５有
舌
尖
頭
器

頁
岩

一
部
欠

（
４１
．９
）

１４
．１

４．
６

２．
７草
創
期

Ｈ１
８

５
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
８

３９
４

石
核

黒
曜
石

―
３７
．０

―
１８
．０

１５
．６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
９

４１
９

サ
ン
プ
ル

原
石

玉
髄

一
部
欠

３４
３３

１６
３０
．９

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
３

３５
４

石
核

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
４２

―
―

１７
．８

４０
７

２８
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
４

３５
２

０１
楔
状
石
器

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
完
形

５２
．７

２９
．９

１５
．５

２６
．９
自
然
面
を
有
す
る
厚
手
の
剥
片
上
下
に
小
剥
離

が
観
察
で
き
る
。
下
部
は
斜
行
す
る
節
理
と
反

体
面
の
調
整
に
よ
っ
て
鋭
い
縁
辺
を
呈
す
る
。

炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
５

３５
１

石
核

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
４９

―
―

１０
．８

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
５

３５
１

石
核

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
５５

―
―

２５
．０

４０
９

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
６

３７
３

石
核

チ
ャ
ー
ト

―
５８
．６

６２
．１

３５
．５

１７
６．
０や
や
小
ぶ
り
の
こ
ぶ
し
大
円
礫
の
一
端
に
表
裏

両
面
か
ら
の
剥
離
と
執
拗
な
打
撃
に
よ
る
潰
れ

部
が
観
察
で
き
る
。
上
部
を
刃
部
と
し
た
握
斧

と
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
１

１９
６

４０
９

２０
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
６

３７
３

敲
石

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

６７
４９

２７
１２
９．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
６

３７
３

石
核

玉
髄

―
４４

―
―

１９
．７

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
６

３７
３

石
核

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
５１

―
―

２９
．４

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
６

３７
３

０２
軽
石

軽
石

―
３０

―
―

３．
４

４１
２

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
０

３５
５

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２２
．８

１７
．３

４．
７

１．
４

Ｈ１
９

２51


４１
５

８
セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
７

３３
４

０１
石
鏃

無
斑
晶
緻
密
質
安
山
岩
完
形

３１
．５

２１
．６

８．
５

５．
６

Ｈ１
９

２71


４１
７

１３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
１

３７
７

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
８０
）
（
７８
）
（
５４
）
４０
４．
６

４１
７

１４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
１

３７
７

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

１０
０

６７
５７

４９
５．
２

４１
９

１５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
２

３８
９

サ
ン
プ
ル

０１
磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
完
形

１３
０

７５
５８

８４
１．
２

４２
１

２９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
３

３８
８

０２
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
完
形

１０
４

７５
３４

４１
８．
２

４２
１

３０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
３

３８
８

石
鏃

頁
岩

完
形

１９
．９

１３
．２

３．
４

０．
６

Ｈ１
９

２４
４

４２
１

３１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
３

３８
８

楔
状
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２４
．２

２９
．１

６．
２

５．
８剥
片
の
一
方
の
側
縁
を
折
り
取
り
、
反
対
側
に

連
続
調
整
が
見
ら
れ
る
。
上
部
を
打
面
と
す
る

楔
様
の
使
用
が
想
定
で
き
る
が
、
典
型
的
で
な

い
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
８

４２
２

１８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
４

３８
６

０１
Ｒ
Ｆ

黒
曜
石

完
形

３３
．０

３０
．８

１０
．６

６．
１使
用
痕
 
旧
石
器

Ｈ１
９

２４
３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９
６

４２
２

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
４

３８
６

０２
磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
古
期
）
半
欠

１０
０
（
６５
）

４４
３７
７．
４

４２
３

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

００
５敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
１０
１）

７５
４５

４７
６．
７

４２
３

２２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

０２
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
半
欠

（
９５
）
（
５０
）
（
３９
）
２５
２．
６

４２
３

２３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

石
鏃

頁
岩

完
形

２５
．５

１５
．４

４．
５

１．
２

Ｈ１
９

２５
４

４２
３

２４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

００
２敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
５９
）
（
４９
）

３９
２０
５．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

石
核

チ
ャ
ー
ト

―
４４

―
―

１２
．５

表
１１
　
つ
づ
き

－698－



挿
図
№

報
告
№

調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区・
グリ

ッド
№．

層
位

取り
上げ

№
器
種

石
材

残
存
状
態

最大
長（

㎜）
最大

幅（
㎜）
最大

厚（
㎜）
重
量
（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

４２
４

１１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
６

３９
０

０１
 
サ
ン
プ
ル
楔
形
石
器

珪
質
頁
岩

完
形

３０
．０

１６
．７

７．
２

３．
５自
然
面
を
有
す
る
剥
片
に
上
下
か
ら
の
剥
離
が

観
察
で
き
る
。
縦
断
面
が
楔
状
を
呈
し
、
下
部

縁
辺
に
は
使
用
痕
と
思
わ
れ
る
小
剥
離
が
あ

る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
７

４２
８

３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
５

３２
９

磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
古
期
）
半
欠

（
９６
）
（
８１
）
（
５６
）
３８
９．
６

４２
８

４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
５

３２
９

０１
敲
石

砂
岩

半
欠

（
４７
）
（
６０
）
（
４２
）
１７
１．
５

４３
０

１５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
７

３４
９

０１
両
極
石
核

チ
ャ
ー
ト

完
形

６１
．８

３３
．９

２２
．３

５３
．９
細
長
の
自
然
石
を
縦
に
う
ち
割
り
、
上
下
か
ら

の
剥
離
に
よ
っ
て
器
厚
を
調
整
し
、
下
部
に
鋭

い
刃
部
を
作
っ
て
い
る
。
上
部
に
は
敲
打
に
よ

る
と
見
ら
れ
る
潰
れ
が
あ
る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
１

４３
０

１６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
７

３４
９

０１
敲
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
新
期
）
一
部
欠

（
５６
）
（
６５
）
（
４４
）
２４
２．
２

４３
０

１７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
７

３４
９

０１
磨
石

砂
岩

一
部
欠

（
８７
）

４９
３４

２１
１．
８

４３
０

１８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
７

３４
９

０１
磨
石

砂
岩

破
片

（
５１
）
（
５５
）
（
２８
）
１１
８．
７

４３
３

４２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
９

３４
８

０１
石
核

珪
質
頁
岩

完
形

７３
４７

３９
１０
４．
８

４３
６

４
セ
２８

遺
構

落
ち
込
み
⑥
早
期

２８
３

３３
０

Ｕ
Ｆ

黒
曜
石

完
形

２２
．９

１４
．５

６．
８

１．
８

Ｈ１
９

２５
０
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
４

セ
２８

遺
構

落
ち
込
み
⑥
早
期

２８
３

３３
０

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

完
形

２９
．８

１４
．９

１１
．１

４．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
８

４３
８

１６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

磨
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
３６
）
（
５９
）
（
３５
）

６３
．２

４３
８

１７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

磨
石
・
敲
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

完
形

９２
６７

３４
２０
２．
３

４４
４

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
３

３１
３

ノ
ミ
状
石
器

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

６７
３４

１８
５２
．４

４４
４

２０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
３

３１
３

０１
敲
石

砂
岩

完
形

１０
７

４８
２８

１９
３．
１

４４
４

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
３

３１
３

０１
磨
石

砂
岩
（
三
紀
）

破
片

（
６０
）
（
４９
）
（
６０
）
２５
４．
２

４４
７

２８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
５

３１
６

０１
軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
）

完
形

４３
３２

１８
４．
９

４４
９

２９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
６

３１
５

００
２石
錐

黒
曜
石

完
形

２４
．４

１７
．５

４．
８

２．
２

Ｈ１
９

１０
４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
３

４４
９

３０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
６

３１
５

０１
敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
９０
）

５７
３８

２６
１．
４

４５
３

４０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
８

３９
２

０１
打
製
石
斧

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
完
形

６４
．９

４７
．３

１５
．８

６５
．６
非
常
に
短
い
が
、
自
然
面
を
有
す
る
剥
片
の
全

周
を
整
形
し
て
い
る
。
風
化
が
顕
著
で
あ
る
。

炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
３

４５
３

４１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
８

３９
２

サ
ン
プ
ル

磨
製
石
斧

閃
緑
ひ
ん
岩

一
部
欠

（
５３
）

４０
１１

２７
．４

４５
５

２８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
９

２４
２

０２
軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）
完
形

７７
５０

４４
２９
．３

４５
５

２９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
９

２４
２

００
２石
皿

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
５１
）
（
５１
）
（
３０
）

４０
．３

４５
７

３２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

一
括

０１
楔
状
石
器

砂
質
頁
岩

完
形

４９
．４

３７
．２

１６
．７

２９
．５
元
々
は
打
製
石
斧
の
破
損
品
と
見
ら
れ
る
が
、

上
部
の
折
れ
面
に
は
後
の
剥
離
が
観
察
出
来
、

何
か
を
打
ち
割
る
と
き
の
パ
ン
チ
の
よ
う
な
使

用
が
想
定
で
き
る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
２

４５
７

３３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）
完
形

５７
３５

２１
３．
８

４５
８

９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
１

３６
０

００
３石
皿

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
破
片

（
６４
）
（
９７
）
（
５２
）
３１
５．
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
１

３６
０

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２８

―
―

１．
１

４６
０

１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
４

２５
７

０１
石
皿

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
６５
）
（
４５
）
（
３８
）

９０
．４
サ
ン
プ
ル

４６
７

７７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

Ｒ
Ｆ

チ
ャ
ー
ト

完
形

４８
．１

１２
．１

６．
６

３．
６

Ｈ１
９

９８
４６
７

７８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

楔
形
石
器

緻
密
質
安
山
岩

完
形

４５
．２

２８
．６

９．
０

１３
．７

Ｈ１
９

９７

４６
７

７９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
 
サ
ン
プ
ル
打
製
石
斧

輝
石
安
山
岩

完
形

９７
．７

５９
．６

２６
．１

２０
３．
８自
然
礫
を
打
ち
欠
い
た
厚
手
の
剥
片
を
素
材
と

し
て
い
る
。
裏
面
右
側
に
使
用
時
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
潰
れ
、
下
部
に
は
磨
痕
が
観
察
で
き

る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
４

４６
７

８０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
楔
状
石
器

頁
岩

完
形

７５
３５

２２
８１
．０
サ
ン
プ
ル

４６
７

８１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

００
８砥
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
７０
）
（
６０
）
（
１３
）

３３
．７

４６
７

８２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

石
皿

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）
破
片

（
７５
）
（
５９
）
（
４５
）
３８
６．
４中
央
部
に
敲
打
痕
を
の
こ
す
。

４６
７

８３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
半
欠

（
１０
９）

（
６４
）
（
６５
）
５６
９．
５サ
ン
プ
ル

４６
７

８４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

９８
７０

４６
４８
５．
２

４６
７

８５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
完
形

８５
２８

２５
８４
．２

４６
８

８６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
７０
）
（
５７
）
（
４３
）
２４
０．
８

４６
８

８７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
完
形

８６
７３

３３
３１
０．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３１

―
―

１．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
７

３６
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３８

―
―

２．
８

４７
１

３２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
８

２５
８

０１
０磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
完
形

８８
７０

３０
２７
３．
５

４７
１

３３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
８

２５
８

０１
敲
石

砂
岩
（
三
紀
）

破
片

（
６１
）
（
７８
）
（
４８
）
２８
１．
１サ
ン
プ
ル

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
８

２５
８

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３２

―
―

３．
３

４７
５

３３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）
完
形

５７
４８

３４
２３
．９
サ
ン
プ
ル

４７
５

３４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

６４
５７

４４
２１
５．
３

４７
５

３５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
１０
９）

（
９３
）
（
５８
）
４５
９．
８サ
ン
プ
ル

４７
５

３６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

０１
磨
石

礫
岩
（
三
紀
）

破
片

（
６９
）
（
６２
）
（
３７
）
１９
９．
８

４７
５

３７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

０１
磨
石

砂
岩

完
形

８２
５８

３４
２５
４．
４

４７
９

２９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
２

２５
１

００
２砥
石

砂
岩

破
片

（
１４
１）

（
９１
）
（
６０
）
６８
８．
４表
裏
面
の
一
部
に
敲
打
痕
あ
り
。

４７
９

３０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
２

２５
１

０１
磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
完
形

８１
６４

４２
２２
８．
２

４７
９

３１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
２

２５
１

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
４４
）
（
４９
）
（
４５
）

５８
．９

４７
９

３２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
２

２５
１

０１
磨
石

砂
岩

破
片

（
４６
）
（
５６
）
（
３４
）
１３
０．
９

４８
４

７
セ
２８

遺
構

落
ち
込
み
⑪
早
期

３１
８

４１
４

一
括

０３
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１８
．２

１４
．９

４．
５

１．
０

Ｈ１
９

１０
６

セ
２８

遺
構

落
ち
込
み
⑪
早
期

３１
８

４１
４

０１
石
核

赤
玉

―
４８

―
―

４６
．６

表
１１
　
つ
づ
き

－699－



挿
図
№

報
告
№

調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区・
グリ

ッド
№．

層
位

取り
上げ

№
器
種

石
材

残
存
状
態

最大
長（

㎜）
最大

幅（
㎜）
最大

厚（
㎜）
重
量
（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

４８
９

５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑪
早
期

３２
２

４３
５

０１
磨
石

砂
岩

半
欠

（
８５
）
（
５６
）
（
３６
）
２５
５．
２

４９
０

１０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑪
早
期

３２
４

４３
１

０１
磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩

完
形

７９
５３

２４
１４
３．
９

４９
４

１３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３２
８

３０
２

０１
磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
完
形

６０
４０

３４
８０
．５

４９
７

４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
０

３０
３

０１
石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

（
１６
．５
）
（
１４
．２
）

５．
６

１．
３先
端
片
脚
欠
損

Ｈ１
９

１０
３
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
２

４９
９

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
１

３０
９

０１
 
サ
ン
プ
ル
両
極
石
核

チ
ャ
ー
ト

完
形

（
４４
．０
）

３７
．８

１７
．２

４０
．８
扁
平
な
自
然
礫
の
上
下
に
剥
離
が
集
中
し
て
観

察
で
き
る
。
下
部
に
は
潰
れ
を
伴
う
小
剥
離
が

集
中
し
て
い
る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１２
８

５０
０

１５
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
２

３１
０－
Ａ

楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２６
．５

２６
．４

８．
１

５．
１上
部
に
僅
か
な
自
然
面
を
残
す
剥
片
の
上
下
に

調
整
お
よ
び
使
用
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
小
剥
離

が
観
察
で
き
る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１３
０

５０
０

１６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
２

３１
０

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）
完
形

６６
３１

２７
１０
．５
他
１
個
体

５０
５

５４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
３

２８
３

０１
磨
石

砂
岩

完
形

６３
５５

４６
２３
５．
３

５０
８

３９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
４

２８
４

石
鏃

黒
曜
石

完
形

１１
．５

９．
３

２．
８

０．
４

Ｈ１
９

１０
１
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
１

５０
９

１１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
５

２８
５

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１９
．４

１７
．２

６．
２

１．
８

Ｈ１
９

１０
２

５０
９

１２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
５

２８
５

０１
磨
石

砂
岩

完
形

６９
３７

１５
５４
．１

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
６

２９
７

０１
石
核

チ
ャ
ー
ト

―
４６

―
―

２４
．７

５１
０

１１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
６

２９
７

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２０
．５

１６
．１

７．
５

２．
２

Ｈ１
８

９５
５１
３

２０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
７

２１
１

０１
石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

（
１２
．７
）

９．
６

２．
２

０．
３

Ｈ１
８

２５
２
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
８

５１
３

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
７

２１
１

０１
石
皿

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
７７
）
（
９４
）
（
５３
）
４６
３．
６

５１
４

１８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
８

２１
２

０１
Ｒ
Ｆ

チ
ャ
ー
ト

完
形

２４
．６

１４
．０

５．
６

３．
０

Ｈ１
９

１５
７

５１
４

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
８

２１
２

０１
石
皿

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
破
片

（
５９
）
（
５３
）
（
３７
）
１１
４．
５

５１
６

２９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
９

２５
６

０１
打
製
石
斧

珪
質
頁
岩

完
形

８５
．８

３８
．５

１５
．３

６９
．６
裏
先
磨
滅
有
り
。
両
面
赤
化

Ｈ１
９

９６
５１
６

３０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
９

２５
６

０１
砥
石

凝
灰
質
砂
岩

完
形

１２
１

５７
５０

４８
９．
７サ
ン
プ
ル

５１
６

３１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
９

２５
６

００
１尖
頭
器

頁
岩

完
形

７６
．０

３８
．６

１１
．１

３７
．０
基
部
両
側
縁
に
抉
り
を
入
れ
る
。
旧
石
器
か
ら

縄
文

Ｈ１
８

２
５２
０

１７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
４

３０
５

００
４磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
半
欠

（
７３
）
（
７９
）
（
３８
）
３１
８．
７

５２
０

１８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
４

３０
５

０１
楔
状
石
器

頁
岩

完
形

４５
．９

３５
．３

７．
０

１２
．６
薄
手
の
剥
片
の
両
側
面
を
調
整
に
よ
っ
て
や
や

平
行
に
整
形
し
、
背
面
右
上
に
斜
め
の
刃
部
を

作
出
。
下
部
も
調
整
に
よ
っ
て
鋭
利
に
し
て
い

る
。
炉
穴
等
出
土

Ｈ２
１

１２
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
４

３０
５

０１
原
石

瑪
瑙

完
形

６２
３８

２３
８１
．３

５２
３

３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
７

２１
９

００
３磨
石

花
崗
閃
緑
岩

一
部
欠

（
９１
）

８９
３３

４０
８．
０他
破
片
数
点

５２
３

４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
７

２１
９

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩
（
三
紀
）

完
形

７６
４５

３２
１５
７．
６

５２
５

１９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
９

２１
５

０１
ス
ク
レ
ー
パ
ー

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

５３
６７

１２
３７
．５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３５
１

２８
１

０２
石
核

珪
質
頁
岩

―
３８

―
―

１３
．７

５２
７

６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３５
３

２８
２

００
２磨
石

石
英
斑
岩

半
欠

９１
（
６６
）
（
３１
）
２７
５．
３

５３
０

３７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
４

２０
０

０１
磨
石

花
崗
閃
緑
岩

破
片

（
６７
）
（
３３
）
（
３８
）
１１
４．
３

５３
７

６７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

サ
ン
プ
ル

０１
石
鏃

黒
曜
石

片
脚
欠
損

１８
．２
（
１５
．０
）

５．
２

１．
１

Ｈ１
９

８９
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
９

５３
７

６８
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

０１
打
製
石
斧

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
一
部
欠

（
８４
）

５９
４９

２３
３．
６サ
ン
プ
ル

５３
７

６９
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

０１
敲
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
半
欠

（
９３
）
（
７３
）
（
４９
）
３１
４．
０サ
ン
プ
ル

５３
７

７０
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

０１
磨
石

砂
岩

半
欠

９４
（
５６
）

５７
３２
５．
０サ
ン
プ
ル

５４
１

２６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
９

２４
０

００
８敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

８９
７２

６０
５３
８．
６

５４
３

２１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
０

２３
６

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２６
．０

２０
．５

６．
７

３．
６

Ｈ１
９

８８
５５
４

８１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

石
鏃

緻
密
質
安
山
岩

完
形

１９
．１

１４
．０

４．
２

１．
１片
脚
欠

Ｈ１
９

４９
５５
４

８２
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
破
片

（
１５
３）
（
１３
８）

（
４５
）
１４
２９
．８
不
明

５５
４

８３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）
半
欠

（
６２
）

５１
３８

１４
０．
０

５５
４

８４
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
古
期
）
完
形

６７
６４

４９
２８
４．
２不
明

５５
８

６
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３６
９

２６
２

磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）
完
形

８７
５２

３９
２５
０．
７

５５
８

７
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３６
９

２６
２

磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
一
部
欠

８５
（
７８
）

３２
３３
０．
０

５５
９

１３
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３７
０

２６
３

２彫
器

黒
曜
石

一
部
欠

２２
．１

１８
．９

６．
９

２．
６

Ｈ１
９

９９
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８
０

５６
０

１
セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３７
１

２６
７

打
製
石
斧

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

完
形

６２
．２

３７
．１

１６
．０

４２
．２

Ｈ１
９

１０
０

５６
７

１４
セ
５４

遺
構

陥
穴

不
明

３８
６

１２
１

０２
磨
石
・
敲
石

チ
ャ
ー
ト

半
欠

（
９２
）
（
７４
）
（
５１
）
３９
０．
９

５６
７

１５
セ
５４

遺
構

陥
穴

不
明

３８
６

１２
１

０２
磨
石

礫
質
砂
岩

半
欠

（
９２
）
（
４５
）
（
４１
）
２４
８．
０

５８
６

１３
０９
９

遺
構

竪
穴
住
居
？

不
明

？
１１
６５

覆
土
サ
ン
プ
ル

磨
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）
破
片

（
４４
）
（
６２
）
（
４８
）
１０
１．
７

５８
７

１７
セ
２８

遺
構

炉
穴
？

不
明

？
２９
９

０１
凹
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）
完
形

９２
６０

５５
４６
５．
１落
ち
込
み

５８
８

４７
セ
２８

遺
構

落
ち
込
み

不
明

？
２２
１

覆
土

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

２１
．７
（
１４
．６
）

４．
６

１．
１平
基
無
茎
石
鏃
。
右
側
縁
一
部
欠
損
。
調
整
中

の
破
損
か
？

Ｈ２
０

８
５８
８

４８
セ
２８

遺
構

炉
穴
？

不
明

？
２２
１

０１
敲
石

砂
岩

完
形

８８
３３

２０
８９
．６
落
ち
込
み

５８
８

４９
セ
２８

遺
構

炉
穴
？

不
明

？
２２
１

０１
敲
石

珪
質
頁
岩

完
形

８９
５５

３９
２６
９．
７落
ち
込
み

５８
８

５０
セ
２８

遺
構

炉
穴
？

不
明

？
２２
１

０１
磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩

完
形

７８
６７

４０
２９
６．
７落
ち
込
み

セ
２８

遺
構

炉
穴
？

不
明

？
２２
１

０１
石
核

チ
ャ
ー
ト

―
２４

―
―

７．
３

表
１１
　
つ
づ
き

－700－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地区
・グ

リッ
ド№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長
（
㎜
）

最
大
幅
（
㎜
）

最
大
厚
（
㎜
）

重
量
（
ｇ）

備
考

０６
４

遺
構

炉
穴

早
期

７３
２０
１

ＳＫ
８０
０１

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２５

―
―

５．
１

TJ
遺
構

不
明

不
明

４号
覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
45

―
―

4.4


０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

２２
剥
片

黒
曜
石

―
３６

―
―

５．
８
他
１個
体

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

３７
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
―

２．
８

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

１４
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
―

３．
０

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

５７
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
―

４．
２

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
―

３．
６
他
１個
体

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

９２
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
―

３．
３
他
１個
体

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

１０
０
剥
片

玉
髄

―
２２

―
―

１．
８

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
―

４．
０

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

４７
剥
片

珪
質
頁
岩

―
１５

―
―

０．
３

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

４７
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
―

８．
５
他
１２
個
体

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

３
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
１０

―
―

０．
２

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

２１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
１３

―
―

０．
２

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

５９
剥
片

頁
岩

―
６

―
―

０．
１

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

４４
剥
片

頁
岩

―
９

―
―

０．
１

０９
９

遺
構

炉
穴

早
期

１２
３

３１
３７

一
括

剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
―

１２
．３
他
７１
個
体

０９
９

不
明

炉
穴

不
明

１２
８～
１２
６

３１
８１
～
３１
８３

剥
片

黒
曜
石

―
２９

―
―

１６
．０
他
８個
体

０９
９

遺
構

集
石
遺
構

早
期

１４
４

３３
１６
－Ａ

１３
剥
片

緑
色
片
岩

―
２９

―
―

５．
２

０９
９

遺
構

集
石
遺
構

早
期

１４
４

３３
１６
－Ａ

４１
剥
片

砂
岩

―
３１

―
―

１．
８

セ
５４

遺
構

不
明

不
明

１１
０

１
剥
片

粘
板
岩

―
４０

―
―

１２
．７
炉
穴
？

セ
７２

遺
構

ピ
ッ
ト

早
期

１５
３

０４
６

００
２
剥
片

頁
岩

―
３７

―
―

１０
．９

セ
７２

遺
構

土
坑

早
期

１５
３

０４
６

００
２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３０

―
―

３．
５

セ
７２

遺
構

土
坑

早
期

１６
１

０５
１

００
１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３７

―
―

１４
．８

セ
７２

遺
構

土
坑

不
明

１６
６

０５
９

００
２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３３

―
―

７．
１

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
３

０７
０

００
１
剥
片

黒
曜
石

―
５８

―
―

４９
．２
他
１個
体

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
４

０７
３

①
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
―

１．
２

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
５

０３
９

一
括

０５
４
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
―

２．
１
他
１個
体

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
５

０３
９

一
括

０５
４
剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
―

３．
２
他
１個
体

セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１７
６

０７
４

００
１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３７

―
―

２．
６

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
４０

―
―

１１
．８

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１８

―
―

２．
０

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
２４

―
―

１．
６

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
７

０６
４

一
括

剥
片

黒
曜
石

―
２９

―
―

７．
２

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１７
８

０７
８

００
３
剥
片

頁
岩

―
２５

―
―

２．
４

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
―

６．
８
他
６個
体

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

００
１
剥
片

黒
曜
石

―
３８

―
―

１５
．２
他
１個
体

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

０４
６
剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
―

９．
１
他
３個
体

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２１

―
―

１．
４

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
―

３．
５

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

０４
３１

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
―

３．
９

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

４２
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
―

３．
０

セ
７２

遺
構

炉
穴

早
期

１８
１

０６
５

００
１
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
―

０．
９

セ
７２

遺
構

竪
穴
状
遺
構

早
期

１８
４

０６
７

０１
４
剥
片

頁
岩

―
２６

―
―

３．
８

セ
７２

遺
構

土
坑

早
期

１９
３

２８
００
１
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
―

１．
１

セ
７３

遺
構

土
坑

早
期

２０
０

０３
４

１
剥
片

黒
曜
石

―
３１

―
―

６．
０

セ
７３

遺
構

土
坑

早
期

２１
０

０３
９

６
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
―

３．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

早
期

２１
７

３２
４

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
５

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
０

４２
０

一
括

０１
剥
片

珪
質
頁
岩

―
３５

―
―

６．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
１

４２
２

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２６

―
―

３．
１

セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
２

３８
０

剥
片

凝
灰
質
砂
岩

―
１７

―
―

０．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

③
早
期

２２
２

３８
０

剥
片

珪
質
頁
岩

―
３１

―
―

３．
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
８

３６
８

０１
・
０２

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
７

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
８

３６
８

０１
・
０２

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
４

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
１

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２２
８

３６
８

０１
・
０２

剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
８

１．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
３

３６
５

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
７

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
―

１．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
―

０．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
１１

５．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２３
７

３９
５

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
６

２．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２４
４

３５
２

００
３
剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
１１

４．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
１

セ
２８

遺
構

土
坑

④
早
期

２４
５

３５
１

剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３０

―
―

４．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
０

３５
５

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
２

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
１

３５
７

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
９

４．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
１

３５
７

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
９

２．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
１

３５
７

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
５

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
１

３５
７

０１
剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
５

２．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
４

３３
６

０２
剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
３７

―
―

３．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２０

―
―

１．
１

表
１１
－２
　
遺
構
出
土
石
器
属
性
表
（
そ
の
他
の
遺
構
）　
剥
片
類

－701－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地区
・グ

リッ
ド№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長
（
㎜
）

最
大
幅
（
㎜
）

最
大
厚
（
㎜
）

重
量
（
ｇ）

備
考

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２８

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２１

―
―

１．
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３４

―
―

５．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３２

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

④
早
期

２５
６

３３
５

０２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２４

―
―

２．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
３

３８
８

剥
片

珪
質
頁
岩

―
２４

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
３

３８
８

剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
―

１７
．１
他
２個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
状
遺
構

⑤
早
期

２６
４

３８
６

０１
剥
片

珪
質
頁
岩

―
４４

―
―

１４
．５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

０２
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３２

―
―

４．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

０２
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３６

―
―

８．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３４

―
―

３．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

０２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３４

―
―

２．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑤
早
期

２６
５

３８
７

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
７

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
１

３４
４

０１
剥
片

黒
曜
石

―
３７

―
１３

８．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
１

３４
４

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
８

２．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２７
９

３４
８

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３０

―
―

３．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
３

３３
０

剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
４０

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
７

１．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
１

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
３

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
７

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
５

２．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
５

３２
１

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
６

３２
２

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２９

―
―

３．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑥
早
期

２８
６

３２
２

剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
８

２．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
２

３１
２

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２６

―
―

２．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑦
早
期

２９
６

３１
５

００
２
剥
片

黒
曜
石

―
３９

―
７

２．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
８

３９
２

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２５

―
―

３．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
８

３９
２

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２８

―
―

３．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

２９
９

２４
２

００
２
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３４

―
―

４．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

一
括

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２４

―
―

２．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

０２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３０

―
―

６．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
９

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑧
早
期

３０
０

３９
６

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
―

１．
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
１

３６
０

００
８
剥
片

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

―
２３

―
―

２．
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３０
６

２６
１

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
１１

２．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３０
７

３６
３

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
４

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

０２
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２０

―
―

０．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３９

―
―

３．
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑨
早
期

３１
０

２６
０

剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
１４

６．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
８

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑪
早
期

３１
７

４１
３

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４２

―
―

４．
１

セ
２８

遺
構

落
ち
込
み

⑪
前
期

３１
８

４１
４

０３
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
６

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３
９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑪
早
期

３２
１

４２
７

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
６

２．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
１

３０
９

剥
片

黒
曜
石

―
３６

―
―

３．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
１

３０
９

０２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２２

―
―

３．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
１

３０
９

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
―

４．
１

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
３

２８
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４４

―
―

１５
．９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
３

２８
３

剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
―

０．
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
３

２８
３

剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
―

１．
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
４

２８
４

剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
―

０．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
４

２８
４

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２５

―
―

３．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
５

２８
５

０２
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
４２

―
―

８．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
５

２８
５

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３４

―
―

１４
．０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
７

２１
１

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１９

―
―

１．
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３３
９

２５
６

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
―

２．
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
５

２１
４

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
―

０．
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
７

２１
９

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３４
９

２１
５

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
―

３．
３
他
２個
体

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３５
１

２８
１

０１
剥
片

珪
質
頁
岩

―
２２

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３５
２

２１
６

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
―

１．
２

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑫
早
期

３５
３

２８
２

０１
２
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
４

２０
０

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
３

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９９

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
４

２０
０

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
８

１．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
０

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
５

１９
９

００
５
剥
片

黒
曜
石

―
１０

―
―

０．
１

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
８

３．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
５

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
７

２３
８

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
６

２．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３５
９

２４
０

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
７

１．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
７

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
０

２３
６

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
４

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
１

１９
６

００
８
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
６３

―
―

４８
．４

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

剥
片

赤
玉

―
３４

―
―

７．
９

表
１１
－２
　
つ
づ
き

－702－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地区
・グ

リッ
ド№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長
（
㎜
）

最
大
幅
（
㎜
）

最
大
厚
（
㎜
）

重
量
（
ｇ）

備
考

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑬
早
期

３６
４

１９
８

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
１０

４．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９８

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３７
０

２６
３

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
―

１．
６

セ
２８

遺
構

炉
穴

⑭
早
期

３７
０

２６
３

２
剥
片

黒
曜
石

―
３８

―
―

３．
２
他
１個
体

セ
２８

不
明

貝
ブ
ロ
ッ
ク

③
不
明

２６
４２
３

０１
剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
３２

―
―

４．
６

セ
２８

不
明

貝
ブ
ロ
ッ
ク

③
不
明

２６
４２
３

００
２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４５

―
―

３．
２

セ
２８

遺
構

不
明

早
期

２２
１

Ｉ８
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
４

０．
８
落
ち
込
み

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
１

セ
２８

遺
構

不
明

早
期

２２
１

Ｉ８
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
３

０．
７
落
ち
込
み

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
２

セ
２８

遺
構

不
明

早
期

２２
１

Ｉ８
剥
片

黒
曜
石

―
４３

―
２１

２１
．５
落
ち
込
み

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０
３

表
１１
－２
　
つ
づ
き

－703－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

６１
０６
４

ＳＦ
２０
７

２Ｂ
－２
７

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６２
０６
４

ＳＸ
９３
９

２Ｂ
－４
３・
５３

土
坑

６
２７
６

５
２６
０

９４
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１
１６

５．
８

６３
０６
４

ＳＦ
２０
９

２Ｂ
－８
４・
８５

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６４
０６
４

ＳＦ
２０
８

２Ｂ
－８
５・
８６

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６５
０６
４

ＳＫ
２０
８

２Ｂ
－６
７・
７７

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６６
０６
４

ＳＦ
２０
６

２Ｂ
－７
９

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６７
０６
４

ＳＫ
２０
４

２Ｃ
－３
１

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６８
０６
４

ＳＫ
２０
２

２Ｃ
－５
１・
６１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６９
０６
４

ＳＫ
２０
３

２Ｃ
－９
２

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７０
０６
４

ＳＦ
２０
４

２Ｃ
－６
２・
６３
・
７２
・
７３

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７１
０６
４

―
２Ｃ
－１
５

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７２
０６
４

ＳＦ
２０
５

２Ｃ
－３
８

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７３
０６
４

ＳＦ
２０
１

２Ｃ
－５
６

炉
穴

２２
１１
７５

１５
１０
５１

８９
．４

７
１２
４

１０
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

７４
０６
４

ＳＦ
２０
２

２Ｃ
－６
６・
７６

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７５
０６
４

ＳＦ
２０
３

２Ｃ
－７
５

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７６
０６
４

ＳＫ
２０
３

２Ｃ
－７
１

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７７
０６
４

ＳＸ
９０
１

３Ｂ
－５
０

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７８
ＴＪ

５号
西
側

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

７９
ＴＪ

４号
西
側

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８０
ＴＪ

３号
西
側

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８１
ＴＪ

７号
西
側

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８２
ＴＪ

２号
西
側

炉
穴

１９
１７
８９

１３
７８
７

４４
．０

４
２３
９

１３
．４

０
０

０．
０

２
７６
３

４２
．６

８３
ＴＪ

６号
西
側

炉
穴

４
１５
１

０
０

０．
０

４
１５
１

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

８４
ＴＪ

１号
西
側

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８５
ＴＪ

９号
西
側

炉
穴

６２
２０
１６

３０
１０
７２

５３
．２

３２
９４
４

４６
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

８６
ＴＪ

西
側
６号

西
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８７
ＴＪ

西
側
５号

西
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８８
ＴＪ

西
側
４号

西
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

８９
ＴＪ

１１
・
１２
号

西
側

炉
穴

３９
１７
１８

１１
５０
１

２９
．２

２８
１２
１７

７０
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

９０
ＴＪ

１０
号

西
側

炉
穴

７
４１
６

５
３６
７

８８
．２

２
４９

１１
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

９１
ＴＪ

１０
号
（
西
）

東
側

土
坑

３２
３６
２６

１３
１１
３１

３１
．２

１６
１１
８１

３２
．６

２
１５
３

４．
２

１
１１
６１

３２
．０

９２
ＴＪ

２９
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９３
ＴＪ

３０
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９４
ＴＪ

２８
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９５
ＴＪ

２７
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９６
ＴＪ

３１
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９７
ＴＪ

２６
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９８
ＴＪ

４号
東
側

土
坑

１９
１２
８１

６
４１
０

３２
．０

１０
３５
１

２７
．４

２
１８
９

１４
．８

１
３３
１

２５
．８

９９
ＴＪ

１号
東
側

土
坑

１
１２
９

１
１２
９

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１０
０

ＴＪ
５号

東
側

土
坑

２６
１０
９４

１３
５６
３

５１
．５

１３
５３
１

４８
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１０
１

ＴＪ
２号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１０
２

ＴＪ
３号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１０
３

ＴＪ
１１
号

東
側

土
坑

３
２２
６

１
５５

２４
．３

２
１７
１

７５
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１０
４

ＴＪ
１０
号
（
東
）

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１０
５

ＴＪ
６号

東
側

土
坑

３
１５
９

３
１５
９

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１０
６

ＴＪ
１３
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１０
７

ＴＪ
８号

東
側

土
坑

１
３９

１
３９

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１０
８

ＴＪ
１２
号

東
側

土
坑

１
９９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１
９９

１０
０．
０

１０
９

ＴＪ
７号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
０

ＴＪ
９号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
１

ＴＪ
１６
号
（
西
）

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
２

ＴＪ
１６
号
（
東
）

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
３

ＴＪ
１４
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
４

ＴＪ
１５
号

東
側

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１１
５

０９
９

３０
７５

ＥＥ
－８
７・
９７

炉
穴

８
２９
１

５
２３
３

８０
．１

３
５８

１９
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１１
６

０９
９

３０
６６

ＦＥ
－７
８・
７９
・
８８
・
８９

炉
穴

２１
１７
５２

１２
７５
２

４２
．９

９
１０
００

５７
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１１
７

０９
９

３１
２８

ＦＥ
－４
３・
４４
・
５４

炉
穴

１８
２６
６８

４
４９
５

１８
．６

１１
５５
６

２０
．８

２
１４
９７

５６
．１

１
１２
０

４．
５

１１
８

０９
９

３０
７３

ＦＥ
－８
２・
８３

炉
穴

７
３９
１

６
２２
７

５８
．１

１
１６
４

４１
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１１
９

０９
９

３０
７４

ＦＥ
－９
２・
９３

炉
穴

１３
５４
２

３
９４

１７
．３

１０
４４
８

８２
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１２
０

０９
９

３０
０７

ＦＥ
－９
４ 
ＦＦ
－０
３・
０４

炉
穴

１３
８１
４

７
５４
６

６７
．１

６
２６
８

３２
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１２
１

０９
９

３０
７８

ＦＥ
－０
３

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１２
２

０９
９

３０
８０

ＦＥ
－０
４

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１２
３

０９
９

３１
３７

ＦＥ
－２
０・
３０

炉
穴

４１
８

１８
３８
２

１７
９

８８
３９

４８
．１

２３
０

７３
３２

３９
．９

４
７０

０．
４

５
２１
４１

１１
．６

１２
４

０９
９

３０
６０

ＧＤ
－７
７・
８７

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１２
５

０９
９

３０
５９

ＧＥ
－２
７・
２８

炉
穴

２５
６

３２
５６

８６
１５
２０

４６
．７

１７
０

１７
３６

５３
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１２
６

０９
９

３１
８３

ＧＥ
－７
５・
７６

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１２
７

０９
９

３１
８２

ＧＥ
－７
５

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

表
１２
　
遺
構
出
土
礫
集
計
表
（
そ
の
他
の
遺
構
）

－704－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

１２
８

０９
９

３１
８１

ＧＥ
－７
５・
７６
・
８５
・
８６

炉
穴

１２
５

７２
２１

５５
３７
０５

５１
．３

７０
３５
１６

４８
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０
３１
８１
～
３１
８３

１２
９

０９
９

３１
８０

ＧＥ
－８
５・
９５

炉
穴

６２
１７
６６

１９
５５
１

３１
．２

４２
１１
０８

６２
．７

０
０

０．
０

１
１０
７

６．
１

１３
０

０９
９

３１
７８

ＧＥ
－８
６・
９６

炉
穴

１１
０

４５
４３

２６
１３
４４

２９
．６

８３
３１
３５

６９
．０

０
０

０．
０

１
６４

１．
４

１３
１

０９
９

３１
７９

ＧＥ
－８
７

炉
穴

１４
７８
５

４
３７
８

４８
．２

１０
４０
７

５１
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１３
２

０９
９

３１
８４

ＧＥ
－９
７

炉
穴

５１
１５
４５

１９
７１
４

４６
．２

３２
８３
１

５３
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１３
３

０９
９

３０
３８

ＨＤ
－１
６・
１７

集
石
遺
構

１０
１

４３
１４

２０
９５
４

２２
．１

８１
３３
６０

７７
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０
石
材
分
析

１３
４

０９
９

３３
６３

ＨＥ
－５
５・
５６
・
６５

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１３
５

０９
９

３１
２１

ＧＦ
－４
０

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１３
６

０９
９

３１
１８

ＪＥ
－９
７

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１３
７

０９
９

３３
４１

ＮＧ
－３
４

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１３
８

０９
９

３３
４２

ＮＧ
－３
４

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１３
９

０９
９

３３
３６

ＮＧ
－１
６

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
０

０９
９

３３
３５

ＮＧ
－２
７

土
坑

４
３１
９

０
０

０．
０

３
１４
２

４４
．５

１
１７
７

５５
．５

０
０

０．
０

１４
１

０９
９

３３
３１

ＭＨ
－２
０、
ＮＨ
－０
１・
１１

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
２

０９
９

３３
３０

ＮＨ
－０
４

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
３

０９
９

３３
６２

ＯＧ
－４
３・
４４

集
石
遺
構

４７
２５
２５

０
０

０．
０

４７
２５
２５

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１４
４

０９
９

３３
１６
Ａ

ＯＧ
－６
２・
６３
・
７２
・
７３

集
石
遺
構

１０
０

５０
６４

５０
２５
３２

５０
．０

５０
２５
３２

５０
．０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１４
５

０９
９

３３
１６
Ｂ

ＯＧ
－７
３

土
坑
？

３０
１５
５０

１７
７６
７

４９
．５

１３
７８
３

５０
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１４
６

０９
９

３３
０４

ＯＧ
－３
９・
４０

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
７

０９
９

３３
５７

ＯＧ
－６
７・
７７

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
８

０９
９

３３
１９

ＯＧ
－７
７

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１４
９

０９
９

３３
０３

ＰＧ
－７
２

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１５
０

０９
９

３３
２４

ＯＨ
－４
７

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１５
１

０９
９

３３
０１

ＯＨ
－３
０・
４０

集
石
遺
構

３３
５

１５
８５
７

１０
０

４３
８５

２７
．７

２３
５

１１
４７
２

７２
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０
石
材
分
析

１５
２

０９
９

３３
０２

ＰＨ
－４
１

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１５
３

セ
７２

０４
６

１Ｂ
－Ａ
１

土
坑

２
８８

１
７７

８７
．５

１
１１

１２
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１５
４

セ
７２

０４
５

１Ｂ
－Ａ
１・
Ａ２

土
坑

７７
３０
３６

２６
１０
３０

３３
．９

５０
１８
８２

６２
．０

０
０

０．
０

１
１２
４

４．
１

１５
５

セ
７２

０５
４

１Ｂ
－Ａ
２

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１５
６

セ
７２

０４
４

１Ｂ
－Ａ
２・
Ａ４

炉
穴

３９
１４
５４

７
４６
４

３１
．９

３２
９９
０

６８
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１５
７

セ
７２

０４
８

１Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１５
８

セ
７２

０４
７

１Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

１８
５３
２

７
２４
４

４５
．９

１０
１８
３

３４
．４

０
０

０．
０

１
１０
５

１９
．７

１５
９

セ
７２

０４
９

１Ｂ
－Ａ
３・
Ｃ１

土
坑

９
４４
８

２
１４
０

３１
．３

７
３０
８

６８
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１６
０

セ
７２

０５
０

１Ｂ
－Ｃ
１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
１

セ
７２

０５
１

１Ｂ
－Ａ
３・
Ｃ１

土
坑

１５
１８
９

１
３

１．
６

１４
１８
６

９８
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１６
２

セ
７２

０５
２

１Ｂ
－Ｃ
２

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
３

セ
７２

０５
７

１Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ３

炉
穴
？

６９
２７
０７

２６
１４
２０

５２
．５

４３
１２
８７

４７
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１６
４

セ
７２

０５
６

１Ｂ
－Ｃ
３・
Ｃ４

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
５

セ
７２

０６
３

１Ｂ
－Ｃ
３・
１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
６

セ
７２

０５
９

１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

１７
６９
２

７
４１
６

６０
．１

１０
２７
６

３９
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１６
７

セ
７２

０５
８

１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
８

セ
７２

０６
１

１Ｃ
－Ａ
２

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１６
９

セ
７２

０７
５

１Ｃ
－Ｂ
１・
Ｂ２

竪
穴
状
遺
構

４０
５

１７
６５
５

１５
８

８８
７４

５０
．３

２４
６

８６
５５

４９
．０

０
０

０．
０

１
１２
６

０．
７

１７
０

セ
７２

０８
３

１Ｂ
－Ｂ
１・
Ｂ２
・
Ｂ３
・
Ｂ４

炉
穴

６５
２５
０８

１９
６５
１

２６
．０

４６
１８
５７

７４
．０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１７
１

セ
７２

０７
２

２Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

１１
１８
９

９
１７
１

９０
．５

２
１８

９．
５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１７
２

セ
７２

０７
１

１Ｂ
－Ｄ
４

炉
穴

１６
１０
１６

８
４９
６

４８
．８

８
５２
０

５１
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１７
３

セ
７２

０７
０

１Ｂ
－Ｄ
２・
Ｄ４
、
２Ｃ
－Ｃ
１・
Ｃ３

炉
穴

１７
０

８０
６３

９０
４４
７４

５５
．５

７８
２９
１９

３６
．２

０
０

０．
０

２
６７
０

８．
３

１７
４

セ
７２

０７
３

２Ａ
－Ａ
４・
Ｂ３
・
Ｃ２
・
Ｄ１
・
Ｃ４
・
Ｄ３

炉
穴

３３
２

１５
５２
５

１０
７

５２
７７

３４
．０

２２
５

１０
２４
８

６６
．０

０
０

０．
０

０
０

０．
０
石
材
分
析

１７
５

セ
７２

０３
９

２Ｂ
－Ａ
２・
Ｂ１
・
Ａ４
・
Ｂ３

炉
穴

２６
８

８１
９８

５２
１７
７６

２１
．７

２１
４

３７
５２

４５
．８

０
０

０．
０

２
２６
７０

３２
．６

１７
６

セ
７２

０７
４

２Ｂ
－Ｃ
２

竪
穴
状
遺
構

２２
１０
８４

１２
６８
０

６２
．７

１０
４０
４

３７
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１７
７

セ
７２

０６
４

２Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ２
・
Ｃ３
・
Ｃ４

炉
穴

３２
２

１２
６０
１

１２
２

６１
２５

４８
．６

１９
５

６２
４２

４９
．５

３
１４
１

１．
１

２
９３

０．
７

１７
８

セ
７２

０７
８

２Ｂ
－Ｃ
４・
Ｄ３

炉
穴

２８
４

１８
７８
５

１０
４

９０
４９

４８
．２

１７
９

９７
２６

５１
．８

０
０

０．
０

１
１０

０．
１
石
材
分
析

１７
９

セ
７２

０７
７

２Ｂ
－Ｄ
３

竪
穴
状
遺
構

１５
５６
５

４
２８
６

５０
．６

１１
２７
９

４９
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１８
０

セ
７２

０３
８

２Ａ
－Ｄ
４・
３Ａ
－Ｃ
３

竪
穴
状
遺
構

２５
２

３７
１４

２４
７１
０

１９
．１

２２
８

３０
０４

８０
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１８
１

セ
７２

０６
５

２Ｂ
－Ｂ
２・
Ｂ４
、
３Ｂ
－Ａ
１・
Ａ３

炉
穴

６４
９

３０
２９
９

２８
６

１６
１４
８

５３
．３

３５
３

１３
６６
２

４５
．１

１０
４８
９

１．
６

０
０

０．
０

１８
２

セ
７２

０６
９

２Ｂ
－Ｄ
２・
３Ｂ
－Ｃ
１

炉
穴

２０
９

９５
２３

６９
３４
７５

３６
．５

１３
８

５７
６５

６０
．５

０
０

０．
０

２
２８
３

３．
０

１８
３

セ
７２

０６
６

３Ｂ
－Ａ
２

竪
穴
状
遺
構

１０
１８
３

２
１６

８．
７

８
１６
７

９１
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１８
４

セ
７２

０６
７

３Ｂ
－Ａ
４

竪
穴
状
遺
構

２７
４

１０
８９
７

７２
２９
１３

２６
．７

２０
０

６６
２２

６０
．８

０
０

０．
０

２
１３
６２

１２
．５

１８
５

セ
７２

０６
８

３Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ２

竪
穴
状
遺
構

１６
５

４４
９５

５１
１９
９９

４４
．５

１１
４

２４
９６

５５
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１８
６

セ
７２

０８
０

３Ａ
－Ｃ
４

土
坑

１１
２４
８

４
１３
８

５５
．６

７
１１
０

４４
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１８
７

セ
７２

０８
１

３Ａ
－Ｃ
４・
Ｄ３
、
３Ｂ
－Ａ
２・
Ｂ１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１８
８

セ
７２

０２
１

３Ａ
－Ｂ
４

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１８
９

セ
７２

０３
１

４Ａ
－Ａ
３

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１９
０

セ
７２

０１
６

４Ａ
－Ｃ
１

土
坑
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１９
１

セ
７２

０２
９

４Ａ
－Ｃ
１

土
坑

２
２４
９

１
７９

３１
．７

０
０

０．
０

１
１７
０

６８
．３

０
０

０．
０

１９
２

セ
７２

０８
２

３Ａ
－Ｄ
４

土
坑

１
３３

０
０

０．
０

１
３３

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１９
３

セ
７２

０２
８

３Ａ
－Ｄ
４

土
坑

３
１３

０
０

０．
０

３
１３

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１９
４

セ
７２

０３
４

４Ａ
－Ｃ
３

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

表
１２
　
つ
づ
き

－705－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

１９
５

セ
７２

０２
３

３Ｂ
－Ｂ
１

竪
穴
状
遺
構

６８
１８
７３

２３
７７
２

４１
．２

４５
１１
０１

５８
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１９
６

セ
７２

０４
０

３Ｂ
－Ｂ
２・
Ｂ４
、
４Ｂ
－Ａ
１・
Ａ３

炉
穴

７３
２２
２２

１６
６７
３

３０
．３

５６
１３
７５

６１
．９

０
０

０．
０

１
１７
４

７．
８

１９
７

セ
７２

０２
７

４Ａ
－Ｄ
１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１９
８

セ
７２

０１
５

４Ａ
－Ｄ
２

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

１９
９

セ
７３

０２
８

Ｂ２
－Ｆ

土
坑

１
８８

１
８８

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２０
０

セ
７３

０３
４

C3
－Ｐ

土
坑

１
１１
０

０
０

０．
０

１
１１
０

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２０
１

セ
７３

０３
５

C3
－Ｐ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２０
２

セ
７３

０３
７

D5
－Ｂ
・
Ｆ

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２０
３

セ
７３

０２
５

D4
－Ｉ
・
Ｊ・
Ｎ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２０
４

セ
７３

０２
４

D4
－Ｍ
・
Ｎ

炉
穴
？

２
２３

１
１６

６９
．６

１
７

３０
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２０
５

セ
７３

０３
０

D4
－Ｊ
・
Ｋ・
Ｎ・
Ｏ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２０
６

セ
７３

０２
６

D4
－Ｎ

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２０
７

セ
７３

０４
０Ａ

D５
－Ｆ

炉
穴
？

１
１１

１
１１

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２０
８

セ
７３

０４
０Ｂ

D５
－Ｆ
・
Ｊ

炉
穴

１
２６

１
２６

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２０
９

セ
７３

０３
８

D５
－Ｇ

炉
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２１
０

セ
７３

０３
９

D５
－Ｇ
・
Ｋ

土
坑

６
６６
４

３
３０
８

４６
．４

３
３５
６

５３
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２１
１

セ
７３

０４
１

D５
－Ｇ
・
Ｋ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２１
２

セ
７３

０３
１

D５
－Ｊ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２１
３

セ
７３

０３
２

D５
－Ｎ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２１
４

セ
７３

０１
８

D５
－Ｋ
・
Ｏ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２１
５

セ
２８

４１
０

①
Ｊ６
－０
４

竪
穴
状
遺
構

１７
８０
１

６
３４
７

４３
．３

９
２７
９

３４
．８

０
０

０．
０

２
１７
５

２１
．８

２１
６

セ
２８

３２
６

①
Ｋ７
－１
４・
１５

落
ち
込
み

２２
７８
２

１２
４４
９

５７
．４

１０
３３
３

４２
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２１
７

セ
２８

３２
４

②
Ｉ７
－０
１・
０２

炉
穴

３１
０

１５
９６
７

１４
２

７０
８６

４４
．４

１６
３

８３
６８

５２
．４

０
０

０．
０

５
５１
３

３．
２

２１
８

セ
２８

３２
５

②
Ｉ７
－０
３・
０４
・
０７

炉
穴

５２
２０
０４

２４
１１
６０

５７
．９

２７
６９
６

３４
．７

０
０

０．
０

１
１４
８

７．
４

２１
９

セ
２８

４３
０

③
Ｇ８
－１
５

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２２
０

セ
２８

４２
０

③
Ｇ８
－１
２

炉
穴

１０
７８
３

４
３５
３

４５
．１

６
４３
０

５４
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２２
１

セ
２８

４２
２

③
Ｇ９
－０
９・
１３

炉
穴

７７
５６
６１

２３
１７
２１

３０
．４

５１
２７
０３

４７
．７

０
０

０．
０

３
１２
３７

２１
．９

２２
２

セ
２８

３８
０

③
Ｇ９
－１
０

炉
穴

１
５７

１
５７

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２２
３

セ
２８

３８
１

③
Ｇ９
－０
６・
０７
・
１０
・
１１

炉
穴

７９
４５
２９

４０
２４
８７

５４
．９

３７
１３
５３

２９
．９

０
０

０．
０

２
６８
９

１５
．２

２２
４

セ
２８

３８
２

③
Ｇ９
－０
８

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２２
５

セ
２８

３６
９

④
Ｈ８
－０
２・
０６

炉
穴

４０
３５
９３

１４
１５
１１

４２
．１

２４
１８
７９

５２
．３

２
２０
３

５．
６

０
０

０．
０

２２
６

セ
２８

３７
１

④
Ｈ８
－０
６

炉
穴

２
３７
７

１
９９

２６
．３

１
２７
８

７３
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２２
７

セ
２８

３７
０

④
Ｈ８
－０
５・
０６

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２２
８

セ
２８

３６
８

④
Ｈ８
－０
２・
０３
・
０６
・
０７

炉
穴

１０
２

３１
９９

４４
１７
７８

５５
．６

５７
１４
１２

４４
．１

０
０

０．
０

１
９

０．
３

２２
９

セ
２８

３６
７

④
Ｈ８
－０
６・
０７

土
坑

２６
１５
０２

１２
２３
０

１５
．３

１２
８７
１

５８
．０

０
０

０．
０

２
４０
１

２６
．７

２３
０

セ
２８

３６
６

④
Ｈ８
－０
６・
１０

土
坑

４
３４

１
７

２０
．６

３
２７

７９
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２３
１

セ
２８

４３
７

④
Ｈ８
－０
７・
１１

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２３
２

セ
２８

３４
７

④
Ｈ８
－１
０

土
坑

５
２９

１
５

１７
．２

４
２４

８２
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２３
３

セ
２８

３６
５

④
Ｈ８
－１
０

炉
穴

５７
２９
３１

１７
１３
４２

４５
．８

３８
１５
７７

５３
．８

２
１２

０．
４

０
０

０．
０

２３
４

セ
２８

３４
３

④
Ｈ１
８－
１４

炉
穴

２５
１３
１３

１０
４７
１

３５
．９

１５
８４
２

６４
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２３
５

セ
２８

３４
２

④
Ｈ８
－１
４・
１５

炉
穴

６９
２９
９９

３１
１１
１５

３７
．２

３７
１８
８０

６２
．７

１
４

０．
１

０
０

０．
０

２３
６

セ
２８

３７
２

④
Ｈ８
－０
３・
０４
・
０７
・
０８

炉
穴

１５
２７
９

３
１６
９

６０
．６

１２
１１
０

３９
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２３
７

セ
２８

３９
５

④
Ｈ８
－０
８・
Ｈ９
－０
５

炉
穴

３５
４

１６
４０
３

１４
７

７９
５８

４８
．５

２０
２

６８
９０

４２
．０

１
６２

０．
４

４
１４
９３

９．
１

２３
８

セ
２８

３９
４

④
Ｈ８
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

５７
２９
９２

２９
１８
０２

６０
．２

２８
１１
９０

３９
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２３
９

セ
２８

４１
９

④
Ｈ８
－０
４・
Ｈ９
－０
１

炉
穴

２１
２１
５５

５
６５
４

３０
．３

１４
１３
７１

６３
．６

１
１０
０

４．
６

１
３０

１．
４

２４
０

セ
２８

４１
７

④
Ｈ９
－０
５・
０６

炉
穴

３
９０

１
７０

７７
．８

２
２０

２２
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２４
１

セ
２８

４１
８

④
Ｈ９
－０
５

炉
穴

４
２９
６

２
８３

２８
．０

１
５１

１７
．２

１
１６
２

５４
．７

０
０

０．
０

２４
２

セ
２８

３５
３

④
Ｈ９
－０
５・
０９

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２４
３

セ
２８

３５
４

④
Ｈ９
－０
９・
１３

炉
穴

１６
１１
３０

７
５９
５

５２
．７

８
５１
８

４５
．８

０
０

０．
０

１
１７

１．
５

２４
４

セ
２８

３５
２

④
Ｈ９
－０
９

炉
穴

７
７２
３

６
６９
７

９６
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１
２６

３．
６

２４
５

セ
２８

３５
１

④
Ｈ９
－０
９・
１０

土
坑

１８
１０
５９

１３
６８
８

６５
．０

１
１２
３

１１
．６

２
２１
３

２０
．１

２
３５

３．
３

２４
６

セ
２８

３７
３

④
Ｈ９
－０
６・
１０
・
１１

炉
穴

５９
１４
７１

１２
３６
８

２５
．０

４２
７４
７

５０
．８

０
０

０．
０

５
３５
６

２４
．２

２４
７

セ
２８

３３
９

④
Ｈ８
－１
１・
１５

土
坑

３
３４

２
２９

８５
．３

１
５

１４
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２４
８

セ
２８

３４
０

④
Ｈ８
－１
５

土
坑

１９
５９
７

６
４７
２

７９
．１

１３
１２
５

２０
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２４
９

セ
２８

３４
１

④
Ｈ８
－１
５

土
坑

８
２４
１

６
２２
４

９２
．９

２
１７

７．
１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
０

セ
２８

３５
５

④
Ｈ８
－１
６

炉
穴

４３
２４
７５

１７
１１
４４

４６
．２

２６
１３
３１

５３
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
１

セ
２８

３５
７

④
Ｈ９
－１
２・
１３

炉
穴

４６
１８
４２

３２
１１
０７

６０
．１

１３
６８
１

３７
．０

１
５４

２．
９

０
０

０．
０

２５
２

セ
２８

３５
６

④
Ｈ９
－１
３

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２５
３

セ
２８

３３
８

④
Ｈ８
－１
６

土
坑

４
４１

２
２４

５８
．５

２
１７

４１
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
４

セ
２８

３３
６

④
Ｈ８
－１
６

炉
穴

１２
９８
０

６
５１
８

５２
．９

６
４６
２

４７
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
５

セ
２８

３３
７

④
Ｉ８
－１
５・
１６
、
Ｉ８
－０
３・
０４

炉
穴

３６
１２
６８

１２
５７
９

４５
．７

２４
６８
９

５４
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
６

セ
２８

３３
５

④
Ｉ８
－０
４

炉
穴

５４
１５
９１

１５
６７
９

４２
．７

３９
９１
２

５７
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
７

セ
２８

３３
４

④
Ｉ８
－０
３・
０４

土
坑

１６
３２
４

５
１６
６

５１
．２

１１
１５
８

４８
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
８

セ
２８

３７
８

⑤
Ｈ９
－０
３

炉
穴

１６
６５
７

１２
５０
２

７６
．４

４
１５
５

２３
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２５
９

セ
２８

３７
５

⑤
Ｈ９
－０
２・
０３
・
０６

炉
穴

２
４３
２

２
４３
２

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２６
０

セ
２８

３７
６

⑤
Ｈ９
－０
３

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２６
１

セ
２８

３７
７

⑤
Ｇ９
－１
５・
Ｈ９
－０
３

炉
穴

６６
３９
８５

３４
２２
９１

５７
．５

２９
７６
４

１９
．２

１
３１

０．
８

２
８９
９

２２
．６

表
１２
　
つ
づ
き

－706－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

２６
２

セ
２８

３８
９

⑤
Ｇ９
－１
６・
Ｇ１
０－
１３
・
Ｈ９
－０
４・
Ｈ１
０－
０１

炉
穴

１０
１３
０６

５
２４
３

１８
．６

４
２２
２

１７
．０

０
０

０．
０

１
８４
１

６４
．４

２６
３

セ
２８

３８
８

⑤
Ｈ９
－０
４

炉
穴

６４
２９
１３

４４
２０
２７

６９
．６

１７
４１
９

１４
．４

２
４９

１．
７

１
４１
８

１４
．３

２６
４

セ
２８

３８
６

⑤
Ｈ９
－０
４・
０８
、
Ｈ１
０－
０１
・
０５

竪
穴
状
遺
構

５０
２４
４１

２９
１３
５１

５５
．３

２０
７１
３

２９
．２

０
０

０．
０

１
３７
７

１５
．４

２６
５

セ
２８

３８
７

⑤
Ｈ９
－０
４・
０８
、
Ｈ１
０－
０１
０５

炉
穴

１４
７

５８
３０

６５
２１
７２

３７
．３

７８
２７
１３

４６
．５

０
０

０．
０

４
９４
５

１６
．２

２６
６

セ
２８

３９
０

⑤
Ｈ１
０－
０１

炉
穴

１２
８９
２

６
２３
０

２５
．８

５
６５
９

７３
．９

０
０

０．
０

１
３

０．
３

２６
７

セ
２８

３９
８

⑤
Ｈ１
０－
０１

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２６
８

セ
２８

３９
９

⑤
Ｈ１
０－
０１
・
０２

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２６
９

セ
２８

３９
７

⑤
Ｈ９
－１
２

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２７
０

セ
２８

３３
３

⑥
Ｉ８
－０
３

炉
穴

１１
２９
７

４
１０
５

３５
．４

７
１９
２

６４
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
１

セ
２８

３４
４

⑥
Ｉ８
－０
７・
０８

炉
穴

３０
４０
６

１６
２７
９

６８
．７

１４
１２
７

３１
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
２

セ
２８

３８
３

⑥
Ｉ８
－０
５・
０６

炉
穴

４８
２６
０５

２９
１５
８７

６０
．９

１９
１０
１８

３９
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
３

セ
２８

３８
４

⑥
Ｉ８
－０
５・
０６

炉
穴

１
３２

１
３２

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
４

セ
２８

３８
５

⑥
Ｉ８
－０
６・
１０

炉
穴

１２
６３
９

８
５１
７

８０
．９

４
１２
２

１９
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
５

セ
２８

３２
９

⑥
Ｉ８
－０
９・
１３

炉
穴

３４
２５
０１

２１
１２
３１

４９
．２

１１
７１
０

２８
．４

０
０

０．
０

２
５６
０

２２
．４

２７
６

セ
２８

３１
９

⑥
Ｉ８
－１
０

炉
穴

３０
８９
６

１６
４８
６

５４
．２

１２
３０
４

３３
．９

２
１０
６

１１
．８

０
０

０．
０

２７
７

セ
２８

３４
９

⑥
Ｉ８
－０
７・
１１

炉
穴

１４
７９
０

７
１５
７

１９
．９

３
９

１．
１

０
０

０．
０

４
６２
４

７９
．０

２７
８

セ
２８

３５
０

⑥
Ｉ８
－０
８・
１２

炉
穴

１７
５８
２

９
４３
９

７５
．４

８
１４
３

２４
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２７
９

セ
２８

３４
８

⑥
Ｉ８
－１
１・
１２

炉
穴

１５
６５
５

７
３１
９

４８
．７

７
２３
２

３５
．４

０
０

０．
０

１
１０
４

１５
．９

２８
０

セ
２８

３１
８Ｂ

⑥
Ｉ９
－０
８・
０９

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２８
１

セ
２８

３１
８

⑥
Ｉ９
－０
９・
１３

炉
穴

８
５６
２

４
２３
４

４１
．６

４
３２
８

５８
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２８
２

セ
２８

２９
８Ｂ

⑥
Ｉ８
－１
３・
１４
、
Ｊ８
－０
１・
０２

炉
穴

１４
１２
６０

１０
８５
０

６７
．５

４
４１
０

３２
．５

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２８
３

セ
２８

３３
０

⑥
Ｉ８
－１
４・
１５
、
Ｊ８
－０
２・
０３

落
ち
込
み

２０
６８
４

５
２０
１

２９
．４

１５
４８
３

７０
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２８
４

セ
２８

３２
０

⑥
Ｉ８
－１
５

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２８
５

セ
２８

３２
１

⑥
Ｉ８
－１
５・
１６

炉
穴

１５
６７
６

７
７８

１１
．５

６
３３
３

４９
．３

０
０

０．
０

２
２６
５

３９
．２

２８
６

セ
２８

３２
２

⑥
Ｊ８
－０
３・
０４

炉
穴

２
１６
７

０
０

０．
０

２
１６
７

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２８
７

セ
２８

３２
３

⑥
Ｊ８
－０
４

土
坑
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２８
８

セ
２８

２７
７Ａ

⑥
Ｊ９
－０
１

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２８
９

セ
２８

２７
７Ｂ

⑥
Ｊ９
－０
１・
０５

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２９
０

セ
２８

２７
５

⑥
Ｉ９
－１
３・
１４
、
Ｊ９
－０
１・
０２

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２９
１

セ
２８

２７
６

⑥
Ｊ９
－０
１

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２９
２

セ
２８

３１
２

⑦
Ｉ９
－０
２・
０６

炉
穴

３６
２３
３９

２７
１７
２４

７３
．７

９
６１
５

２６
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２９
３

セ
２８

３１
３

⑦
Ｉ９
－０
２・
０６

炉
穴

２５
２８
１０

１３
１３
４８

４８
．０

９
９６
３

３４
．３

０
０

０．
０

３
４９
９

１７
．８

２９
４

セ
２８

３１
４

⑦
Ｉ９
－０
６・
０７

炉
穴

１８
１６
３２

９
８７
８

５３
．８

９
７５
４

４６
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

２９
５

セ
２８

３１
６

⑦
Ｉ９
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

３
１１
６

２
１１
２

９６
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

１
４

３．
４

２９
６

セ
２８

３１
５

⑦
Ｉ９
－１
０・
１１

炉
穴

３０
１８
１７

２４
１１
７３

６４
．６

５
３８
３

２１
．１

０
０

０．
０

１
２６
１

１４
．４

２９
７

セ
２８

３９
１

⑧
Ｉ１
０－
０１
・
０２
・
０６

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２９
８

セ
２８

３９
２

⑧
Ｉ１
０－
０１
・
０２

炉
穴

１２
１

５９
６７

７６
３８
５９

６４
．７

４３
２０
１６

３３
．８

０
０

０．
０

２
９２

１．
５

２９
９

セ
２８

２４
２

⑧
Ｉ１
０－
０５
・
０６
・
０９
・
１０

炉
穴

１６
１１
５９

５
３５
０

３０
．２

９
７４
０

６３
．８

０
０

０．
０

２
６９

６．
０

３０
０

セ
２８

３９
６

⑧
Ｉ１
０－
１０

炉
穴

３６
１７
５３

１１
４０
６

２３
．２

２３
１３
１５

７５
．０

０
０

０．
０

２
３２

１．
８

３０
１

セ
２８

３６
０

⑨
Ｉ９
－１
６、
Ｊ９
－０
４

炉
穴

３１
１３
２８

１６
７０
１

５２
．８

１３
３１
１

２３
．４

０
０

０．
０

２
３１
６

２３
．８

３０
２

セ
２８

２７
３

⑨
Ｊ９
－０
８

炉
穴

８
１２
３

５
３３

２６
．８

３
９０

７３
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３０
３

セ
２８

２７
４

⑨
Ｊ９
－０
８

炉
穴

６
２８
２

１
３５

１２
．４

５
２４
７

８７
．６

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３０
４

セ
２８

２５
７

⑨
Ｊ９
－０
６・
１０

炉
穴

３
２７
４

０
０

０．
０

２
１８
４

６７
．２

０
０

０．
０

１
９０

３２
．８

３０
５

セ
２８

２７
８

⑨
Ｊ９
－１
０・
１１
・
１４
・
１５

炉
穴

３
３３
５

０
０

０．
０

２
１７
３

５１
．６

１
１６
２

４８
．４

０
０

０．
０

３０
６

セ
２８

２６
１

⑨
Ｊ９
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

２１
９

１７
０６
２

９６
６２
４８

３６
．６

１１
１

７７
３７

４５
．３

２
６８
５

４．
０

１０
２３
９２

１４
．０

３０
７

セ
２８

３６
３

⑨
Ｊ９
－１
２

炉
穴

１９
６２
９

５
３０
９

４９
．１

１３
３１
８

５０
．６

０
０

０．
０

１
２

０．
３

３０
８

セ
２８

２５
８

⑨
Ｊ９
－１
２・
Ｊ１
０－
０９

炉
穴

３９
３１
０６

１８
６６
８

２１
．５

１７
４４
６

１４
．４

１
１４
３５

４６
．２

３
５５
７

１７
．９

３０
９

セ
２８

４３
８

⑨
Ｊ１
０－
０７
・
１１

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３１
０

セ
２８

２６
０

⑨
Ｊ１
０－
０９
・
１０
・
１３

炉
穴

７５
３５
８４

４２
１１
６３

３２
．４

２７
１２
６６

３５
．３

１
５

０．
１

５
１１
５０

３２
．１

３１
１

セ
２８

４１
５

⑨
Ｊ１
０－
１４

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３１
２

セ
２８

２５
１

⑨
Ｊ１
０－
１５
・
Ｋ１
０－
０３

炉
穴

１５
１

８９
６３

５０
２９
２３

３２
．６

９７
４９
３６

５５
．１

０
０

０．
０

４
１１
０４

１２
．３

３１
３

セ
２８

２５
３

⑩
Ｋ９
－０
７・
０８

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３１
４

セ
２８

２５
２

⑩
Ｋ１
０－
０２
・
０６

土
坑

９
５１
５

３
１５
３

２９
．７

６
３６
２

７０
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３１
５

セ
２８

４０
７

⑪
Ｈ１
０－
０７

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３１
６

セ
２８

４０
６

⑪
Ｈ１
０－
０７
・
０８

竪
穴
状
遺
構

１
１２

１
１２

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３１
７

セ
２８

４１
３

⑪
Ｈ１
０－
１２

炉
穴

１７
４９
２

８
２９
４

５９
．８

９
１９
８

４０
．２

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３１
８

セ
２８

４１
４

⑪
Ｈ１
０－
１１
・
１２

竪
穴
状
遺
構

６９
３１
４５

３５
１６
９１

５３
．８

３３
１４
０８

４４
．８

０
０

０．
０

１
４６

１．
５

３１
９

セ
２８

４０
９

⑪
Ｈ１
１－
０２

炉
穴

２
２８
３

１
２７
８

９８
．２

１
５

１．
８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３２
０

セ
２８

４３
３

⑪
Ｈ１
１－
０４
・
０８

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３２
１

セ
２８

４２
７

⑪
Ｈ１
１－
０９
・
１０
・
１３
・
１４

炉
穴

７３
２４
２９

３０
１５
３４

６３
．２

４２
８９
１

３６
．７

１
４

０．
２

０
０

０．
０

３２
２

セ
２８

４３
５

⑪
Ｈ１
１－
１２

炉
穴

５
３７
９

２
５６

１４
．８

２
６８

１７
．９

０
０

０．
０

１
２５
５

６７
．３

３２
３

セ
２８

４３
４

⑪
Ｈ１
１－
１１
・
１２
・
１５
・
１６

竪
穴
状
遺
構

６０
２８
０８

２０
１１
０４

３９
．３

４０
１７
０４

６０
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３２
４

セ
２８

４３
１

⑪
Ｉ１
１－
０８
・
１２
、
Ｈ１
２－
０５
・
０９

炉
穴

２５
９８
９

１０
５１
０

５１
．６

１４
３３
６

３４
．０

０
０

０．
０

１
１４
３

１４
．５

３２
５

セ
２８

４３
２

⑪
Ｈ１
１－
１２
・
Ｈ１
２－
０９

炉
穴

１０
６５
７

５
４７
３

７２
．０

５
１８
４

２８
．０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３２
６

セ
２８

４２
８

⑪
Ｈ１
１－
１４
・
Ｉ１
１－
０２

炉
穴

１０
１９
５

４
１２
８

６５
．６

６
６７

３４
．４

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３２
７

セ
２８

４２
９

⑪
Ｉ１
１－
０３
・
０７

炉
穴

３１
１５
００

９
６６
４

４４
．３

２２
８３
６

５５
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３２
８

セ
２８

３０
２

⑫
Ｉ１
１－
０５
・
０９

炉
穴

３１
３１
４

７
１７
０

５４
．１

２３
６４

２０
．４

０
０

０．
０

１
８０

２５
．５

表
１２
　
つ
づ
き

－707－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

３２
９

セ
２８

３０
１

⑫
Ｉ１
１－
０９
・
１０

炉
穴

８８
３７
３４

３１
１２
９７

３４
．７

５７
２４
３７

６５
．３

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３３
０

セ
２８

３０
３

⑫
Ｉ１
１－
０９
・
１３

炉
穴

３０
９３
６

１１
３０
２

３２
．３

１９
６３
４

６７
．７

０
０

０．
０

０
０

０．
０

３３
１

セ
２８

３０
９

⑫
Ｉ１
１－
１２
・
１６

炉
穴

２６
１４
３５

８
２３
６

１６
．４

１７
１１
５９

８０
．８

０
０

０．
０

１
４０

２．
８

３３
２

セ
２８

３１
０

⑫
Ｉ１
１－
１６

炉
穴

７０
２７
２２

１４
５７
０

２０
．９

５５
２１
４２

７８
．７

０
０

０．
０

１
１０

０．
４

３３
３

セ
２８

２８
３

⑫
Ｉ１
０－
１５
・
１６
・
Ｊ１
０－
０４

炉
穴

５０
３１
８２

２５
１７
１５

５３
．９

２４
１２
３２

３８
．７

０
０

０．
０

１
２３
５

７．
４
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土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３９
５

セ
５４

５３
Ｊ２
０－
Ｉ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―
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新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ
）
比
率
（
％
）

３９
６

セ
５４

１８
８

Ｋ１
７－
Ｄ・
Ｈ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３９
７

セ
５４

１７
９

Ｋ１
８－
Ｃ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３９
８

セ
５４

６５
Ａ

Ｋ１
８－
Ｃ・
Ｇ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３９
９

セ
５４

６５
Ｂ

Ｋ１
８－
Ｃ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
０

セ
５４

６４
Ｋ１
８－
Ｃ・
Ｄ

土
坑

４
１０
７

４
１０
７

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４０
１

セ
５４

６３
ａ・
ｂ

Ｋ１
８－
Ｄ

土
坑

１７
３７
６

３
１９
６

５２
．１

１４
１８
０

４７
．９

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４０
２

セ
５４

６６
Ｋ１
８－
Ｇ・
Ｈ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
３

セ
５４

６７
Ｋ１
８－
Ｈ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
４

セ
５４

７０
Ｋ１
８－
Ｈ

土
坑

３
１６
０

１
５１

３１
．９

２
１０
９

６８
．１

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４０
５

セ
５４

７１
Ｋ１
８－
Ｋ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
６

セ
５４

１８
６

Ｋ１
９－
Ａ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
７

セ
５４

６２
ｂ

Ｋ１
９－
Ａ・
Ｅ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
８

セ
５４

５９
Ｋ１
９－
Ａ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４０
９

セ
５４

１８
７

Ｋ１
９－
Ａ・
Ｂ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
０

セ
５４

６０
Ｋ１
９－
Ｂ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
１

セ
５４

１８
０

Ｋ１
９－
Ｅ・
Ｉ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
２

セ
５４

５７
Ｋ２
０－
Ｅ・
Ｉ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
３

セ
５４

１７
０

Ｋ２
１－
Ａ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
４

セ
５４

１３
６

Ｋ２
２－
Ｅ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
５

セ
５４

１９
４

Ｋ２
２－
Ｎ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
６

セ
５４

１９
５

Ｋ２
２－
Ｊ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
７

セ
５４

８１
Ｌ１
８－
Ａ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
８

セ
５４

８０
Ｋ１
８－
Ｍ・
Ｌ１
８－
Ａ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４１
９

セ
５４

７９
Ｂ

Ｌ１
８－
Ｂ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
０

セ
５４

７６
Ｌ１
８－
Ｃ

陥
し
穴

６
５０
９

４
３２
７

６４
．２

２
１８
２

３５
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４２
１

セ
５４

７４
Ｌ１
８－
Ｈ

陥
し
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
２

セ
５４

７７
Ｌ１
８－
Ｇ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
３

セ
５４

７５
Ｌ１
８－
Ｇ・
Ｈ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
４

セ
５４

８２
Ｌ１
８－
Ｌ・
Ｌ１
９－
Ｉ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
５

セ
５４

１２
０

Ｌ２
０－
Ａ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
６

セ
５４

１２
９

Ｌ１
９－
Ｐ

陥
し
穴
？

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
７

セ
５４

１３
０

Ｌ２
０－
Ｎ・
Ｏ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
８

セ
５４

１３
２

Ｌ２
０－
Ｏ・
Ｐ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４２
９

セ
５４

１４
５

Ｌ２
１－
Ｈ・
Ｌ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
０

セ
５４

１９
１

Ｌ２
２－
Ｂ

炉
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
１

セ
５４

１９
２

Ｌ２
２－
Ｂ

炉
穴

１
５５

０
０

０．
０

１
５５

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４３
２

セ
５４

１９
３

Ｋ２
２－
Ｏ

炉
穴

１
３９

０
０

０．
０

１
３９

１０
０．
０

０
０

０．
０

０
０

０．
０

４３
３

セ
５４

１４
４

Ｌ２
２－
Ｍ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
４

セ
５４

１６
２

Ｍ２
１－
Ｄ・
Ｈ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
５

セ
５４

１６
４

Ｍ２
２－
Ｂ・
Ｆ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
６

セ
５４

１６
３

Ｍ２
２－
Ｆ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
７

セ
５４

１６
５

Ｍ２
２－
Ｆ・
Ｇ

竪
穴
状
遺
構

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
８

セ
５４

１６
６

Ｍ２
２－
Ｇ

陥
し
穴

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４３
９

セ
５４

１５
７

Ｍ２
１－
Ｌ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

４４
０

セ
５４

１６
７

Ｍ２
２－
Ｉ

土
坑

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

２７
セ
２８

４２
１

２９
１１
３３

６
２８
３

２５
．０

２３
８５
０

７５
．０

０
０

０．
０

０
０

０．
０
貝
ブ
ロ
ッ
ク

２６
セ
２８

４２
３

２４
９９
２

８
５０
８

５１
．２

１６
４８
４

４８
．８

０
０

０．
０

０
０

０．
０
貝
ブ
ロ
ッ
ク

計
１１
５４
０

５３
７１
８１

４４
６７

２３
０２
４１

４２
．９

６８
６９

２６
４９
７４

４９
．３

５５
６８
５４

１．
３

１４
９

３５
１１
２

６．
５
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